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『早稲田大学高等研究所紀要』発刊にあたって

　早稲田大学高等研究所は、次代を担う若手研究者が充実した研究環境の下で一定期間研究活動に専

念できる機関として、2006年 9月に設立されました。本研究所は、文系・理系を問わない分野横断

型である点と、早稲田大学内のいずれの学術院等にも属さない独立した機関である点で、極めて特徴

的な研究所です。現在は、人文、社会、自然科学分野を合わせて 30名近くの研究員が所属し、その

柔軟な発想や能力・資質を十分に発揮した先進的な研究活動を展開しています。

　本研究所は、これまで国内外の大学や研究機関等へ多くの若手研究者を送り出し、それぞれが各分

野における第一線の研究者として活躍しています。また、大学内の兼任研究員を中心とした研究プロ

ジェクトも推進しており、本紀要は現在所属する研究者だけでなく、研究所に関連するこうした多様

な研究者たちが、広く研究成果を発信する場となっています。

　本紀要の刊行にあたっては、より質の高い成果を確保するため、論文については学内外の複数の専

門研究者による厳正な査読を課すとともに、必ず英文の要旨を付す等、学術誌としての水準の維持向

上を図っています。また、冊子での刊行はもとより、内容を電子化して本研究所のホームページ等で

も公開し、より広く閲覧の便に供しています。

　21世紀の国際社会において、大学が果たすべき役割や責任はますます大きくなっています。その

中で、早稲田大学はさらに研究教育の質を高め、優秀な人材を世界中から結集し、また育成・輩出で

きるような大学を目指しています。本研究所もその中核となって、大いに貢献できるよう努めている

ところです。

　本紀要が、新進気鋭の研究者が切磋琢磨する研鑽の場であり、かつその成果を早稲田から世界に発

信する場になれば、これに勝る喜びはありません。皆様のご指導とご支援を心よりお願い申し上げま

す。

2011年 3月

早稲田大学高等研究所　所長

宮島　英昭
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国際重力波観測ネットワークへの参入
── 神岡に大型重力波検出器 LCGTの建設始まる ──

宗　宮　健太郎

要　　旨
　2010年 6月、最先端研究基盤事業に採択され、国内では初となるキロメートル級の光干渉計型重力波検
出器が建設されることとなった。建設場所は岐阜県神岡、地下数百 mのトンネル内である。20Kまで冷却
したサファイア鏡を用いるなど、日本が開発してきた先進技術を導入して、年間数回の重力波を確実に観測
することができるデザインとなっている。日本では、世界に先駆けて、1995年に基線長 300mの干渉計
TAMA300を国立天文台に建設し、その後の大型干渉計における技術開発をリードしてきた。2001年には
低温干渉計プロトタイプとして基線長 100mの CLIOを神岡に建設し、低温化による感度向上を確認した。
2011年から建設を開始する LCGT（＝ Large-scale Cryogenic Gravitational-wave Telescope）は、これまで培っ
てきた技術を結集し、究極の感度を目指す。米国や欧州で建設中の Advanced LIGO、Advanced Virgo、
GEO-HFと並び、第二世代重力波検出器として、光学望遠鏡で見ることのできない中性子連星やブラック
ホールの深遠な情報をもたらし、新しい天文学への道を開拓していくことになる。

Abstract
　The first km-scale Japanese gravitational-wave detector, approved by the government in June 2010, is soon to 
be constructed in the underground of the Kamioka mine. The detector LCGT (Large-scale Cryogenic Gravita-
tional-wave Telescope) is based on the Michelson interferometer. The baseline is 3km and the core optics of the 
interferometer are cooled down to 20K. With the advanced techniques developed in Japan, LCGT will detect 
gravitational-wave signals a few times per year. In Japan, we built the 300-m TAMA detector in the National 
Astronomical Observatory in 1995 and have lead the international activity of developing gravitational-wave 
detectors. We also built the 100-m CLIO detector in Kamioka in 2001 and have demonstrated the cryogenic tech-
niques to improve the sensitivity by reducing thermal noise. The construction of LCGT starts in 2011 and will 
open the window to the Gravitational-Wave Astronomy, cooperating with the other detectors that are now under 
construction in the US (Advanced LIGO) and in Europe (Advanced Virgo and GEO-HF).

LCGT and the global network of gravitational-wave observation

Kentaro Somiya
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はじめに

　重力波とは、ブラックホール合体などの大質量を
伴う天体現象で空間に大きな歪が生じたとき、その
影響を遠方に伝える時空のさざ波のことである。
1916年にアインシュタインが一般相対性理論を提
唱し、それに基づいて翌年には重力波の存在が予言
されたのだが、電磁波などと比べると物体との相互
作用がほとんどない重力波を検出することはとても
難しく、100年余り経過した 2010年現在でもまだ
重力波の直接検出は実現していない。相対論が予言
したものは全部で 4つであり、水星の近日点移動、
重力レンズ、赤方偏移、そして重力波である。この
うち 20世紀のうちに検証されなかったものは重力
波の直接検出のみであり、21世紀に残された宿題
と言えるだろう。また、検証済みの事象は全て静的
な重力場の現象を観測したものであり、動的な現象
である重力波の検出は一般相対性理論の正当性をよ
りいっそう高めるものとなる。1974年にMITの
Taylorらが、連星パルサー PSR1913＋ 16の公転周
期減少から重力波の存在を間接的に証明している。
あとは重力波の直接検出を残すのみである。
　重力波検出の試みは、1m級のアルミ製共鳴型検
出器で始まった。狭帯域の重力波信号を弾性体の共
鳴で増幅する手法で、超新星爆発などからの重力波
検出が期待されたが、弾性体のサイズに限界があ
り、感度がある程度以上を上回ることはなかったた
め、主流は光干渉計型に移行し、共鳴型は衰退した。
　光干渉計型重力波検出器は、L字のMichelson干
渉計における鏡間の距離を測定することで重力波の
影響を広帯域で捉える。干渉計の各腕には Fabry-
Perot共振器が組み込まれ、適度な回数だけ光を往
復させ、感度を稼いでいる。第一世代と呼ばれる干
渉計は世界 4カ国に存在する。最長の干渉計は米国

のワシントン州とルイジアナ州に建設された LIGO
であり、その基線長は 4kmに及ぶ。ワシントン州
にはもう 1台 2kmの干渉計も存在し、米国だけで
3つの検出器を保持していることになる。欧州では、
フランスとイタリアの共同計画である、基線長
3kmの Virgoがイタリアのカッシーナに建設されて
おり、LIGOとほぼ同等の感度が達成されている。
また、ドイツとイギリスの共同計画である GEO600
がドイツのハノーファーに建設されており、基線長
は 600mと短いが、独自の技術を導入し、高い感度
を実現している。日本の TAMA300も第一世代検
出器の一翼を担っていたが、基線長が 300mと短い
こともあり、現在は観測活動は休止している。
　第一世代検出器は 10のマイナス 19乗メートル
という極小の変位を測定することができるが、この
感度では重力波の検出頻度が数十年に一度以下であ
り、近年行なわれた長期観測期間内にそのような
ラッキーソースが出現することは残念ながらなかっ
た。しかし、ほとんどの干渉計がデザイン感度を実
現し、感度を制限する雑音源を特定できたことで、
第二世代検出器への道が開け、各国で検出器のアッ
プグレードが行なわれることとなった。欧米では干
渉計を包み込む真空装置はそのままで、中に入れる
干渉計の改良のみを行なう。日本では地面振動の少
ない神岡鉱山内に新たに装置を建設し、新しい干渉
計を組み込む。
　検出器感度は周波数ごとのスペクトルで表され
る。低周波では地面振動起源の雑音が感度を制限
し、100Hz付近では鏡や懸架系の熱雑音、数百 Hz
以上ではレーザーのショットノイズ（散射雑音）が
感度を制限している。地面振動雑音は多段の防振装
置を用いることで軽減される。Virgoではすでに 7
段振り子が用いられており、Advanced LIGO（以下、
aLIGO）や LCGTもそれに追従する。熱雑音に関

図 1：重力波検出器の干渉計構造（第二世代） 図 2：重力波検出器の感度（常温干渉計）
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しては、揺動散逸定理を用いた解析により、雑音レ
ベルが鏡上のビーム径に反比例することが知られて
おり、aLIGOと Advanced Virgo（以下、AdVirgo）
は回折ぎりぎりまでビーム径を大きくして熱雑音を
軽減することを計画している。LCGTは鏡を低温化
することで熱雑音は十分に下がるので、ビーム径に
関しては共振器の安定度をより重視するデザインと
なっている。散射雑音は信号量に反比例するので、
第二世代検出器では光源の出力を上げて信号量を増
すことで、散射雑音の軽減を図っている。高出力化
に伴い、鏡の熱変形などが問題となることから、
Resonant Sideband Extraction（RSE）と呼ばれる新
しい干渉計構造を採用し、鏡内部での光エネルギー
を下げるような工夫が施されている。ちなみにこの
RSE技術は、発案から実験的検証に至るまで日本
人の手によって開発されたものである。
　第二世代検出器は、そのデザイン感度を達成する
と、数週間に一度の割合で重力波を観測する能力を
持っている。2015年を目処に、各検出器が目標に
近い感度を実現する予定であり、2015年か 2016年
には史上初の重力波直接検出が現実のものとなるで
あろう。アインシュタインが相対論を発表してから
100年の歳月を経て、予言の検証が完結することと
なる。検出された信号が重力波である確信を得るた
めには、以下の 3つのポイントが重要になる。まず
理論予測との整合性である。連星合体などでは正確
な重力波波形が予想されており、実際に検出した重
力波によって星の質量や地球からの距離、軌道面の
傾きといった物理量を重力波のみで検証できる。ま
た、正確な理論予想波形は、信号雑音比を最適化す
るフィルターを可能にする。この作業はむしろ信号
雑音比の改善に使われる。次に複数検出器のコイン
シデンスである。異なる場所の検出器 3～4台でコ
ヒーレントな信号が検出された場合、局所的な雑音
ではなく、宇宙から飛来した重力波であると言うこ
とができる。飛来する方角によって信号を受信する
時間にずれが生じるので、複数台の検出器によって
重力波の到来方向を決めることが可能である。この
観点から、米国と欧州から十分離れたところに存在
する日本に LCGTが建設されることの意義は、非
常に高い。ちなみに、米国ではルイジアナ州に 1台、
ワシントン州に 2台の検出器があり、後者 2台は
同じ場所に並んで配置されている。これは飛来時間
というフリーパラメタを排除して、信号と雑音の分

離をすることを目的としており、実際に成功してい
るが、地面振動起源の雑音は 2台にコヒーレントに
現れてしまうという問題は残存する。さて、最後の
ポイントは、他の観測（可視・赤外光、X線、ガン
マ線、高エネルギー宇宙線など）との同時検出であ
る。例えば超新星爆発は重力波の他にニュートリノ
を放出する。LCGTとスーパーカミオカンデにより
同じイベントを観測して、日本国内だけで重力波検
出を裏付けることも可能と言える。
　重力波の飛来する方角ということについては、到
達時間の違いだけでなく、信号量も異なる。干渉計
型重力波検出器は、それを含む平面に垂直な方向か
ら重力波が飛来するときに信号量が最大となり、同
じ平面内で干渉計の両腕の中間から飛来すると信号
はゼロになる。信号量の角度依存性をアンテナパ
ターンと呼ぶが、LCGTは欧米の検出器を補完する
ようなアンテナパターンを持っており、その点でも
大きな意義がある。
　重力波の研究は、重力波発生に関する理論研究、
検出器の高感度化を目指す理論・実験、検出された
データから信号を抽出するデータ解析、の 3つに分
かれているが、本稿では LCGTをはじめとする検
出器に焦点をあて、高感度化技術について説明す
る。

地面振動

　干渉計を構成する鏡は振り子で吊られており、重
力波による外力に対して自由質点として振舞うと同
時に、地面の振動から分離されている。振り子によ
る防振は、その共振周波数以上で周波数の 2乗に反
比例して地面振動雑音を軽減する。LCGTではイタ
リアで開発された SAS（Seismic Attenuation Sys-
tem）という高性能な防振システムを導入する。共
振周波数が低い方が観測帯域での防振度は上がる。
SASはまず倒立振り子で全体を支えており、この
倒立振り子の共振周波数は 100mHz以下に設定す
ることができる。さらに GAS（Geometrical Anti-
Spring）フィルタで縦方向の地面振動も防振してい
る。GASフィルタはモノリシックな弾性体ででき
ていて、弾性力と重力を相殺させて緩やかなポテン
シャルを作り、数百 mHzの共振周波数を実現して
いる。
　TAMA300が設置されていた東京都三鷹市と比較
すると、LCGTが建設される神岡鉱山内の地面振動
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は 1Hzで 2桁小さい、10のマイナス 9乗メートル
ほどである。SASの効果も合わせると、10Hzで 10
のマイナス 20乗メートルほどまで地面振動は抑え
られ、広い帯域で重力波観測を実施することが可能
である。
　LCGTの場合、冷却に用いるヒートリンクと呼ば
れる純アルミのワイヤーを通して、地面振動が伝え
られてしまう可能性が危惧されていた。この問題を
解決すべく、最終段の一つ上のマスでも干渉計を構
成して振動が伝わらないようにする Suspension-
point Interferometer（SPI）という技術を導入する計
画もあったが、コスト面などの問題から LCGTに
は導入されないことになった。ヒートリンク経由の
振動については、冷凍機からヒートリンクまでの間
での軽減策が施される。SPIは観測帯域での地面振
動を下げる役割も担っていたが、SASだけで要求
値を満たせるという判断である。将来的に SPIが導
入される可能性はまだ残されている。

熱雑音

　数百ヘルツ付近の最も感度がよい帯域では、鏡や
懸架系の熱揺らぎが感度を制限している。熱雑音は
いくつかの種類に分けられるが、大きく分類すれ
ば、物体のブラウン運動で位置や体積が変化するも
のと、温度揺らぎが熱膨張係数や屈折率の温度変化
と結合して表れるものとに分かれる。揺動散逸定理
を解くことで、熱雑音レベルを解析的に求めること

ができる。近似を施して簡易化した式をいくつか紹
介して、雑音特性を説明しよう。
　まず、懸架系の熱雑音パワースペクトルは次式で
表される。

2

5

4 4B wire
x wire

k T Yg dS
MM

⎛ ⎞= ⎜ ⎟Ω ⎝ ⎠

p
f

　ここで kBはボルツマン定数、Tは温度（均一と
仮定する）、Mは鏡の重量、Ωは角周波数、Yは鏡
を吊るワイヤーのヤング率、gは重力加速度、dwire

はワイヤー直径、ℓはワイヤー長、φwireはワイヤー
の機械損失である。バイオリンモードは無視されて
いる。振り子は重力を復元力とするが、ワイヤーが
太くなると弾性力が支配的となり、バイオリンモー
ドを考慮する必要性が出てくる。さて、LCGTの場
合、振り子はサファイアファイバーでできており、
ファイバーを通じて鏡の熱を冷凍機まで伝播させる
ため、dwireは aLIGOより大きい（aLIGOのシリカ
ファイバーが直径 0.6mm、LCGTのファイバーが
1.8mmである）。Tが下がるのと dwireが大きいのと
が相殺して、懸架系熱雑音は常温干渉計と低温干渉
計でほぼ同じレベルになる。ちなみにファイバーを
長くすると雑音のフロアレベルは下がるが、バイオ
リンモードが低周波に移動する。LCGTでは 40cm
に設定している。ワイヤーの機械損失は、バルクと
しての損失の他、ワイヤー内の温度変化に起因する
熱弾性損失とワイヤー表面の損失を含むため、形状
依存性と周波数依存性をもつ。
　鏡の基材の熱雑音パワースペクトルは次式で表さ
れる。

24 1B
x m

k TS
Yw

−
=

Ω
s
f

p

　新たに登場するパラメタとして、σはポワソン
比、wはビーム半径である。バルクの機械損失が小
さいので、鏡機材の熱雑音レベルは低く、次式で表
される反射膜の熱雑音が支配的となる。

2

4 (1 )(1 2 ) 2B
x coat c

k TS d
Yw

+ −
=

Ω
s s

f
p

　ここで dcoatは反射膜の厚さである。なお上式は
基材と膜が同じ素材のときに成り立つ式である。実
際には屈折率の違う素材を 1/4波長ずつ交互にコー
ティングするので、式は少し異なる。ビーム径が大

図 3：冷却懸架系。上部は常温、下部は低温。
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きいほど雑音レベルが下がるのは、空間周波数の高
い成分の熱揺らぎがビーム径内で打ち消し合うから
である。このことをふまえて、aLIGOや AdVirgo
では鏡の大きさぎりぎまでビーム径を大きくする。
空間高次モードの共振が基本モードの共振とオー
バーラップし始め、共振器の安定性という意味では
条件が厳しくなるのだが、熱雑音軽減を優先した結
果の選択である。LCGTでは鏡の温度が低いため、
ビーム径に関しては共振器の安定性を優先すること
ができる。ビーム半径は aLIGOが 6cm、LCGTが
3.5cmで、温度はそれぞれ 290K、20Kであるから、
LCGTの熱雑音の方が低い。ちなみに鏡半径は
aLIGOが 17cm、LCGTが 12.5cmである。
　鏡の温度変化に起因した雑音として、熱弾性雑音
は次式で表される。

2 2
2

2 3

16 (1 )B
x

v

k TS
C w
+

=
Ω

s
ka

p

　新たに登場するパラメタとして、κは熱伝導率、
αは熱膨張係数、Cvは比熱である。これまでに見
た熱雑音と比べると、パワースペクトルが温度の 2
乗に比例するという違いがある。サファイアのよう
な熱伝導率の高い機材を用いると、熱弾性雑音が感
度を制限するが、低温化すると熱弾性雑音は急激に
下がる。実際、常温の第二世代検出器でも基材損失
の小さいサファイアを用いるというプランがあった
が、熱弾性雑音が大きいことが判明して却下された
という経緯がある。ちなみに上式は低温にすると低
周波で合わなくなる。拡散距離がビーム径より大き
くなるためで、結果的に低温での熱弾性雑音はビー
ム径に依存しなくなる。
　ここでは熱雑音を表す式を 4種類だけ紹介した

が、これら以外にも、反射膜の熱弾性雑音、反射膜
内で屈折率の温度依存性が引き起こす雑音、などい
くつかの種類の熱雑音が存在する。また、近年では、
これらの雑音解析に基づいて、熱雑音軽減化を模索
する研究も進んでいる。ガウシアン基本モードの代
わりに熱雑音が低くなるようなビームを用いる案、
反射膜の厚さを 1/4波長から変える案、従来の鏡の
代わりにエタロンを使う案など、いろいろなものが
ある。

量子雑音

　重力波測定のプローブであるレーザー光の量子揺
らぎに起因する雑音を量子雑音と呼ぶ。量子雑音
は、量子的位相揺らぎに起因する散射雑音と、量子
的振幅揺らぎに起因する輻射圧雑音とに分かれる。
ショットノイズは信号取得時に付加される雑音であ
り、レーザーパワーを上げるなどして重力波に対す
る応答が上がれば、ショットノイズは下がる。干渉
計構造はショットノイズ軽減のためにデザインされ
ていると言える。しかし応答を上げると、その反作
用として輻射圧雑音が現れる。量子的輻射圧雑音を
実験的に観察した例はいまのところないが、高出力
レーザーを用いる第二世代検出器では感度を制限す
る雑音源の一つとなる。
　Fabry-Perot共振器を組み込んだ干渉計の重力波
に対する周波数応答は、低周波におけるフロアレベ
ルとバンド幅という 2つのパラメタで表すことが
でき、この 2つのパラメタは、共振器内の光パワー
と信号量によって決まっている。入射側の鏡（Input 
Test Mass＝ ITM）の反射率を上げて共振器内での
光の滞在時間を延ばすと、パワーと信号が同時に蓄
積され、フロアレベルが改善すると共に、高周波信

図 4： 左は第一世代で用いられるPower-recycled Fabry-Perot Michelson 干渉計（PRFPMI）、
右は第二世代検出器で用いられるResonant Sideband Extraction（RSE）型の干渉計
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号は共振器内での滞在中に打ち消しあい、バンド幅
が狭くなる。腕の長さを 3kmとすると、100Hzの
バンド幅を持つために必要な ITMの反射率は
97.5％であり、それ以上高い反射率にしても 100Hz
より高い周波数でのショットノイズレベルは改善し
ない。一方で ITMはそのままで入射するレーザー
パワーを上げると、バンド幅はそのままでフロアレ
ベルが改善する。
　End Test Mass（ETM）の反射率はなるべく高い
方がよい。ETMで透過する分と、各々の鏡で散乱・
吸収する分を合わせて、およそ 100ppmの光が共振
器内 1往復で失われる（光学損失）。ITMの反射率
が 97.5％ならば、光は共振器内をおよそ 160回往
復するので、共振器の反射率は 98.8％ということ
になる。干渉計はレーザー光を含む同相成分がレー
ザー方向に、重力波信号を含む差動成分が対極方向
に向かうよう制御されており（暗縞制御）、98％以
上の光はレーザー側に戻される。ここでレーザー側
に鏡を配置し、信号成分と分離された後の光を干渉
計に再入射させてやると、実効的なレーザーパワー
を上げたのと同じであり、バンド幅を変えることな
くフロアレベルを改善することができる。この技術
はパワーリサイクリングと呼ばれ、第一世代検出器
ですでに用いられている。
　信号取得側に鏡を配置してパワーリサイクリング
と同様のこともできる（シグナルリサイクリング）
が、信号をパワー同様に共振させてしまうと、ただ
単に ITMの反射率を上げたのと同じになってしま
う。むしろ信号に関しては反共振に制御してバンド
幅を広げる、という作戦が効果的である。ITMの
反射率をあらかじめ高く設定しておき、それに伴っ
てレーザー側に戻される光が減るのでパワーリサイ
クリング鏡の反射率も落としておく。その上でバン
ド幅を広げると、元と同じフロアレベルとバンド幅
を復元できる。これが先述の RSEと呼ばれる干渉
計構造である。同じ感度曲線を実現して何が得かと
いうと、腕共振器の外で光の出力が低いという点
で、鏡の基材における光の吸収が熱を生み出して鏡
を変形させる、といった熱問題を回避することがで
きる。特に LCGTでは吸収の大きいサファイアを
用いるため、RSEを採用しないと冷却能力が追い
つかない。RSEは LCGTにとって非常に重要な技
術である。
　ところで、量子的位相揺らぎとは何であろうか。

レーザー光の揺らぎを量子レベルまで安定化したも
のだとすると、それはレーザー側に戻ってしまい、
光検波器には入らない。すなわち、量子雑音の元と
なる揺らぎは光検波器側から入射する電場の揺らぎ
ということになる。光検波器側からレーザー光を入
射するわけではないので、この電場は真空場であ
る。真空場が干渉計に入射し、差動信号と共に戻っ
てくる。真空場の揺らぎの位相成分がショットノイ
ズを生み出す。また、揺らぎの振幅成分は、レーザー
光と結合し、干渉計の鏡に差動の輻射圧を与える。
レーザー光の出力を上げたり、信号を増幅したりす
ると、輻射圧も同時に大きくなり、さらに鏡の動き
に対する応答も上がるので、輻射圧雑音は信号より
も顕著に増えることになる。ショットノイズが下
がって輻射圧雑音が上がるため、量子雑音全体とし
ては、パワーを上げるだけでは超えることができな
い限界、標準量子限界が存在する。この標準量子限
界（Standard Quantum Limit＝ SQL）はハイゼンベ
ルグの不確定性原理から要請されるもので、次式で
与えられる。

2

8
SQLS

m
=

Ω

　ここでℏはディラック定数（プランク定数を
2πで割ったもの）である。この SQLを用いて、量
子雑音のパワースペクトルは次式で与えられる。

2 1
2x SQL

KS S
K
+

= ×

　ただし

0
2 2 2 2

8
( )

BSIK
mL

=
Ω Ω +
w

g

　であり、ω0はレーザー光の角周波数、γは腕共

図 5：異なる腕内パワーでの量子雑音とSQL
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振器のカットオフ角周波数である。パワースペクト
ルは Kに反比例するショットノイズと Kに比例す
る輻射圧雑音の自乗和で書かれており、Kを変えて
も SSQLを超えることはない。
　重力波検出器にとって、SQLを超える感度が実
現可能かどうかは非常に重要なテーマである。現在
までに SQLをスペクトルで確認した例はないが、
理論的には SQLを超えることは可能であると考え
られており、その手法を量子非破壊計測（Quantum 
non-demolition＝ QND）と呼ぶ。いくつかの方法
が考案されているが、ここでは、QNDもしくはそ
れに準ずる技術として、LCGTに導入が計画されて
いる、Back-action Evasion（BAE）と Optical spring
の 2種類を簡単に紹介する。
　まず BAEは、量子制御によって輻射圧雑音を相
殺するというアイデアである。ショットノイズは真
空場の位相揺らぎが光検波器で直接読み込まれて現
れる雑音で、輻射圧雑音は鏡の運動を介して現れる
雑音であったが、それは信号取得を位相方向で行
なっているからであり、振幅方向に少しずらしてや
ると、振幅揺らぎも光検波器で直接読み込まれる雑
音として現れる。輻射圧雑音が低い状況でこのよう
なことを行なうと、ショットノイズが増える結果と
なるのだが、輻射圧雑音が高い状況では、すらず角
度（＝ζ）をチューンすることで、直接の雑音と鏡
を介して現れる雑音とを相殺することが可能であ
る。これはいわゆる量子制御の一種と考えることが
できる。輻射圧雑音の源である振幅揺らぎを別の検
波器で測定してから、輻射圧雑音を相殺しようとす
ると、検波時に量子状態が破壊されてうまくいかな
いので、量子状態を破壊しないために、同時に測定

するわけである。BAEを導入した場合の量子雑音
パワースペクトルは次式のようになる。

2( tan ) 1
2x SQL

KS S
K

− +
= ×

z

　ここで tanζ＝ Kとなるようにζを選ぶと、
ショットノイズだけのときと同じ式になり、SQL
を超えることが分かる。ただし、上記の Kに周波
数依存性があることから、うまく相殺するのは特定
の周波数だけであり、SQLを超える周波数帯も限
られる。また、干渉計の光学ロスが真空場のコヒー
レントな加減算を妨げるため、輻射圧雑音があまり
に高い状況では相殺はうまくいかない。このあたり
に注意して干渉計のパラメタを設定する必要があ
る。
　もう一つは、輻射圧により光のバネを構成し、重
力波に対する干渉計の感受率を上げて、SQLを超
えるという手法である。RSEの説明で、シグナル
リサイクリング共振器を反共振に設定したが、これ
を共振でも反共振でもない中間的な状態にする（デ
チューンする）と、位相信号として生み出された重
力波信号が、振幅と位相の混合信号として干渉計に
再入射することになる。すると、振幅成分がレー
ザー光と結合して輻射圧で鏡を差動に振ることにな
る。鏡の運動は再び位相信号を生み出し、信号の
ループができる。これが Optical springであり、そ
の共振周波数付近では信号への応答が大きく増幅さ
れる。鏡の運動を測定するという意味では、特別な
QND技術を導入しているわけではないが、重力波
が及ぼす外力に対する鏡の応答が変化しているた
め、自由質点に対して定義された SQLを超えるこ
とが可能である。
　BAEや Optical springは aLIGOや AdVirgoでも
導入が検討されている技術であるが、干渉計制御な
どの難易度が上がることが懸念され、少なくとも最
初の段階では採用されない方向で干渉計設計が進め
られている。LCGTでもそれは同じことであるが、
冷却により熱雑音が下がり、量子雑音軽減の利得が
他の検出器より大きいため、比較的早い段階での導
入が予定されている。

干渉計設計

　これまで説明してきた雑音の特性をふまえ、そし
て雑音軽減化に伴う問題も考慮しながら、干渉計の

図 6： 信号取得角を 0度からずらして、振幅揺らぎを輻
射圧雑音と同時に読み込み、相殺する
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設計が行なわれる。鏡の反射率と曲率、サスペン
ションワイヤーの径、共振器長、制御に用いる側帯
波周波数、などなど決定すべき項目は様々で、また
これらのパラメタが複雑に絡み合っている。
　まず、サファイアファイバーを介して移動できる
熱量がおよそ 1W程度と決まっている。これだけの
熱を移動させるにはファイバー径が 1.8mm程度は
ないといけない。径を小さくすると、断面積が減る
だけでなく、ファイバー表面でのフォノン散乱によ
り熱伝導率も下がり、熱移動量は一気に悪くなる。
そしてこれ以上太くすると、鏡の重量 30kgに対し
てファイバーが太すぎて、懸架系熱雑音が急激に大
きくなる。ファイバーを長くしたり、鏡の設定温度
を上げたりすることで、もう少し熱移動量を上げる
ことも可能だが、熱雑音は逆に増えてしまい、改善
の余地はほとんどない。
　鏡での熱吸収を 1W以下に抑えるために鏡の反
射率が決定される。LCGTが目標とする、地球から
200Mpcの距離にある中性子連星から重力波をとら
えるような感度を達成するには、腕内パワーが
400kW程度はないといけない。鏡の表面の吸収を
0.5ppmと見積もると 0.2Wの熱吸収が生じる。そ
してサファイア基材は 1cmあたり 20ppmの吸収が
あり、15cmの鏡は往復で 600ppmの光を吸収して
しまう。ITMの反射率が 99.6％だと、ITM基材を
透過する光量は 400Wになり、0.24Wの熱吸収が
生じることになる。結果として合計 0.44Wの熱を
移動せねばならず、安全係数 2を入れてぎりぎりの
ところである。腕共振器を光が一周したときの光学

損失を合計 100ppmと見積もると、腕共振器の反射
率は 90％となり、PRM反射率を 90％にするとパ
ワーリサイクリングゲインはおよそ 10となる。腕
で共振するキャリア光が 80W含まれるようなレー
ザーを用意すれば、以上のパラメタで要求値を満た
せることになる。SRMの反射率については後で述
べる。
　ITMと ETMの曲率を決めると鏡上のビーム径が
決まり、また基本モード以外の空間高次モードがど
れだけ腕内で共振するかが決まる。両方の鏡でビー
ム径が同じになるようにするとして、LCGTでは曲
率が共に 7100m、ビーム半径が 3.5cmになるよう
にしている。これは、高次モードが共振から十分離
れるということから決められている。ビーム半径を
大きくして熱雑音を下げる余地が残っているが、低
温化で熱雑音が十分下がっているので、共振器の安
定化を優先する。例えば曲率を 7100mの代わりに
20160mにすると、ビーム径は 4.4cmになる。これ
ならば鏡の径に対する割合が aLIGOの場合と一緒
である。また、7100mの代わりに 1900mにすると、
ビーム径は 3.5cmで等しく、高次モードの共振具
合については同じになるが、輻射圧による鏡の姿勢
不安定性という問題に関する要求値が楽になり、一
方で鏡の機械共振と光のモードとの結合に関する要
求値が厳しくなる、という違いが生じる。現在のと
ころ 7100mの方を選択してデザインが進められて
いる。PRMと SRMの曲率は、そのままだと ITM
とほぼ同じになるが、リサイクリング共振器内に折
り返し型テレスコープを入れるという案が浮上して

図 7：LCGTの感度を制限する雑音スペクトル
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おり、詳細はまだ決定していない。PRMや SRM
と ITMの曲率が近いと、空間高次モードが共振し
やすくなり、僅かなモードずれがメインビームの出
力を大幅に下げることにつながる。LCGTでは腕が
安定共振器なので事情が異なるかもしれないが、
aLIGOなどではテレスコープの導入が必須と考え
られている。
　PRM、SRM、ビームスプリッター（BS）、ITM
の間隔を何 mにするか、というのは、干渉計の制
御法と関わっている。重力波を検出するためのキャ
リア光の他に、2周波の制御用側帯波（SB）が用
意されており、これらの組み合わせで、第二世代検
出器の 5自由度が正しい動作点に制御される。2周
波の SBは PR共振器で共振し SR共振器で共振し
ないものと、両方で共振するものとに分けておく。
どちらも腕共振器では共振しない。このコントラス
トを利用して PRMと SRMの位置、BSと両 ITM
との間隔を制御する。これらの制御信号が十分にと
れない状態で干渉計を動作させると、フィードバッ
クされたショットノイズが PRMや SRMなどを動
かすことになり、循環して重力波信号に対する感度
を悪化させかねないので、適切な制御法の開発は干
渉計設計の重要な部分である。腕共振器の同相モー
ドはレーザー側に戻ってくるキャリアとどちらかの
SBのビートをとって制御する。この自由度はレー
ザーの周波数揺らぎと区別がつかず、まとめて 1つ
の自由度として扱う。腕共振器の差動モードは重力
波信号を含み、レーザーと反対側のポートへ漏れ出
す。両腕の光学損失が完全に同じ場合は、こちら側
のポート（ダークポート）には片方の SBと信号し
か漏れてこないが、実際には損失差により僅かな
キャリアが漏れてくる（コントラストデフェクト）。
第一世代検出器ではダークポートで SBとビートさ
せて差動信号を得ていたが、第二世代検出器では、
アウトプットモードクリーナーと呼ばれる短い光共
振器で SBとキャリア成分を分離し、SBを使わず
に信号を取得する。両腕に差動で 1pm程度のオフ
セットを加え、キャリアの DC成分がダークポート
に漏れるようにして、これを参照光として差動信号
を得るのである。このとき、振幅成分であるコント
ラストデフェクトと位相方向のオフセット光とのバ
ランスを調整すると、先述のζをチューンすること
ができる。コントラストデフェクトは干渉計を建設
するまでどれくらいになるか正確には分からない

が、±15ppm程度の損失差だと、適度な光量の参
照光を準備することができる。
　さて、SRMの位置制御についてもう少し解説し
ておこう。共振器の制御信号は Pound-Drever-Hall
法と呼ばれる手法、すなわち共振する光と共振しな
い光を共振器の反射ポートでビートさせる手法で得
られる。通常は動作点付近で線形信号を返し、かつ
なるべく応答が大きい設定が望ましい。PR-SR共
振器の場合、PRMと SRMの間に ITMと BSによ
るMichelson干渉計が挟まった格好になっている。
ITM-BS間の距離が 2つの ITMでΔℓだけ異なる
と、中央のMichelson干渉計は反射率 cos（ωmΔℓ/
c）をもつ鏡のように振る舞い、PR-SR共振器は 3
枚の鏡による結合共振器となる。SRMに対する応
答を上げるためには、結合共振器が片方の SBに
とって critical couplingになるようにΔℓをチューン
すればよいことが分かっている。当初は aLIGOも
LCGTもそのようなデザインだったのだが、最近に
なって応答を多少犠牲にしてでも線形領域を広げる
という方針に変わった。SR共振器の制御の線形領
域を広げるということは、すなわち広帯域型 RSE
からデチューンド RSEへ制御系の変更だけで移行
できるということである。重力波のファーストデテ
クションは、存在が確実視されている中性子連星を
ターゲットにする予定で、RSEの帯域は中性子連
星に合わせて最適化される。しかしその後、パル
サーや超新星爆発などにターゲットを変更する場
合、広帯域型に変更したり、各々のターゲットに最

図 8： SRM制御の誤差信号（概念図）。赤は広帯域
RSEの場合で、デチューンが 0rad の点で誤差信
号が 0になる。緑はデチューンが 0.05rad 付近で
誤差信号が 0になる。青は線形領域が広く、誤差
信号にオフセットを加えれば広い範囲で動作させ
られる。
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適化したり、そのような自由度を残しておくことは
重要である。ITMや SRMの反射率は RSEの可変
性を加味して、総合的に最もよい組み合わせを選ん
で決定されているのである。

プロトタイプ実験

　LCGTに必要な技術は、プロトタイプ実験で確立
され、準備が整っている。SASは国立天文台の
TAMA300に組み込まれ、安定に動作している。低
温化による熱雑音軽減は神岡に建設された 100mの
干渉計 CLIOで確認された。RSEの動作は国立天
文台の 4mプロトタイプで確認され、伝達関数測定
により信号増幅も検証されている。海外でも日本人
が活躍しており、カリフォルニア工科大の 40mプ
ロトタイプで RSE関連の様々な実験が行なわれて
いる。輻射圧雑音や標準量子限界の観察は、いまだ
成されていないが、小型鏡を用いた実験が各地で行
なわれている。これらのプロトタイプ実験による知
見の蓄積と技術の向上により、大型検出器の成功が
もたらされるのである。

第三世代検出器への道

　第一世代検出器として、LIGO、Virgo、GEOを
比較してみると、デジタル制御を導入するなどして
細かな雑音を除去し、いち早くデザイン感度に到達
して、重力波検出器開発の中心的役割を果たしてい
る LIGOに対し、LIGOより遅れたが、第二世代で

も通用する大型の防振装置を開発して低周波の感度
を大きく改善した Virgo、LIGOや Virgoと異なる
戦略をとり、すでに SRMを導入している GEO、
とそれぞれが特徴をもっている。そして、aLIGO
や AdVirgoといった第二世代干渉計は、LIGOのデ
ジタル制御、Virgoの防振装置、GEOの SRM、と
第一世代の技術を結集した構造となっている。
LCGTはこれらと並び、第二世代重力波検出器に属
するが、低温化、地下建設、量子非破壊計測、など
第三世代検出器に期待される先進技術を盛り込んで
おり、第 2.5世代検出器であると言っても過言では
ない。LCGTは第三世代へ向けての架け橋としての
役割も期待されていると言えるだろう。
　では、第三世代に向けて解決しなければならない
点は何かというと、熱の問題である。LCGTはサ
ファイアの熱吸収が入射パワーを制限している。冷
却により熱雑音を下げることはできるが、入射パ
ワーが低いために散射雑音が大きい。第三世代検出
器計画 Einstein Telescope（ET）では、この問題を
解決するために、基材をサファイアではなくシリコ
ンにすることを提案している。シリコンは、これま
で重力波検出器で使われてきた波長 1064nmのレー
ザーを透過しないため、LCGTでの採用は検討され
ていなかったが、ETではシリコンの使用を念頭に
おいて、波長 1550nmの高出力レーザーの開発を始
めており、近い将来に 100Wクラスの光源が完成
すると見られている。シリコン基材の 1550nm光の
吸収はほぼゼロであり、熱吸収はコーティングによ
るものだけになる。ETではさらに帯域分割（Xylo-
phone型と呼ばれる）により熱問題の回避を検討し
ている。要するに 2台の検出器を用意し、片方は低
温干渉計でレーザーは低出力にして低周波の感度を
上げ、もう片方は常温で高出力にして高周波の感度
を上げるのに用いるのである。ちなみに、帯域分割
という考え方は、実は第二世代でも適用できる。高
周波の感度を他の検出器にまかせてしまえば、
LCGTは低周波でよりよい感度を実現することがで
きる。ファーストデテクションが成就すればそのよ
うな話も出てくるかもしれない。データだけでなく
ハードウェアの面での本格的な国際協力ということ
になるだろう。
　もう一つ、第三世代に向けて期待されている先進
技術は、スクイージングである。すでにドイツで重
力波観測帯域内での 12dBのスクイーズ生成に成功

図 9： 低温干渉計CLIO による熱雑音軽減実験。このグ
ラフは、常温での感度が熱雑音で制限されている
ことを示し、この後、低温化による熱雑音軽減が
確認された（結果は別論文に掲載予定）。
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しており、GEO-HFでは重力波検出器にスクイー
ズを入射してショットノイズを改善する実験が開始
されている。スクイーズはレーザー出力を上げずに
ショットノイズを改善するという点で、熱問題を回
避する手段の一つである。さらに、スクイーズ場を
共振器に入れ、適切な周波数依存性をつけてやるこ
とで、高周波ではショットノイズを、低周波では輻
射圧雑音を軽減するというアイデアがあり、ETで
はそれを採用する予定になっている。LCGTでも、
将来的にはスクイーズの導入を検討する可能性もあ
るだろう。

最後に

　本稿では、最先端研究基盤事業に採択された
LCGTの意義と今後の見通しを紹介した。干渉計技
術に関することをメインに執筆したが、設計など細
かい点は今後、時々刻々と変化していくと思われ
る。これまで参考文献は特に記載しなかったが、詳
細に関しては、LCGTレポート『大型低温重力波望
遠鏡（LCGT）計画─設計文書 第 3版─』（LCGT 
Collaboration, 2009/11/25）を参照にしてほしい。な
お、図 3は上記文献より借用した。
　本稿の執筆に際して、カリフォルニア工科大の山
本博章博士と大阪市立大の神田展行教授に多大なご
協力をいただいたので、感謝いたします。また、図
9は東京大学宇宙線研究所の内山隆助教に提供して
いただきました。感謝いたします。
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均等推進・ファミリー･フレンドリー施策と企業業績
── 施策が円滑に機能する条件とは？ ──⑴

長　江　　　亮

要　　旨
　本稿では、財務データを使用して、均等推進、ファミリー・フレンドリー施策と企業業績および経営者の
規律付け（コーポレート・ガバナンス）の関係を検証した。
　具体的には、均等推進、ファミリー・フレンドリー施策が優れているとして表彰を受けた企業のサンプル
を使用して、⑴それらの企業の受賞前 10 年間の長期株価リターンが同業他社と比較してどのような推移を
たどってきたか、⑵同時期にそれらにはどのような、株式所有構造が影響を与えていたのか、⑶受賞後には、
表彰企業の利潤にどのような株式所有構造が影響を与えていたのかを検証した。
　その結果、ファミリー・フレンドリー表彰企業は受賞前 10 年間の株価リターンは、同業他社と比較して
有意によく、同時期のROAには外国法人持ち株比率が有意な影響を与えていた。また、受賞後に均等推進
表彰企業では、コーポレート・ガバナンスの変化がおこり、業績も良好になっていった。反対に、ファミ
リー・フレンドリー表彰企業では、外国法人の影響力が弱体化していたため、2006 年には企業利潤が有意
にマイナスとなっていた。
　これらは、均等推進、ファミリー・フレンドリー施策と企業業績との間には、経営効率を高くするような
経営者の規律付け効果が機能していることを示している。
Keywords : Human resource management, Corporate Governance

Abstract
　This paper examined how family-friendly programs and equal-employment programs were related to Cor-
porate governance.
　The Ministry of Welfare and Labor has commended equal-employment companies and family-friendly com-
panies since 1999. First,using these samples,we found that the stock prices of the firms receiving the 
Corporation Award for the Family-Friendly had been high for ten years before receiving the commendation. 
At the same time,the foreign investors was giving the ROA of these firms the major impact. It is known that 
the foreign investors have strong power to the management of Japanese firms. Second, after the firms 
received the equal-employment commendation, its corporate governance had changed, and its performance 
became excellent, too. On the other hand,because the foreign investor's influence had weakened, the profit of 
awarded firms for the Family-Friendly have weakened in 2006. 
　These findings show that among the family-friendly programs and equal-employment programs, the Corpo-
rate governance raises the managerial efficiency.

Equal Employment, Work Family Measure and Corporate Performance 
― Does Corporate Governance Matter ?

Akira Nagae
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1.　はじめに

　女性の労働力参加を促進させるには何が必要なの
だろうか。日本では、女性の労働力参加を促進する
ために、いくつかの施策がとられている。その中心
的な施策として、男女の機会均等を目指した均等推
進施策と、仕事と家庭の両立を支援することを目的
としたファミリー・フレンドリー施策がある。しか
し、育児休暇が取れないために、出産を機に辞職す
る女性が多いという現実も根強く残っており、企業
側の取り組み不足により、施策の効果が不十分なこ
とも指摘されている（阿部・黒澤（2005）など）。
　上述の施策に企業が積極的に取り組むためには、
施策の導入が企業のメリットとなることを周知する
必要があろう。したがって、これまでは、これらの
施策と企業業績との関係を明らかにすることを目的
とした研究が行われてきた。それらの研究では、施
策の導入が企業業績を上昇させることを明らかにし
ている。しかし、施策の導入が、企業業績に結び付
くために、どのような要因が関わってくるかについ
ては十分に検証されてはいない。
　この点に関して、先行研究でしばしば指摘される
こととして、施策を導入すると女性の退職が少なく
なることが挙げられる。女性の退職がなくなれば、
代替要員の探索や訓練にかかる費用が節約されて、
効率的な経営ができるというものである（武石
（2006））。また、川口（2008）は、企業が効率的な
経営に着手する要因として、企業のステークホル
ダーが経営の効率化を強く求めることを挙げてい
る。そして、その代表的なステークホルダーとして
外国人を含めた機関投資家の存在を挙げ、機関投資
家重視の経営を行っている企業では、CSRといっ
た経営効率改善のための多面的な改革の一環とし
て、女性の活用を行っていることを、企業調査のア
ンケート・データを使用して明らかにしている。こ
のことは、均等推進施策やファミリー・フレンド
リー施策が企業業績を上昇させる要因として、コー
ポレート・ガバナンスによる経営効率の上昇が必要
であることを示していると考えられる。
　本稿では、財務データを用いて、均等推進、ファ
ミリー・フレンドリー施策とコーポレート・ガバナ
ンスが企業業績にどのように関係しているのかを明
らかにすることを目的とする。まず、均等推進、ファ
ミリー・フレンドリー施策が優れているとして表彰

を受けた受賞企業のサンプルを使用して、それらの
企業の長期の株価リターンを計測し、施策を導入し
ている企業の業績が優れていることを確認する。ま
た、同時期に、株式所有構造が投資家の指標となる
企業業績にどのように影響していたのかを確認し、
これらの企業に株主によるコーポレート・ガバナン
スが機能していることをみる。その後で、受賞後の
施策が拡充している企業の企業利潤と株式所有構造
との関係を検証して、先行研究で示された仮説が成
立することを確認し、女性の活用及び仕事と家庭の
両立支援施策が、コーポレート・ガバナンスの機能
を通じて、企業業績の向上につながることを明らか
にする。この意味で本稿は、川口（2008）と補完
的な関係にある。
　以下、2節では、先行研究をまとめて作業仮説を
提示する。3節では、サンプルとして使用する企業
属性である、均等推進、ファミリー・フレンドリー
推進企業表彰について解説し、女性を活用するため
の効率的な経営改革が必要とされるような業種の企
業が受賞していることを確認する。4節では、受賞
前の 10年間に受賞企業の長期的な株価リターン
が、非受賞企業と比較して有意な差があるか否かを
明らかにする手法を解説し、その検証結果を記述す
る。また、同時期において、株式所有構造が投資家
の着目する企業業績に与えた影響について検証す
る。5節では、受賞後に受賞企業の株式所有構造が
企業利潤に与えた影響を検証する。最後に 6節でま
とめる。

2.　先行研究と作業仮説

　日本で財務データを使用して女性の活用と企業業
績との関係を検証した研究によると、女性の活用と
企業業績との間には正の相関がある（児玉（2006），
佐野（2005），kawaguchi（2007））。これらの研究
では、女性の活用が企業業績を高めるのか、企業業
績が高い企業が、女性を活用しているかの因果関係
が未解決の問題となっていた。これに対して、阿
部・黒澤（2005）は、ニッセイ基礎研究所の「仕
事と生活の両立支援策と企業業績に関する調査」の
データを使用して、短時間勤務制度の導入、すなわ
ちファミリーフレンドリー施策が企業業績に正の効
果をもたらすことを示している。また、脇坂（2006）
でも同様な効果が示されている。しかし、施策の導
入が企業業績に結び付く要因はよくわかっていな
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い。阿部・黒澤（2005）は、それに関して、施策
と企業業績の関係を明らかにするためには、企業の
人材育成や人材活用のありかたを考慮する必要があ
ることを指摘する。この点に関して武石（2006）は、
女性を活用させるような施策が企業業績に影響する
に至るまでに、施策の導入が業務運営上の無駄をな
くして効率的にさせるという、業務運営効率化仮説
を提示している。
　これに加えて、女性の活用が企業業績に結び付く
までの経路として、施策が従業員の生産性を高める
という指摘がある。阿部（2005）は、均等推進、ファ
ミリーフレンドリー施策が生産性に与える影響を分
析した。そして、両施策の組合せが企業の生産性、
個人の生産性をともに高めることを明らかにしてい
る。そのうえで、ファミリーフレンドリー施策のみ
を行っている企業では、生産性の上昇は検出され
ず、女性労働者に対して偏見のある企業では、生産
性が低下する傾向があることも示している。これ
は、施策を導入しても企業内部の労働市場が効率的
でなければ、施策の導入が企業業績にまで結び付か
ないことを示している。
　本稿では効率性と企業業績との関係を考察すると
きに、コーポレート・ガバナンスに着目する。コー
ポレート・ガバナンスとは、さまざまな利害関係者
の利害を経営者の意思決定に反映するための仕組み
とされる（久保（2008））。本稿では特に機関投資
家の利害に着目する。機関投資家の利害が経営者の
意思決定に反映されれば、企業内部労働市場も効率
的になり、企業業績に結び付くことが期待される。
　これまで均等推進施策やファミリーフレンドリー
施策の研究において、コーポレート・ガバナンスと
の関係は着目されてこなかった。しかし、近年に
なって川口（2008）が、アンケート調査で得られ
たデータを用いて、株主のガバナンスが強く、多様
な経営改革に取り組んでいる企業ほど女性がより活
躍することを示している。また、直接金融比率の増
大、外国法人持ち株比率の上昇といった資産市場か
らの経営モニタリング圧力上昇は、経営者のモラル
ハザードを軽減させることにより、経営者と株主の
情報の非対称性を緩和し、よりよい経営環境に移行
していく可能性があること、それがポジティブ・ア
クションを介して女性の人材育成を高めることを指
摘している。
　このアンケートデータの長所は、企業内部労働市

場の詳細な変数があるため、詳細な分析ができるこ
とである。しかし、短所は、アンケートに答えた企
業のみを対象とせざるを得ないため、サンプルセレ
クションバイアスの影響があることや、主観的な回
答に頼っているために、validityと reliabilityが確保
できないことである。これらを解消するため、本稿
では、川口（2008）の提示した仮説を、財務デー
タを使用して検証する。
　以下では、「均等推進企業・ファミリーフレンド
リー企業表彰」を受けた企業をサンプルとして、同
企業の株価パフォーマンスが良好なことを確認す
る。そして、受賞時の株式所有構造を確認する。次
に、「均等推進・ファミリーフレンドリー企業表彰」
受賞後の企業業績と株式所有構造との関係を検証し
て、川口（2008）の仮説が成立していることを確
認する。

3. 　均等推進企業、ファミリー・フレンド
リー企業表彰制度

　男女雇用機会均等法は 1983年に制定され、1997
年に改正されている。この法律は男女間の雇用機会
の均等を目的とした施策であるが、労働力率、勤続
年数、時間当たり賃金などの数値を見ても、20年
間で若干の改善は見られるものの、大きく改善した
わけではない。国連の女性差別撤廃委員会
（CEDAW : Convention on the Elimination of All 
Forms of Discrimination against Women）は、女性
が仕事と家庭の両立に困難を抱えていることを問題
点として挙げている。このことは、育児介護休業法
とも強く関係する。この法律は、女性の育児と仕事
の両立を可能にするために 1991年から施行されて
いる。しかしながら、同制度を導入している企業は
2002年でも 61.4％にとどまっている。また、同制
度を導入している企業であっても、実際に利用され
ているかどうかということになると「職場の雰囲
気」によって利用しづらいという意見も根強く、出
産･育児に伴う女性の離職率は大きく減少してきて
はいない。
　このような制度の欠陥を補うために導入された制
度が、1999年から始まった「均等推進企業表彰制
度」と「ファミリー・フレンドリー推進企業表彰制
度」である。これらは男女の雇用機会均等化や、仕
事と家庭の両立支援の取り組みに熱心な企業を表彰
して、その規範的な取り組みを周知させることによ
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り、均等化や仕事と家庭の両立を促す狙いがある
（川口・長江（2003））。
　「均等推進企業表彰制度」と「ファミリー・フレ
ンドリー推進企業表彰制度」は、1999年から始まっ
たが、2007年度には両者が統合され、「均等・両立
推進企業表彰制度」となっている。本節では 1999
年から 2006年までに受賞した企業で、東京証券取
引所市場第一部に上場している企業（東証一部上場
企業）のうち、金融･保険業を取り除いた企業の特
徴を解説する⑵。
　表 1には、受賞企業の産業分布が、受賞企業全体、
均等推進表彰企業、ファミリーフレンドリー表彰企
業という順序で、それぞれその他の東証一部上場企
業の非受賞企業と共に掲載されている⑶。受賞企業
に含まれない業種を除外している点に注意された
い。
　除外された業種は、全体では農林･水産業、鉱業、
建設業、空運業、倉庫・運輸関連業、不動産、サー
ビス業である。均等推進では、非鉄金属、金属製品、
陸運行、海運業、情報通信業で、ファミリー・フレ
ンドリーでは、石油･石炭業、精密機器、卸売業で
ある。職種を考慮する必要性はあるものの、このよ
うな業種分布をみれば、そもそも女性の就労に不向
きな業種においては、均等推進表彰企業もファミ
リー・フレンドリー表彰企業も存在しないことがわ
かる。
　企業の経営効率を改善させるための人的資本管理
施策の改革は、労働者の潜在的な需要がきっかけと
なるはずである。それぞれの業種で就業する女性の

存在が、各企業の人的資本管理施策を効率的な方向
に改革する内生的な駆動力となった可能性が予想で
きる。
　表 2には、サンプルとして取り上げた企業の株式
市場での属性を、それぞれの比較対象グループと共
に掲載したものである。時価総額は株式市場におけ
る企業規模を表している。これを見ると、均等推進、
ファミリー･フレンドリー表彰企業のいずれも、か
なりの大企業であることがわかる。また PERや簿
価 /時価比率を見ると、受賞企業の 75パーセンタ
イルと 25パーセンタイルとの幅が、非受賞企業の
それに比べて小さいことから、受賞企業は経営指標
のばらつきが小さく比較的安定的な投資先となって
いたことが推測できる⑷。

4. 　均等推進、ファミリー・フレンドリー受
　賞企業の株価パフォーマンス

　受賞企業は、その業種の特性から、女性を活用す
る人事施策を取ることが、経営効率のより大きな上
昇をつながると見込まれるため、コーポレート・ガ
バナンスが働けば、経営者はその施策を積極的に導
入すると推測される。そこで、受賞企業における経
営効率の向上を確認するべく、企業のファンダメン
タルズの反映である長期的な株価の推移に注目し
て、第一に、受賞企業が受賞する前 10年間の、受
賞企業で構成されるポートフォリオの株価リターン
が、非受賞企業で構成されるポートフォリオの株価
リターンと比較して有意な差があるか否かを検証す
る。第二に、コーポレート・ガバナンスを表す主要

表 1.　均等推進・ファミリーフレンドリー表彰企業の産業分布
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な変数である株式持ち株比率に着目して、同時期に
どのような株主が、投資家の着目する代表的な企業
の業績指標である ROA（Return on Asset : 総資産利
益率）に影響してきたのかを確認する 。

4.1.　推定モデル
　まず、受賞企業の長期株価パフォーマンスを計測
する。長期の株価パフォーマンスを検証するには、
株式市場に存在するリスクをコントロールする必要
がある。ファイナンス分野におけるこれまでの研究
によれば、株式市場の収益率の推定には、市場全体
の要因（ベータ）、企業規模（時価総額（market 
capitalization））、簿価 /時価比率（Book-to-market 
ratio）、直近の株式市場収益率であるモメンタムの
4つのファクターが重要な説明変数とされているた
め、長期株価パフォーマンスを計測する本稿におい
ても、以下の 4ファクターモデルを使用する（Fama 
and French（1992），Carhart（1997））⑸。

ttt

ttt

UMDHML
SMBRMRFER

εββ
ββα

+×+×+
×+×+=

43

21
… ①

　ここ ERtでは、受賞企業と非受賞企業の 0 invest-
ment portfolio、RMRFtはマーケットリスクを表す。
また、SMBt、MHLtは Fama-French factors、UMDt

はモメンタムファクターを表している⑹。
　0 investment portfolioとは、非受賞企業で構成さ
れるポートフォリオを空売りして、受賞企業で構成
されるポートフォリオを買った状態を示している。
すなわちこの指標が、受賞企業の相対的な株価パ
フォーマンスを示すことになる⑺。
　表 3は推定に使用した変数の記述統計を示して
いる。対象とする企業は 1988年 5月から 2006年 9

月まで東証一部に上場している企業全社で、受賞企
業の含まれない産業は取り除いたものである⑻。

4.2.　推定結果
　まず、推定期間を 1989年 5月から 2006年 9月
までとした結果を記述する。表 4の上側が各株式に
等しいウェイトをおいたポートフォリオの推定結
果、下側が、各株式に 2ヶ月前の時価総額をウェイ
トとしておいた推定結果を示している。⑴⑷⑺列は
超過リターンの平均値の差、⑵⑸⑻列は CAPMモ
デル、⑶⑹⑼列は 4ファクターモデルの推定結果を
表している⑼。また、⑴⑵⑶列は均等推進受賞企業、
⑷⑸⑹列はファミリー・フレンドリー受賞企業、⑺
⑻⑼列は受賞全企業をそれぞれトリートメントグ
ループとした推定結果を表している。このモデルで
は、被説明変数が受賞企業の株式で構成されるポー
トフォリオの月次収益率から、非受賞企業の株式で
構成されるポートフォリオの月次収益率を引いたも
のであるため、興味のある変数はαである。これは
推定期間における受賞企業の、市場リスクを調整し
た長期的な株価パフォーマンスの差分を示してい
る。
　表を見てみると、全体、均等推進企業では影響が
見られないが、ファミリー・フレンドリー企業では
有意にプラスの影響が検出された。株式市場におけ
る企業属性と、本分析の推計期間における日本経済
は安定的でなかったことを考慮すると、施策導入の
そもそも困難な企業が、施策を導入・拡充してきた
とは考えにくい。また、ここで検証しているのは受
賞企業の長期的な株価パフォーマンスに鑑みると、
この推計結果から示唆されることは、両立支援施策
を導入して円滑に遂行している企業は、その施策が
円滑に機能しうる属性をすでに持っていたことであ

表 2.　均等推進・ファミリーフレンドリー表彰企業の株式市場の特徴
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る。先に検討したように、表彰企業の業種から見て
も、仕事と家庭の両立支援施策に対する内生的な潜
在的需要が強い企業が、両立支援施策を導入し、成
功したと考えられる。

　表彰企業の株価リターンを年次別に推定したのが
表 5である。これは、1999年から 2006年まで、そ
れぞれの年からさかのぼって 10年間、東証一部に
上場し続けていた企業を対象として、各年別での効

表 3.　株価パフォーマンスの分析の基本統計量

表 4.　1989年 5月から 2006年 9月における受賞企業と非受賞企業の長期株価パフォーマンスの差の検定

　　　　　　注 1：（　）内は標準誤差を表している。*は 10%で有意、**は 5%で有意、***は 1%で有意を表す。
　　　　　　注 2：R2（E）は Equal-weighted portfolioの決定係数、R2（V）は Value- weighted portfolioの決定係数を表す。

注：mrtは各株式の株式市場収益率、mktrfは RMRF=Rm-Rfを表している。
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果を検証した結果である⑽。表には、各年それぞれ
αの係数、標準誤差、決定係数の順序で掲載してい
る⑾。ファミリー・フレンドリー受賞企業で構成さ
れるポートフォリオの株価パフォーマンスは、
1999年と 2006年を除いて残りは全て有意に正の値
をとっている。

4.3.　表彰企業とコーポレートガバナンス
　次に、表彰までの期間にどのような株主属性が関
係していたのかを確認する。先行研究で示されてい
るように、施策の導入によって従業員の生産性が高
まったとしても、経営者が女性従業員の人的資本の
蓄積を阻害しないという意味で、経営効率が悪けれ
ば企業業績には結び付かない（阿部（2005））。均
等推進、ファミリー・フレンドリー施策と企業業績
との関係を明らかにするためには、経営効率という
要因を考慮する必要がある。経営効率を上昇させる
要因として挙げられることは、経営者の規律付け、
すなわちコーポレート・ガバナンスである。これは、
企業業績に対して、女性の活用や仕事と家庭の両立
支援施策とコーポレート・ガバナンスとの間には補
完関係が存在することを示唆している。本節では、
コーポレート・ガバナンスを代表する株式持ち株比
率が、投資家が投資先企業を判断する時に主要な指
標となっている ROAにどのような影響を与えてい
るのかを検証する。

　推定モデルは、被説明変数として ROA、説明変
数にはコントロール変数として総資産（対数値）、
負債比率（総負債 /総資産）、従業員数（対数値）、
従業員数の二乗（対数値）、操業年数（対数値）、操
業年数の二乗（対数値）を用いる⑿。株式持ち株比
率には、上位十大持ち株比率、金融機関持ち株比率、
投資信託持ち株比率、証券会社持ち株比率、その他
法人持ち株比率、外国法人持ち株比率を日経メディ
アマーケティング会社『NEEDS-FAME』から用い
た。表 6に記述統計を示す⒀。
　推定法は固定効果推定であり、推定結果を表 7に
示す。表の⑴⑵⑶列は全体の結果、⑷⑸⑹列は均等
推進表彰企業、⑺⑻⑼列はファミリー・フレンド
リー表彰企業の結果を示している。表を見ると、均
等推進表彰企業については金融機関持ち株比率、外
国法人持ち株比率が ROAに対して有意な影響を与
えている。また、ファミリー・フレンドリー表彰企
業については、外国法人持ち株比率が有意な影響を
与えている。
　コーポレート・ガバナンスの研究では、外国株主
はとりわけ強い影響力を持つことが指摘されている
（宮島・黒木（2004）など）。外国法人の規律付けは、
国内金融機関との関係が強いか、企業グループに属
している企業は、それらの影響力が強く、外国人株
主の影響力拡大に抵抗するために、彼らの影響力は
小さくなることが明らかにされている（野田

　　　注 1：（　）内は標準誤差を表している。*は 10%で有意、**は 5%で有意、***は 1%で有意を表す。
　　　注 2：各年の第三列目は決定係数を表している。

表 5．年次株価パフォーマンスの推定結果
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表 6.　1989年から 1998年までの企業業績とガバナンスとの関係の分析における記述統計

注 1 ：各変数に欠損値があるサンプルは除外している。企業数は全体では 849社、均等推進では 746社、ファミリー・フレンド
リーでは 753社となっている。

表 7.　ガバナンス構造と企業業績の関係 (1989-1998)

注 1：（　）内は標準誤差を表している。*は 10%で有意、**は 5%で有意、***は 1%で有意を表す。
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（2008）、Ahmadjan and Robbins（2005））。よって、
外国法人による規律付けは経営効率を上昇させてい
るが、均等推進企業ではメインバンクによる規律付
けが外国法人による規律付けを小さくしているた
め、企業業績が同業他社と比較して有意な差がない
と解釈できる。

5. 　均等推進、ファミリー・フレンドリー受
　賞企業と企業業績

　最後に、受賞後における受賞企業の株式所有構造
と企業利潤との関係を明らかにする。1990年代に、
日本のコーポレート・ガバナンス構造は大きく変容
してきたといわれる。先に述べたように、ポジティ
ブ・アクションや仕事と家庭の両立支援施策とコー
ポレート・ガバナンスとの間に補完関係があるとす
れば、受賞企業のコーポレート・ガバナンス及び企
業業績との関係にも影響が生じている可能性が高い
ことになる。

5.1.　均等推進、ファミリー･フレンドリー受賞企
業の特徴
　本節では 1989年から 2006年に東証一部に上場
する受賞企業と非受賞企業の 1998年から 2006年
のパネルデータを使用して、受賞企業の株式所有構
造が企業利潤にどのような影響を与えているのかを
検証する。仮に、本稿の仮説が正しければ、均等推
進表彰企業やファミリー・フレンドリー表彰企業と
企業業績との関係には、株主所有構造で測ったコー
ポレート・ガバナンスの構造が影響を及ぼしている

はずである。
　まず、受賞企業の株主所有で見た属性を確認しよ
う。図 1は均等推進、ファミリー・フレンドリー表
彰企業と、そのコントロールグループとして、それ
ぞれの受賞企業と同業種で東証一部に上場している
企業の上位十大持ち株比率の推移をグラフにしたも
のである。どちらも全体と比較して低いが、均等推
進表彰企業では全体のトレンドとの乖離が激しく、
株式所有構造で見た企業属性が大きく変化している
ことがわかる。他方で、ファミリー・フレンドリー
表彰企業は、全体のトレンドとさほど変わらず安定
的である。
　それでは株式の保有構成比率はどのように推移し
ているだろうか。図 3~6は、表彰企業とそのコン
トロールグループの株式所有構造を、特に銀行･証
券と外国法人・その他法人に焦点を当てて図示した
ものである⒁。
　これを見ると、均等推進企業では、銀行持ち株比
率が高いのが特徴である。他方で、ファミリー・フ
レンドリー表彰企業で、銀行持ち株比率の下落トレ
ンドは、コントロールグループとさほど変わらな
い。
　次に直接金融比率を見る。図 7は均等推進、図 8
はファミリー・フレンドリー表彰企業をトリートメ
ントグループとした直接金融比率の推移である。こ
れらを見てみると、両者が大きく異なることが分か
る。均等推進企業では、直接金融比率がコントロー
ルグループと比較して大きく変動しており、下回っ
ている。しかしながらファミリー・フレンドリー表

注： treatmentは均等推進表彰企業、controlは東京証券取引所一部上場企業の均等推進表彰企業と同一産業で非受賞企業の平均
値である。

図 1.　均等推進表彰企業の十大持ち株比率の推移
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注： treatmentはファミリーフレンドリー表彰企業、controlは東京証券取引所一部上場企業の均等推進表彰企業と同一産業で非
受賞企業の平均値である。

図 2.　ファミリーフレンドリー表彰企業の十大持ち株比率の推移
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図 3.　均等推進表彰企業
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株比率を表す。

図 3－ 6.　持ち株比率の推移

図 4.　均等推進表彰企業のコントロールグループ
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図 5.　ファミリーフレンドリー表彰企業
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図 6.　ファミリーフレンドリー表彰企業のコントロールグループ
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注： treatmentは均等推進表彰企業、controlは東京証券取引所一部上場企業の均等推進表彰企業と同一産業で非受賞企業の平均
値である。

図 7.　均等推進表彰企業とそのコントロールグループの直接金融比率の推移
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彰企業では上回っている。
　直接金融比率が高い企業は、株式市場から強くモ
ニターされる。これは、外国法人が経営者を規律付
けていたことも強く影響していると考えられる。こ
のようなケースでは、経営者と株主の間の情報の非
対称性は緩和され、経営効率は改善する。2005～
2006年にかけて、コントロールグループよりも急
激に低くなっていることには注意する必要がある。
しかし、それ以前のファミリー・フレンドリー表彰
企業では、外国人持ち株比率が多く、直接金融比率
の高いような特性を持った企業であるため、株価パ
フォーマンスが良好であった可能性が高かったと解
釈できる。

5.2.　均等推進、ファミリー･フレンドリー受賞企
業の企業業績とガバナンス構造
　この節では、均等推進、ファミリー・フレンドリー
企業の企業業績が表彰後どのように推移しているの
か、またそれは株式保有構造とどのような関係があ
るのかを検証する。使用するモデルは、以下のモデ
ルである。

itkkitjjitttit uyearawardy +++×⋅+= ϑβα zγx

　　　　　　　　　　　　　　　
… ②

　ここで yitは、t期、i企業の営業利益率を表す⒂。
awardtは t年における受賞ダミー変数を表し、受賞
していれば 1、受賞していなければ 0を取る。また
yeartは年次ダミー変数を表す。基準とする年次は

1998年である。xはコントロール変数を表し、資
本売上比率（資本÷売上）、売上負債比率（負債÷
売上）、従業員数（対数値）、従業員数の二乗（対数
値）、従業員平均年齢（対数値）、従業員平均年齢の
二乗（対数値）、創業年数（対数値）、創業年数の二
乗（対数値）、年次ダミー変数を使用している⒃。z

はガバナンス変数を表し、t－ 1期から t期の①直
接金融比率、②十大持ち株比率、③金融機関持ち株
比率、証券会社持ち株比率、外国法人等持ち株比率、
個人その他持ち株比率のそれぞれの差分を順次使用
した。これらのデータは東洋経済新報社『会社財務
カルテ 2008年度版』と日経メディアマーケティン
グ会社『NEEDS-FAME』より得て作成した。

5.3.　企業表彰と企業業績
　サンプルは、受賞企業の存在しない産業を除いた
1998年から 2006年の間に東証一部に上場していた
企業全社である。表 8に記述統計を記載した。
　推定手法は、固定効果推定であり、推定結果を表
9に示す。⑴⑵⑶列は受賞企業全体、⑷⑸⑹列は均
等推進受賞企業、⑺⑻⑼列はファミリー・フレンド
リー受賞企業の推計結果である。
　まず、年次ダミーと表彰企業ダミーの交差項で企
業業績の変動をとらえる。均等推進企業では 10大
持ち株比率および直接金融比率を説明変数に加えた
場合は 2005年以降に、個別の持ち株比率を説明変
数に加えた場合は 2006年に正の効果が検出され
た。反対に、ファミリー・フレンドリー受賞企業に

注： treatmentはファミリーフレンドリー表彰企業、controlは東京証券取引所一部上場企業の均等推進表彰企業と同一産業で非
受賞企業の平均値である。

図 8.　ファミリーフレンドリー表彰企業とそのコントロールグループの直接金融比率の推移
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は、いずれのケースでも 2006年に有意なマイナス
の影響が検出された。次にガバナンス変数を見てみ
ると、均等推進企業では十大持ち株比率の差、その
他法人持ち株比率の差、外国法人持ち株比率の差が
正の影響を与えている。ファミリー・フレンドリー
企業で有意な影響を持つ変数はない。
　5.1節で、その他法人持ち株比率が減少傾向に
あったことから、これらの規律付けは減少したが、
反対に十大持ち株比率、外国法人持ち株比率は増加
傾向にあった。したがって、検証された係数は、外
国法人による規律付け効果が上昇していることを示
唆している⒄。これに加えて、受賞期後半で受賞企
業の利潤が同業他社と比較して有意に上昇したこと
が検証された。これらをまとめて解釈すると、外国
人株主の規律付けの圧力増大が、企業利潤の上昇を
もたらしたと解釈できる。均等推進企業にこのよう
な効果が観察され、2005、2006年には業績も有意
に正の効果が検出されたことは、川口（2008）の
仮説、すなわち「株主重視の経営改革は、ポジティ
ブ・アクションを介して女性の人材育成を促進して
いる」と言う主張と整合的である。
　また、ファミリー・フレンドリー企業では、ガバ
ナンス変数に有意な影響はなく、5.1節では 2005
年から 2006年にかけて直接金融比率が急落する現
象が観察された。さらに、4章でも 2006年には有
意にマイナスとなっているため、以前は有効に機能

していた外国法人の規律付けが弱体化したことが示
唆される。

5.　分析のまとめ

　本稿では、ファミリー・フレンドリー、均等推進
施策とコーポレート・ガバナンスおよび企業業績と
の関係を議論した。具体的には、財務データを使用
して、均等推進、ファミリー・フレンドリー施策は、
コーポレート・ガバナンスの機能を通じて企業業績
に結び付く、という作業仮説が成立するか否かを検
討した。
　得られた結果をまとめてみよう。均等推進企業の
受賞前 10年間の株価リターンは非受賞企業と比較
して有意な差は検出されない。均等推進企業の
ROAには、外国法人、金融機関持ち株比率の双方
が影響して、企業業績に影響が出なかった。外国法
人による規律付けは、メインバンクによる規律付け
が強い場合は、その効果が減少することを確認し
た。また、ファミリー・フレンドリー受賞企業の受
賞前 10年間の株価リターンは、非受賞企業と比較
して高いパフォーマンスを示していた。これらの企
業の ROAには、外国法人持ち株比率が有意な影響
を及ぼしていた。したがって、仕事と家庭の両立支
援施策が円滑に機能している企業は、女性の活用が
企業の生産性を高めるような企業属性をそもそも
もっており、施策導入により経営効率がさらに向上

表 8．均等推進、ファミリーフレンドリー施策と企業業績の関係の分析の記述統計

注 1 ：各変数に欠損値があるサンプルは取り除いている。企業数は全体では 860社、均等推進では 745社、ファミリー・フレン
ドリーでは 764社となっている。
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表 9.　均等推進、ファミリーフレンドリー施策表彰企業の業績との関係

注 1 ：（　）内は標準誤差を表している。*は 10%で有意、**は 5%で有意、***は 1%で有意を表す。
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することから、企業業績が高くなることが分かっ
た。
　次に、受賞企業の受賞後の企業業績はどのように
変化しているか、コーポレート・ガバナンスを表す
株式持ち株比率の期から期の差分がどのように影響
しているのかを分析した。その結果、ファミリー・
フレンドリー表彰企業はいずれの規律付け効果も検
出されず、2006年の利潤は有意にマイナスの値を
とっていた。これは、ファミリー・フレンドリー表
彰企業で 1998年以前までは機能していた外国法人
の規律付け効果が弱体化しており、経営効率が悪化
している可能性を示している。反対に、均等推進企
業では、コーポレート・ガバナンスの変化が起こり、
株主重視の経営改革が行われた可能性が高く、受賞
企業は受賞数年後には同業他社と比較して統計的に
有意に高い業績を上げていることから、株主よりの
経営改革がポジティブ・アクション施策を介して女
性の人材育成を促進し、企業業績の上昇に結びつい
た可能性があるという、川口（2008）の仮説が成
立していることを財務データを使用して検証でき
た。
　先行研究によれば、均等推進、ファミリー・フレ
ンドリー施策の導入は、従業員と企業の生産性を上
昇させる。これに加えて、本稿の分析は、女性の活
用や仕事と家庭の両立支援施策が、コーポレート・
ガバナンス、すなわち、経営者の規律付けという要
因を通じて企業業績に結び付くことを明らかにして
いる。
　本稿に残された課題としては、別のコーポレー
ト・ガバナンスを表す変数を収集・作成して分析を
行うことが上げられよう。また、施策の導入が企業
業績を高めるのか、企業業績が良いから施策を導入
するかの因果関係を厳密に識別することもあげられ
る。

補論⒅

　Fama and French（1992）は、資産価格評価モデ
ル（CAPM）がクロスセクションの株式収益率のパ
ターンを説明できないことを強調し、代替的なモデ
ルとして、通常のマーケット・モデルに HMLファ
クターと SMBファクターという 2つのファクター
を追加したモデルを提案した。彼らの手順をまとめ
ると次の通りである：各年 6月の企業の規模によっ

て個別銘柄をソートし、ちょうど中位点で小型株
ポートフォリオ（Small）と大型ポートフォリオ
（Big）に分類する。同じように、各銘柄の簿価 /株
価比率（Book to Market）によってもデータをソー
トし、簿価 /株価比率の下位 30％を low、真ん中の
40％を medium、上位 30％を highと分類する。こ
のような 2つのソート方法によって、2× 3=合計
6個のポートフォリオ（S/L,S/M,S/H,B/L,B/M,B/H）
が作成される。
　SMB（Small-minus-Big）ファクターは、企業規
模の小さい 3つのポートフォリオ（S/L,S/M,S/H）
のリターン単純平均から、大きい 3つのポートフォ
リオ（B/L,B/M,B/H）のリターンの単純平均を引い
たものである。同じように HML（High-minus-Low）
ファクターは、簿価 /株価比率の高い銘柄のポート
フォリオ（S/H,B/H）のリターンから、低い銘柄の
ポートフォリオ（S/L,B/L）を引いたものである。
　通常のマーケット指数に加え、HMLファクター
と SMBファクターをリスクファクターとして用い
た３つのファクター･モデルを俗に Fama-Frenchモ
デルと呼び、Fama and French（1992）以降、資産
価格パフォーマンスを検討するにあたって重要なベ
ンチマークとして認識されている。ただし、Fama-
Frenchに対して、HMLファクターと SMBファク
ターを導入することに理論的根拠がなく、ファク
ターの選択が恣意的であるとの重要な批判もある。
しかし、これらのリスクは存在するというコンセン
サスが得られているため、本稿でも使用している。

本稿のデータは『Nikkei Needs Financial Quest』よ
り得ている。
SMB： 小型株ポートフォリオと大型株ポートフォリ

オの投資収益率の差
　　　 ≡（1/2）×（Small Value＋ Small Growth） 

－（1/2）×（Big Value＋ Big Growth）
HML： 高 B/Mポートフォリオと低 B/Mポートフォ

リオの投資収益率の差
　　　 ≡（1/2）×（Small Value＋ Big Value）－

（1/2）×（Small Growth＋ Big Growth）
Value、Growthインデックスは日経スタイルイン
デックスを使用した⒆。
UMD：Carhart（1997）に従う；受賞各時点（1999
年 5月から 2006年 9月）に東証一部に上場してい
た企業で受賞時点からさかのぼって過去 11年間上
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場している企業の月次株価収益率を導出し、t-12期
から t-2期までの収益率をそれぞれ求める。これを
各時点毎に収益率の高い株式上位 30％の平均値か
ら低い株式下位 30％の平均値を引いて算出。

注
⑴　本稿の作成にあたり、脇坂明先生（学習院大学）、水谷
徳子先生（大阪大学）、2008年度関西労働研究会夏合宿参
加者各氏より有益なコメントをいただいた。ここに記し
て感謝したい。言うまでもなく、本稿における誤りはす
べて筆者の責任である。
⑵　金融･保険業を取り除いた理由は、本稿では財務データ
を使用した分析を行うことと、本稿で扱う時期には、金
融業、特に銀行の株価は正常でなかったためである。
⑶　本稿では、産業は証券コード協議会の 33業種区分に
従っている。
⑷　PERは株価を一株辺り利益で除したもので、株価が一
株当たり利益の何倍まで買われているのかを示す。PER
が高いほど、利益に比べて株価が割高であることを示し、
逆に低いほど、株価が相対的に低いことを示す。また、
簿価 /時価比率（Book-to-Market ratio）は、企業の総資産
価額（book value）と株式の時価総額（market value）の
比率を表す。これが大きいと、市場はその企業を過小評
価しており、株価が割安なことを示す。
⑸　それぞれの変数の作成方法については補論 1に記述し
た。また、SMB変数、HML変数の作成に当たり日経ス
タイルインデックスのデータを使用しているが、ロバス
トネスチェックのために大和 DSI、ラッセル野村が提供
しているインデックスも使用して、両変数を作成した。
日経スタイルインデックスを採択した理由は、本稿で使
用した株価の変数の出所が『NIKKEY NEEDS FINAN-
CIAL QUEST』であったこと、4ファクターモデルにおい
て最も決定係数が高かったこと、という二つの理由であ
る。
⑹　conをコントロールグループ、treをトリートメントグ
ループとすると、ERt≡ R─tre－ R─conで定義され、受賞企業
と非受賞企業の 0 investment portfolioは、二つのグループ
の平均市場収益率の差で表される。また、Rt

mはマーケッ
トポートフォリオの市場収益率、Rt

fはリスクフリーレー
トの市場収益率を表し、RMRFt≡ Rt

m－Rtf で定義される。
なお、マーケットポートフォリオの代理変数としては
TOPIX（東証株価指数）、リスクフリーレートとしては
コールレートを使用している。
⑺　両施策が企業業績に与える影響を推定したい場合、施
策導入のタイミングを見極めることが必要とされる。だ
が、均等推進、両立支援施策の導入・定着には時間がか
かる上に、施策の種類もまちまちであり、これらを厳密
に検証するためには財務データだけでは不可能である。
本稿で検証したいことは、表彰されるような企業がどの
ようなファンダメンタルズを持つかということである。
したがって、受賞企業について 1999年から 2006年まで
に表彰された企業をひとまとめにしてトリートメントグ
ループとしていることに注意されたい。
⑻　各年によって新規上場、廃止があるが、本稿では基本
的には次に述べるルールに従って、サンプルを選択して

いる。① 1999~2006年に東証一部に上場していた企業で
受賞月（均等推進は 5月、ファミリー・フレンドリーは
9,10月）から 11年（モメンタムファクター導出のため 1
年多く取る）さかのぼる間、東証一部に上場し続けてい
る企業、② 1988年 5月から 2006年 9月まで東証一部に
上場し続けている企業、の二つのルールに従って選択し
た。年次効果の推定はルール①からサンプルを選択し、
全体での効果の推定はルール②からサンプルを選択して
いる。

⑼　①式からモメンタム効果を取り除いたモデルは Fama-
French model（CAPM model）と呼ばれる。（補論参照）。
日本で 4ファクターモデルを使用した研究は筆者の知る
限り見かけない。この事実は、日本の株式市場ではモメ
ンタムの要素は重要でないことを表しているおそれがあ
るため、Fama-French modelの検証も行っているが、結果
に変わりはない。

⑽　この分析では 1999年から 2006年までに受賞した企業
をプールして、一まとめにトリートメントグループとし
て扱っている。従って、以下の分析ではトリートメント
グループの企業数に大差はないものの、コントロールグ
ループの数は隔年によって若干変動する。

⑾　ここに掲載してあるのはいずれも 4ファクターモデル
のαのみである。

⑿　これらの変数は、宮島他（2004）を参照している。
⒀　株式保有比率（各株主の持ち株数÷総発行済株式数）、
及び財務データには欠損値が多く含まれる。従って、こ
こで使用するサンプル及び次節で使用するサンプルは、
推定に必要とされる変数に欠損値のあるサンプルをすべ
て取り除いたものである。

⒁　ここでコントロールグループとは、東京証券取引所一
部に上場する企業で受賞企業と同じ業種の企業群を表す。

⒂　営業利益率には（売上高－（売上原価 +販売・一般管
理費））／売上高を使用した。
⒃　この変数選択は、マーケットモデルの検証で使われる
変数を選択している。マーケットモデルとは、Becker
（1972）の使用者差別仮説を検証する目的で Hellerstein et 
al.（2002）で開発されたものである。日本では上述した
佐野（2005）,　kawaguchi（2006）が使用している。
⒄　10大持ち株比率については 2005、2006年については
減少しているため、注意を必要とするが、全体的に見て
上昇していることから、本文の解釈は間違っていない。

⒅　この解説は祝迫（2003）をベースにして作成した解説
である。

⒆　Value株とは割安な株を表し、日経スタイルインデック
スでは「連結 PBRで昇順で並べ、上位三分の一を大型バ
リュー銘柄群とし、･･･」としている。また Growth株と
は成長株を表し、日経スタイルインデックスでは「連結
ＲＯＥ３年平均で降順に並べ、上位二分の一を大型グロー
ス銘柄群とし、･･･」としている。本稿で使用している変
数は『Nikkei Needs Financial Quest』で提供されている
データであるため簿価 /株価比率は二区分である。Fama-
French（1992）の作成法とは異なることに注意されたい。
尚、本来なら上記手続きを踏むのが標準的であるが、本
稿の指標を使用しても、区分が若干異なるのみで、結果
として大きな差が出てくるとは考えにくいこと。ロバス
トネスチェックとして大和、ラッセル野村が作成してい
る類似の代理変数も作製･使用して推定を行っているが、
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結果に大差はなく、最も決定係数が高いのは、日経のデー
タであったため、この変数を使用した。
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アーカイヴとしてのコーラ
── 総主教アタナシオス書簡集（Codex Vaticanus Graecus 2219）の場を求めて ──

橋　川　裕　之

要　　旨
　本稿の目的は、コンスタンティノープル総主教アタナシオス 1世（在位 1289-93年、1303-9年）の主要
写本であるヴァティカン写本（Codex Vaticanus Graecus 2219）に深く関係した場所を、14世紀のビザンティ
ン社会の内に突き止めることである。アタナシオスはビザンティン末期の教会と社会のラディカルな改革者
としてのみならず、精力的な書簡の書き手としても知られる。ヴァティカン写本はそのアタナシオスの書簡
集としての性格を有する写本群のうち、もっとも多くの書簡を収録し、もっとも早くに成立したと推測され、
彼の書簡のみから構成される写本としては唯一のものである。本稿はテオドロス・メトヒティスやニキフォ
ロス・グリゴラスといった 14世紀の著名な知識人の残した記述資料の分析にもとづき、ヴァティカン写本
は 1310年代半ばないし後半、ときの皇帝アンドロニコス 2世（統治 1282-1328年）の側近メトヒティスの
手で大々的に修復されたコーラ修道院のアーカイヴを構成する一資料として制作された、という新説を提示
する。

Abstract
　This article aims to determine in fourteenth-century Byzantine society the place or location which was closely 
related to Codex Vaticanus Graecus 2219, the extant principle manuscript of the letter collection of Patriarch 
Athanasios I of Constantinople (1289–93, 1303–9). Athanasios is known not only as an idiosyncratic reformer of 
Byzantine church and society but also as an energetic letter writer. It is assumed that the manuscript, which con-
tains the largest number of letters among those that can be categorized into his letter collections, was created 
initially from the archetype and is a unique one that consists only of his works̶mostly letters and some sermons. 
Based on a reading of the writings of such leading intellectuals of the fourteenth century as Theodoros Metochites 
and Nikephoros Gregoras, this article concludes that Codex Vaticanus Graecus 2219 was created by a scribal cir-
cle of Constantinople in the mid- or late 1310s to comprise an archive that Theodoros Metochites, the then prime 
minister of Emperor Andronikos II Palaiologos (1282–1328), could attach to his renowned and magnificent 
library of the Chora monastery (present-day Kariye Museum). Metochites completed the restoration of the monas-
tery in 1321, decorating the church with fine mosaics and frescos.

The Chora as an Archive: In Search of the Place of Codex Vaticanus Graecus 2219

Hiroyuki HASHIKAWA



36

早稲田大学高等研究所紀要　第 3号

はじめに

　とあるギリシャ語写本の表題にはこうある。「我
らの聖なる父コンスタンティノープル総主教アタナ
シオスの、皇帝およびその他の人々に宛てられた、
その大いなる神的熱意を顕示する諸書簡」⑴。
　13世紀末から 14世紀初頭にかけて、アタナシオ
スという名の一人の修道士が二度にわたってコンス
タンティノープル総主教に就任し、ビザンティン帝
国の教会と社会全体を対象とする、ラディカルかつ
特異な改革を推進した。トラキア地方の都市アドリ
アノープル出身のこの人は、今日、コンスタンティ
ノープル総主教アタナシオス 1世と呼ばれている
（在位 1289-93、1303-9年）⑵。彼がありきたりとは
いいがたい総主教であったことは、彼に関する種々
の記録や伝承から明らかである。彼は総主教に就任
すると同時に、不正あるいは不適と彼がみなした教
会の問題を徹底的に改善する姿勢を示し、ときのア
レクサンドリア総主教を始めとする有力主教や、コ
ンスタンティノープルの大教会（聖ソフィア教会）
に勤務する高位聖職者や、アルセニオス派と呼ばれ
る教会分派勢力とも激しく対立した⑶。彼はその死
後も一定の影響力を保ち、14世紀の半ばには公的
なプロセスを経て正教聖人に認定され⑷、同世紀に
活躍した高名な神学者グリゴリオス・パラマスから
は神秘霊性ヘシカズムの先駆者の一人として好意的
に言及されている⑸。
　本稿にかかわるのは彼の改革とは別の特徴、すな
わち、彼がビザンティンの歴代総主教の中でも、ひ
ときわ精力的な書簡の書き手であったことである。
彼が総主教となる以前に書簡をどの程度書いていた
のかは、その時期に由来する書簡が一通も確認され
ておらず、アタナシオス自身の証言もないため、明
らかではないが、彼が 1289年に総主教となって以
降書き綴った書簡は約 180通が現存しており、こ
の点から、彼が書簡の執筆と送付を重んじた教会人
であったことがわかる。書簡は当時の政治エリート
層や教養人の間では意思伝達や情報交換のためにご
く普通に使用されたメディアであり、他の総主教も
まとまった史料として現存していないだけで、実際
には多くの書簡を書いていた可能性もなくはない。
しかし 1259年から 1453年までのいわゆるパレオ
ロゴス朝期に総主教を務めた人物のうち、アタナシ
オスのそれと同等規模の書簡集が伝わるのは、アタ

ナシオスの前任者、キプロスのグリゴリオス 2世
（1283-89年）のみという事実から、アタナシオス
がグリゴリオスとともにパレオロゴス朝期の総主教
としては特別な書簡作者であったことが確認され
る。
　筆者自身を含め、これまでアタナシオスに関心を
寄せた研究者が主として注目したのは書簡の宛て先
と内容である。というのも、それらはアタナシオス
の生と行いについての、とりわけ彼が総主教として
抱いた理想とその実現に向けた試みについての直接
的な証拠となるからである。現存する書簡の概観か
ら直ちに浮かび上がるのは、彼が、彼を総主教に選
んだ皇帝アンドロニコス 2世（統治 1282-1328年）
やその他の皇族、聖職者、修道士らに説諭的あるい
は嘆願的な内容の書簡を次々と送り、ビザンティン
教会の長として、また、禁欲と敬虔をとりわけ重視
する修道士として、危機に瀕した帝国社会に平和と
秩序を回復させるために、並外れた労力を費やして
いたことである⑹。アタナシオスの書簡は全体的に
切迫してしばしば辛辣な内容、簡明ではないが直截
な文体、宗教色の強さを顕著な特徴としており、知
的生活と交友の実態を高度にレトリカルな文体で伝
えるビザンティン知識人層の一般的な書簡とは大き
く異なる⑺。
　本稿で取り上げるのは、冒頭で表題を引用したア
タナシオスの主要書簡写本、現在はヴァティカン教
皇庁図書館（Biblioteca Apostolica Vaticana）に所蔵
されているヴァティカン・ギリシャ語写本 2219番
（Codex Vaticanus Graecus 2219；以下、ヴァティカ
ン写本と略）⑻である（図 1）。この写本は、アタナ
シオスの複数の書簡を含む、つまり彼の書簡集とし
ての性格を有する写本群のうち、もっとも多くの書
簡を収録し、もっとも早くに成立したと推測され、
彼の書簡のみから構成される写本としては唯一のも
のである。この写本に深く関係した場所を、14世
紀のビザンティン社会の中に突き止めることが本稿
の目的である。
　中世の写本あるいは書物の場所に関する問題は、
大雑把にいえば、以下の三つのカテゴリーに分類可
能であろう。すなわち、制作の場所、利用の場所、
保管と獲得の場所である。写本は利用される物体で
ある以上、どこかで制作されねばならないし、制作
された物体としての写本はどこかで利用されねばな
らない。制作の場所と利用の場所をつなぐのが、保
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管と獲得の場所である。利用に先立ってそれは獲得
されねばならないし、継続的な利用が想定される場
合、それはどこかに保管されねばならない。書物を
取り巻く状況は、15世紀のグーテンベルクの発明
の以前と以後で大きく異なる。よく知られているよ
うに、グーテンベルクによる活版印刷術の発明は、
書物の大量生産と広範な流通を可能にしたが、それ
以前の書物はすべて写字生の手作業によって制作さ
れており、一冊の制作に要する労力とコストの関係
から、社会でのその流通は限定的であった。
　ビザンティン社会の書物取引について、W・ヘー
ランダーは次のように述べている。「古書および稀
覯本には若干のマーケットが存在したが、新本はつ
ねに、注文者である私的図書館のため、もしくは公
的ないし教会の施設の図書館のため、注文を受けて
制作された。〈中略〉書物を獲得したり蒐集したり
するのは施設とごくわずかな富裕な個人の特権で
あった。高値のせいで、知識人らは購入を通じては
その書物への需要を満たすことはほとんどできず、
結果として、学者たちはしばしば本を貸し借りし、
それらを個人的に書写した」⑼。このような活版印
刷術の発明以前の状況を考慮に入れれば、ビザン
ティン社会において、人が新本を専門の店舗で購入
するという慣行はまず存在しなかったはずであり、
少なくとも、書物の制作とその利用との関係は現代
よりも格段に密なものであった。写本（より正確に
は冊子本／コーデックス）は中世における一般的な
書物の形態であり、保管と利用の一般的な場所は同
一の生活空間、住居であった。写本を入手した人が
私人の場合、それは自宅であり、修道士の場合は彼
が単独で、あるいは他の修道士とともに暮らす修道
院であった。写本は通常、そうした住居の中の図書
室かそれに準じる空間で保管された。写本の制作の
場所はすでに述べたような制作の物理的条件から、
保存と利用の場所ほどの広がりは持たず、技術と資
金に不自由しない公的施設か修道院に限定されたで
あろう。豪華な挿絵写本の制作で有名なストゥディ
オスの聖プロドロモス修道院⑽のような一部の施設
には、図書室とは別個の作業スペース（写字室／ス
クリプトリウムおよび挿絵工房／アトリエ）が設置
されていたと思われる⑾。
　ヴァティカン写本についていえば、それが制作さ
れた場所も、当初保管された場所も、利用・閲覧さ
れた場所も不確かな状態に留まっている。その一つ

の大きな理由は、この写本に関連する場を明示する
直接的な証拠が、写本そのものの中にも、それ以外
の記述資料の中にも見出されないことである。現
在、ヴァティカン教皇庁図書館にあるこの写本の由
来を確実に追跡できるのは、ローマの枢機卿ジョ
ヴァンニ・サルヴィアティ（1490-1553年）がその
他のギリシャ語写本とともにそれを入手した、16
世紀までである。サルヴィアティはいかにしてこの
写本を入手したのか、この写本はいかにしてローマ
に到達したのか、現時点では完全に不明である。け
れども、以下で詳しく紹介される 2人の文献学者の
努力によって、この写本が 14世紀前半のコンスタ
ンティノープルで制作されたことは、ほぼ確実な事
実とみなされうる。ビザンティン写本に精通したこ
の 2人の学者は、ヴァティカン写本の場所と制作の
経緯について異なる仮説を提起しているが、我々は
以下の論述において、いずれの仮説も確実というに
は不十分であることを示し、その制作と保管に強く
関係した場所、とくにその制作に関与した人々が保
管のために念頭に置き、実際にそれが保管された場
所について、ほぼ確実というに足る、一つの新たな
仮説を提示するつもりである。
　我々の仮説はすでに本稿の表題によって指示され
ている。コーラ（xw&ra）はギリシャ語の女性名詞
であり（中世の読みではホラ）、第一に場所や位置
を意味し、そこから派生して、土地や国土、都市に
対する地方なども意味した。けれどもビザンティン
帝国において、ある時期からコーラは固有名詞とし
ても通用するようになった。ビザンティン研究者に
は周知のことであるが、固有名詞のコーラとは、6
世紀ごろ、コンスタンティノープル市内の北西部、
ブラヘルネ教会近くに建立されたコーラ修道院のこ
とである（図 4と 5）。この長い歴史を誇るコーラ
修道院が 1310年代後半、皇帝アンドロニコス 2世
の側近、テオドロス・メトヒティスの指揮のもとで
修復され、豪華なモザイク画およびフレスコ画の装
飾を施されたことは、それらの内部装飾が今日、
カーリエ博物館と名を改めた修道院の旧主聖堂にお
いて一般に公開されていることとあわせ、ビザン
ティン美術史では基本的な知識である（図 6）⑿。
1310年代後半において装いを新たにしたコーラ修
道院には、従来の図書館としての機能にアーカイヴ
としての機能が付加され、総主教アタナシオスの
ヴァティカン写本は同院のアーカイヴを構成する重
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要資料の一つとして制作された。
　我々のこの簡潔な仮説に含まれる一冊の書物と一
つの施設、ヴァティカン写本とコーラ修道院、これ
らはいったい何によって結びつくのか。

1　ヴァティカン写本とその他の写本

V〔ヴァティカン写本〕が関係するのは、公的
な事業か、それとも私的な事業か、公的なアー
カイヴか、それとも私的な図書室かという難問
にはここでは立ち入らない。〈中略〉Vはおそ
らく、総主教グリキスの指揮する総主教座の
アーカイヴ・プロジェクトの一環として制作さ
れ、総主教座のアーカイヴで保管されたか、グ
リキスやニキフォロス・グリゴラスもそこに含
まれた教養人サークルにより、そこに属す何者
かの私的図書室の蔵書となるべく制作され
た⒀。

　これは筆者が二年前に本誌の創刊号において発表
した論文「声を救う──アタナシオス書簡集の起源
について」からの引用である。本文 30頁を費やし
て筆者がそこで議論したのは、アタナシオスの書簡
集の複数の起源についてであり、とりわけ、なぜア
タナシオスの書簡集が存在するのか、という素朴な
問いについてである。なぜ特定の人物の書簡集が存
在するのかという問いには、ものに関する位相と、
意思に関する位相がある。つまり、ある人物の書簡
集を制作するためには、一方で、送り手から受け手
へと空間を移動した「オリジナル」であれ、送り手
もしくは受け手の側で何らかの理由で作成された
「写し」であれ、その人が書いたり受け取ったりし
た書簡の現物が必要であり、他方で、その人の書簡
集を制作しようとする何者かの意思が必要である。
わかりやすいのは、キプロスのグリゴリオスの事例
である。グリゴリオスの書簡集として伝わる写本に
は、作者自身の自伝的序文が付されており、そこで
彼は読み手に向けて、自らの「手元にある書物」を
読むよう誘っている⒁。彼の「手元にある書物」が
序文と書簡のみで構成されるものであったのか、そ
れとも、書簡のみならず、彼のすべての著述を集成
するものであったのかは明らかではないが、結果と
して、また形態として、序文の作者が読み手に読書
を呼びかけているのは、彼の総主教就任以前に書か
れたものと就任以後に書かれたものをまとめた、純

然たる書簡集である。なぜ、グリゴリオスのこのよ
うな書簡集が存在するのか、という問いへの単純な
答えは、彼自身がその書簡集の制作を欲し、そのた
めの実際的な注意を払っていた、というものであ
る。もちろん実際的な注意というのは、自らが執筆
した書簡を価値ある作品とみなし、他人に送付する
書簡については将来の集成を念頭において、写しを
作って手元に残すことである。
　筆者の先の論文は、グリゴリオスの書簡集の起源
とアタナシオスの書簡集の起源は質的に異なるので
はないか、という個人的直感と、ヴァティカン写本
には一通の偽書が含まれるという A・ファイェの
（他のアタナシオス研究者からは完全に見落とされ
ている）重大な指摘にもとづき、後者の一つの起源
を、アタナシオスのグリゴリオスの文人的なそれと
はまったく異なる自意識に求める試みであった。

具体的に注目されるのは、14世紀前半に匿名
の写字生によって制作され、もっとも多くの書
簡を収録するヴァティカン・ギリシャ語写本
2219番の二つの「変則」である。一つは、こ
の写本にはアタナシオスの最初の在位期に由来
することが明らかな書簡は 1通しか含まれて
いないこと、もう一つは、この例外的な 1通は
別の記述史料をもとに作成された偽書の可能性
があることである。本稿はこの二つの変則が、
アタナシオスのアーキタイプ書簡における差
異、すなわち、アタナシオスが手元に残した写
しと受け手に送られた現物の差異に発している
こと、そして、彼が 1297年の政治的事件を機
に自らの「書かれた声」の力を認識し、送付す
る書簡の写しを作り始めたことを明らかにす
る⒂。

　これは同論文の冒頭に掲載された要旨の一部であ
るが、アタナシオスの書簡集がなぜ存在するのか、
という問いへのその答えは、アタナシオスがある時
期以降、自らの送付する書簡の写しを作り始めたか
ら、というものであった。無論これは問いに対する、
一面的な答えに過ぎないが、ヴァティカン写本の中
の「変則」と筆者が呼ぶものは、このように考える
よりほかに答えるすべがないのである。以下はその
他の論点も含めたより詳細な要約である。アタナシ
オスは 1293年 10月の総主教辞任の間際に、聖ソ
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フィア教会内の柱頭に反対勢力への破門状を隠し置
いた。この破門状は 1297年になって偶然発見され、
その激烈な内容は皇帝アンドロニコスやその周辺の
人々に大きな衝撃を与えた。アタナシオスはこの事
件以降、送付する書簡の写しを作り始め、この写し
の束がある時期に集成され、ヴァティカン写本を構
成した。ヴァティカン写本に収録されている最初の
辞任状（タルボット版の 111番）はファイェが指摘
するとおり偽書であり、ヴァティカン写本の制作時
に、関係者の何者かが、同時代の歴史家ゲオルギオ
ス・パヒメリスの史書を参照し、同書に引用されて
いるアタナシオスの破門状の二つのテクストをもと
に、単一のテクストを捏造し、それを正式な辞任状
としてヴァティカン写本に収録した。その後、アタ
ナシオスの伝記の作成に着手したストゥディオスの
テオクティストスなる人物は、ヴァティカン写本の
最初の辞任状（111番）が偽書であることに気づか
ず、その全文をその著作に引用し、その後、新たな
アタナシオス伝を書き始めた修道士ヨシフ・カロテ
トスもその偽書を偽書と気づくことなく、テオク
ティストスの著作から自作に引用し、さらに、自作
の独自性を際立たせるためであろう、テオクティス
トスが引用しなかったアタナシオスの二度目の辞任
状（タルボット版の 112番）もその著作に引用した
（出典はおそらくヴァティカン写本）。
　ヴァティカン写本の場をめぐる我々の考察は、以
上の議論を踏まえたうえで、アタナシオスの書簡集
の存在をめぐる問いに別方向からアプローチするも
のである。
　ここでの議論をより明確なものとするために、
ヴァティカン写本がアタナシオスの書簡写本の中で
どのような位置を占めるのか、基本的な情報を改め
て確認しておこう。アタナシオスの書簡写本につい
て重要な文献学的研究を行っているのは、A・M・
タルボットとM・パテダキスである。前者はヴァ
ティカン写本の最初の 3分の 1のフォリオを占め
る 115通の書簡を校訂し、英語対訳とコメンタリー
を付して刊行し⒃、後者はヴァティカン写本および
タルボットが参照しなかったアレクサンドリア総主
教庁図書館所蔵のギリシャ語写本 288番（アレク
サンドリア写本と略）から 17通の書簡を校訂し、
詳細な序文とコメンタリーを付した学位論文をオッ
クスフォード大学に提出している⒄。写本学的見地
から 14世紀前半の制作時期が推測されるヴァティ

カン写本は、16世紀前半、メディチ家出身の母（ル
クレツィア）を持つローマの枢機卿ジョヴァンニ・
サルヴィアティの所有物となった⒅。サルヴィア
ティ家の財産となったヴァティカン写本は、スペイ
ン出身のイエズス会士フランシスコ・トーレス
（1509頃 -84年）など対抗宗教改革の一部の推進者
からアタナシオスの書簡が注目された 16世紀半ば
に、何度か書写されている⒆。ヴァティカン写本そ
のものは 19世紀前半にサルヴィアティ家を離れ、
ヴァティカン教皇庁図書館にその場を移し、今日に
いたっている。
　アレクサンドリア写本はタルボットが写本カタロ
グの不正確な記述のため、検討対象から除外してい
たものである。パテダキスはアレクサンドリア写本
の内容を直接確認した結果、それが、ヴァティカン
写本に未収録の二つのテクスト（書簡と説教）を含
む、きわめて重要な写本であることを発見した⒇。
アレクサンドリア写本の制作がヴァティカン写本よ
りも後であるのは確実である。パテダキスは両写本
のテクストを比較し、アレクサンドリア写本は 14
世紀後半のある時点で、ヴァティカン写本の後の 3
分の 2のフォリオにある修道士と聖職者を宛て先
とする書簡と、何らかの理由でヴァティカン写本へ
の収録から洩れていた書簡および説教とが書写され
てなったものと結論づけている21。したがって、パ
テダキスの研究は、ヴァティカン写本を「アタナシ
オスの著作のもっとも古く、もっとも完全な写
本」22とするタルボットの見解を覆すものではない。
　これに関連して注意すべきは、アタナシオスの書
簡ないし著述の主要写本は、ヴァティカン写本とア
レクサンドリア写本のわずか 2点しか確認されな
いことである。タルボットによれば、ヴァティカン
写本は 14世紀前半に制作され、パテダキスによれ
ば、アレクサンドリア写本は 14世紀末に制作され
た。ヴァティカン写本はアタナシオスの書簡集ない
し著作集としての性格を有する独立の書物であるの
に対し、アレクサンドリア写本は、アタナシオスの
書簡とその他の宗教的著述を集成した、雑録的な書
物である。計 455フォリオからなるアレクサンド
リア写本全体において、アタナシオスの書簡が位置
するのは 145フォリオから 231フォリオまでの 87
フォリオ、全体の 5分の 1ほどであり、その制作
のコンセプトがヴァティカン写本のそれと異なるこ
とは明らかである。この二つの主要写本のほか、ア
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タナシオスの複数の書簡を含む写本はこれまで 7
点確認されているが、そのうち 5点はヴァティカン
写本に由来し、残りの 2点はヴァティカン写本から
の複写に由来しているとパテダキスは指摘してい
る。これが示唆するのは、アタナシオスの書簡ない
し著述の「もっとも完全な」写本は 14世紀から今
日にいたるまでヴァティカン写本のみであって、
ヴァティカン写本全体あるいはそのほぼ全体の複写
は制作されなかった可能性である。
　アタナシオスの写本と好対照をなすのは、彼の前
任総主教、キプロスのグリゴリオスの写本である。
W・ラミアの研究によれば、グリゴリオスの書簡の
主要写本はかつて 5冊が存在したという。5冊のう
ち、イタリアのトリノおよびスペインのエル・エス
コリアルで保存されていた 2冊（Taurinensis Pas. 
gr. 356と Scorialensis IV-z-20）は 20世紀初頭まで
に火災にあって焼失した。トリノの写本は 14世紀
に由来し、計 253フォリオの最初の 143フォリオ
にグリゴリオスの書簡 190通を含んでいたとされ
るが、1904年に焼失した23。エル・エスコリアル
の写本は、グリゴリオスの書簡 203通を含んでい
たとされるが、1671年の大火によって失われた。
この写本は、コーラ修道院の修復者、テオドロス・
メトヒティスの 145通の書簡を含む、唯一の写本
であったともいわれている24。現存する 3冊は、イ
タリアのモデナ、ヴァティカン、そしてオランダの
ライデンに保存されている。モデナの写本（Muti-
nensis 82［III C 3］）は 195フォリオからなり、自
伝および 215通の書簡を含む、グリゴリオスの独
立の著作集である（図 2）25。ヴァティカンの写本
（Vaticanus Graecus 1085）は 273フォリオからなる
雑録であり、グリゴリオスの書簡はその中の 194
フォリオから 265フォリオに位置する。この写本
に含まれる 224通の書簡は、グリゴリオス関連の
写本の中でもっとも多い26。最後、ライデンの写本
（Leidensis Bibliothecae Publicae Graecae 49）は 196
フォリオからなり、モデナ写本と同様、グリゴリオ
スの自伝と書簡のみを含むものである（書簡は 215
通）。127フォリオの余白に、「キリストよ、あなた
の僕、ゲオルギオス・ガリシオティスを救いたまえ」
という記入があり、これによって、この写本は 14
世紀の高位聖職者、ゲオルギオス・ガリシオティス
によって制作されたことがわかる（図 3）27。ラミア
は現存する 3写本の伝来について、モデナの写本と

ヴァティカンの写本はそれぞれアーキタイプ（グリ
ゴリオス自身の筆に由来したはずの現存しないオリ
ジナル）に由来する別系統のもので、ライデンの写
本はモデナ写本に直接由来すると結論づけてい
る28。
　グリゴリオスは 1283年から 1289年にかけてコ
ンスタンティノープル総主教を務め、退位後ほどな
く首都内の修道院で死去したとされる。自伝には、
彼が自らの総主教在位を回顧する記述があることか
ら、彼は残されたわずかな時間を修道士として過ご
す間に、現存する写本のアーキタイプとなる書物を
作ったのであろう。現存する三つの写本はグリゴリ
オスの死以降、より具体的には 1290年ごろから 15
世紀初頭の間に、モデナ、ライデン、ヴァティカン
の写本の順で制作されたと思われる。焼失した 2冊
の写本学的詳細を明らかにすることはできないが、
制作はほぼ同じ年代に位置するであろう。
　ラミアは 14世紀から 15世紀にかけて制作され
たグリゴリオスの書簡の副次的写本を 15冊挙げて
おり、主要写本の数と合計すれば 20となる。グリ
ゴリオスの書簡の写本は、主要写本でみても副次的
写本でみても、アタナシオスのそれを大きく上回
る。これが意味することは単純であり、アタナシオ
スの書簡よりもグリゴリオスの書簡のほうがギリ
シャ語の書物を写して読む特定の人々に強く必要と
されたということ、そうした人々はアタナシオスの
書簡よりもグリゴリオスの書簡のほうに強く惹かれ
たということである。ほぼ同じ時代を生き、コンス
タンティノープル総主教という同じ要職に就きなが
ら、現存する写本の数に大きな開きがあるのはなぜ
なのか。その自伝にあるグリゴリオス自身の言葉が
一つの手がかりとなろう。「その諸著述に関して、
著者が模倣と称賛に値する何かを達成できたとすれ
ば、この著作は吟味を望む人々に供されるであろ
う。かくして私は今、手元にある書物を名指す」29。
グリゴリオスの自伝は、「彼自身の生について、別
の人によるかのような」というモデナ写本の表題30

のフレーズが示すように、グリゴリオスが自らの生
涯を第三者の視点から書き綴ったものである。ここ
でグリゴリオスのいう「模倣と称賛に値する何か」
とは、総主教就任の以前から彼が折に触れて書き、
おそらくは手元に写しを残していたおびただしい書
簡にほかならない。彼が自らの書簡集への序とし
て、簡略な自伝を書いたことは、自伝を含む写本す
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べてに書簡が含まれている事実から示される（モデ
ナ写本、ライデン写本、Laurentianus plut. 56. cod. 3、
Vaticanus 1696）。彼の自伝は単独では、より正確に
いえば、書簡とは別個には伝わっていない。グリゴ
リオスは自らの書簡の修辞学的あるいは文学的価値
を確信し、それらを後の世代に伝えるべきものと判
断し、隠退先の修道院の中で一冊の「書物」を作り、
結果、これが現存する諸写本のアーキタイプとなっ
たのであろう。
　宗教的というよりはむしろ世俗的な、あるいは明
確に知的な理由によって書簡集を作るというグリゴ
リオスの行いは、ラテン人支配下のキプロス島出身
の貧しい学生でありながら、古代ギリシャ人の学で
ある哲学に熱中し、やがてコンスタンティノープル
において卓越した教師として頭角を現した彼の生き
方とうまく合致する31。別のいい方をすれば、グリ
ゴリオスのこのような行いは、年少の時分から修道
生活に憧れを抱き、聖地エルサレムを含む様々な土
地を修道士として渡り歩き、やがて正教信仰の不屈
の守護者として名を馳せたアタナシオスの生き方と
は合致しない。ヴァティカン写本の表題を記入した
何者かは、アタナシオスの書簡を、「その大いなる
神的熱意を顕示する諸書簡」と表している。ヴァ
ティカン写本には、グリゴリオスのモデナ写本やラ
イデン写本にあるような自伝は付されておらず、そ
の本文は、総主教を辞して以降、首都の修道院に暮
らしていたアタナシオスが 1299年ないし 1300年
に、娘シモニスとセルビア王ステファン・ウロシュ
2世ミルティンの結婚調整32のため首都を離れ、テ
サロニキに滞在していた皇帝アンドロニコス 2世
に宛てた書簡から始まる33。アタナシオスはその中
で、皇帝に、首都への速やかな帰還と、小アジア西
部で軍事行動を活発化させたトルコ人勢力への断固
たる対応を強く求めている。
　ヴァティカン写本のこの最初の書簡は、アタナシ
オスの書いた書簡の性質を端的に示すものである。
ヴァティカン写本は「大いなる神的熱意を顕示す
る」書物とはいいえても、「模倣と称賛に値する何
か」を著者自身が誇示する書物とはいいがたい。逆
に、グリゴリオスの書簡集は「模倣と称賛に値する
何か」を著者自身が誇示する書物とはいいえても、
「大いなる神的熱意を顕示する」書物とはいいがた
い。2人の総主教の書簡に関係する写本の数の相違
が示すのは、少なくとも彼らの書簡集の存在を知る

人々にとっては、世俗的かつ知的な性質の書簡集の
ほうが、宗教的な性質の色濃い書簡集よりも魅力的
であり、より多くの複写の制作に値したということ
である。これは、彼らにとって、グリゴリオスの書
簡集は多く存在することが好ましく、アタナシオス
の書簡集は若干あれば十分用が足りた、ということ
でもある。

2　ヴァティカン写本の制作をめぐる仮説

　次にヴァティカン写本の制作について、これまで
に提起された二つの主要仮説を確認しておこう。写
本の制作年代はすでに述べたように、14世紀前半
と推測されている。ただし、アタナシオスが 1309
年に総主教を辞任した後、正当な裁きを求める彼の
求めに誰かが耳を貸すことを「長年待った」と述べ
る書簡（タルボット版の 115番）と、おそらくは死
の直前、大病から一命をとりとめた後に弟子たちの
ために書いた遺言書がそれに含まれることから、
ヴァティカン写本は 1309年のしばらく後、アタナ
シオスの死の直前かそれ以降に制作されたと考えら
れる34。
　ヴァティカン写本は羊皮紙を素材とし、縦 240
ミリ、横 161ミリ、見返しの白紙を除き、274フォ
リオからなる。白紙フォリオ（90フォリオ表から
92フォリオ裏、99フォリオ裏）によって全体が三
つの部分35に区分され、それぞれの部分の筆跡が異
なることから、タルボットはその制作の状況につい
て次のように述べている。「V〔ヴァティカン写本〕
がアタナシオスの死から程なく、その弟子の 3名に
よって作成されたことは大いにありうる。おそらく
この作者たちは、見出しうる総主教の書簡をすべて
集め、歴史記録としてではなく、霊感を与える読書
に用立てようと集成を物したのである」36。
　タルボットは写本が関係する具体的な場所には言
及していないが、明らかにアタナシオスの周辺を想
定している。アタナシオスと縁のある場所はアトス
やガリシオンなど帝国内に様々あるが、この場合
もっとも有力なのは、コンスタンティノープル市内
南西のクシロロフォス丘に位置した、メガス・ロガ
リアスティスの修道院であろう37。そこは、アタナ
シオスが 1280年代前半、トラキア東部のガノス山
からコンスタンティノープルへ移動した後、皇帝ア
ンドロニコス 2世から居住地として授与された修
道院である38。アタナシオスが二度の総主教辞任の
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後にひっそりと暮らし、その長い生涯を閉じたの
も39、彼を師父と仰ぐ修道士たちが暮らし、3年間
の埋葬によっても腐敗しなかったとされる彼の遺体
を棺に納めて聖堂に安置し、崇敬の対象としたのも
この修道院である40。したがって、亡くなった師父
を偲び、彼を手本に生きようとする弟子たちが発案
者であったとすれば、ヴァティカン写本は同地で制
作され、その図書室に保管され、その修道士らに
よって読書された可能性が高い。
　このように、ヴァティカン写本の場所をアタナシ
オスの身近な生活環境と結びつけるタルボットの仮
説は写本の賛美的な表題とも合致し、一見もっとも
らしく思われる。けれども別の場所で詳しく論じた
ように、それにはいくつかの無視できない問題点が
ある。たとえば、ヴァティカン写本は、アタナシオ
スが皇帝を特定の問題について強く叱責したり、執
拗に協力や解決を求めたりする内容の書簡や、明ら
かな欠損部のある書簡や、さらには府主教の選出時
に送付する定型文的な書面をも含んでおり、タル
ボットの想定とは逆に、残存するすべての書簡を網
羅した「歴史記録」としてそれを特徴づけることも
可能である。
　これに関連する問題は、写本の数とその保存場所
の相違である。アタナシオスの書簡の主要写本とい
いうるものはヴァティカン写本とアレクサンドリア
写本のみであり、今日それらはヴァティカンとアレ
クサンドリアに位置する。この二つとも 14世紀の
コンスタンティノープルで制作された可能性が高い
が、ヴァティカン写本は 16世紀前半のローマに現
れ、一人の枢機卿の持ち物となり、アレクサンドリ
ア写本は 1526年にアレクサンドリア総主教ヨアヒ
ム（在位 1487-1567年）の持ち物となった41。一方、
15世紀から 17世紀の間にヴァティカン写本から直
接転写された副次写本もすべて、コンスタンティ
ノープルの外部、フランス（パリ：Paris. Suppl. gr. 
42、Parisinus gr. 137、Parisinus gr. 1351A）とイタ
リア（ヴァティカン：Ottobonianus gr. 93、ナポリ：
Neapolitanus gr. II B26）に位置する42。つまり、ア
タナシオスの複数の書簡を含む写本はすべて、末期
ビザンティン帝国の領域の外部で保存されている。
それらは、膨大なギリシャ語写本を所蔵するアトス
の諸修道院においても、パトモス島の聖ヨハネ修道
院においても確認されていない。
　彼の書簡集のいくぶん偏った分布と好対照をなす

のは、アタナシオスの死後、彼を記念する目的で書
かれたテクスト群の分布である。それらは、ストゥ
ディオスのテオクティストスによる伝記、賛辞（エ
ンコミオン）、演説（ロゴス）、記念文（シナクサリ
オン）、聖歌（カノン）、司祭修道士イグナティオス
による記念文（アコルティア）、ヨシフ・カロテト
スによる伝記などである43。これらのテクストを含
む写本は、大きく三つの系統に分かれる。一つは、
16世紀後半にコンスタンティノープル総主教を二
度務めたミトロファニスが入手し、ハルキ島（プリ
ンス諸島の一つ、ヘイベリアダ島）の聖三位一体修
道院の蔵書とした一写本（Const. Chalc. mon. 64；
14世紀）44であり、これにはテオクティストスによ
る伝記、賛辞、演説、記念文、聖歌と、イグナティ
オスによる記念文、そして作者不明の短い記念文が
含まれている。もう一つは、アトスの大規模修道院
の一つ、イヴィロンにある一写本（Iveron 50；14
世紀）であり、これにはテオクティストスの伝記、
賛辞、記念文と、イグナティオスによる記念文が含
まれている。最後は、アトスのパントクラトル修道
院に保存されているヨシフ・カロテトスの著作集
（Pantokratoros 251；14世紀）であり、カロテトス
が書いたアタナシオスの伝記はここに含まれる45。
これら三つをアタナシオスの記念的テクスト群の主
要写本とすれば、それらが今日位置するのはイスタ
ンブールとアトス山の二箇所、いずれも末期ビザン
ティン帝国の領域の内部である。注目すべきは、ハ
ルキ島の写本の内容がアタナシオスの記念的テクス
ト群に限定されること、そして、ハルキ島の写本と
イヴィロンの写本の内容が部分的に重複することで
ある。テオクティストスはアタナシオスを記念する
五種のテクストを書いているが、アタナシオスの死
後、こうしたテクストをもっとも強く欲したのは、
アタナシオスの修道院に暮らす修道士や修道女で
あったろう。タルボットは、ハルキ島の写本がもと
もとはアタナシオス修道院の蔵書であった可能性を
示唆しているが46、アタナシオスの死後、その奇跡
の評判によって同院が外国人にも有名な巡礼地と
なっていたことを考えれば、それは十分ありうるこ
とである47。一方、二つの写本の内容の重なりは、
アタナシオスの修道院の修道士たちが欲したに違い
ないテクストを、アトス山のイヴィロン修道院に暮
らす修道士たちも欲し、実際、何らかの方法によっ
てそれらを入手したことを示す。アトスには今日
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も、イヴィロン修道院に属するアタナシオスの小庵
（スキティ）があり、その近くにはアタナシオスが
かつて隠者として暮らしたと伝えられる洞窟があ
る。いつ始まったのかは定かではないが、イヴィロ
ンにおけるアタナシオス崇敬は今日まで持続してい
る48。14世紀の半ばには、総主教を辞任したカリス
トス（在位 1350-53年、1355-63年）がアタナシオ
スの修道院に隠退しているが、彼は総主教就任の
前、イヴィロン修道院の院長を務めていた。このよ
うな 14世紀から今日にいたるまでのイヴィロンと
アタナシオスの明確なつながりは、アタナシオスが
アトスに滞在していた時期、イヴィロンに属する修
道士であったことを強く示唆する。
　イヴィロンの事例から確認されるのは、アタナシ
オスへの崇敬は実際に記念的テクストの作成ないし
獲得をともなったことである。ここから、アタナシ
オスに対する崇敬が連綿と続く場所、すなわちイ
ヴィロンに、アタナシオスの書簡の写本がなぜ存在
しないのか、という困難な問題が生じる。ヴァティ
カン写本はなぜ、イヴィロンではなく、ヴァティカ
ンにあるのか。アレクサンドリア写本はなぜ、イ
ヴィロンではなく、アレクサンドリアにあるのか。
ヴァティカン写本に直接由来する副次写本は、な
ぜ、すべてヨーロッパにあるのか。イヴィロンの事
例に即していえば、同院の修道士たちはアタナシオ
スの書簡集の存在を知らなかったか、知っていたと
しても、複写を取り寄せる必要を感じなかったので
あろう。おそらく彼らのアタナシオス崇敬にとっ
て、アタナシオスの書簡集の重要度はそれほど高く
はなかったのである。
　もちろん、これは一つの推測に留まる。イヴィロ
ンにアタナシオスの書簡の現存する主要写本ないし
副次写本に匹敵する写本があった可能性は否定でき
ない。売却、盗難、紛失、焼失など、写本の保管に
は種々の障壁が存在するからである。アタナシオス
修道院の場合、事情はより複雑である。というのも、
オスマン朝によるコンスタンティノープル征服後、
同院は記録から姿を消してしまったからである。一
部の研究者は、アタナシオスの修道院をイスタン
ブールの特定のモスク、具体的にはイサ・カプ・メ
スジディと同定しているが49、聖ソフィア教会や
コーラ修道院の例とは異なり、そこがかつてアタナ
シオス修道院であったと断言するに足る証拠は存在
しない。確実にいえることは、オスマン朝の支配下、

アタナシオス修道院がモスクに改造されるか、取り
潰されるかして、消滅したことである。その消滅の
折、蔵書は破棄、売却、あるいは持ち出しによって
散逸したであろう。ヴァティカン写本がアタナシオ
ス修道院の蔵書であった場合、それはコンスタン
ティノープルの近くであろうと遠くであろうと、ど
こへでも行きえた。
　タルボットの仮説には別の問題も存在する。一つ
は、ヴァティカン写本の第 3部、100フォリオから
最後のフォリオまでの筆跡の持ち主である。タル
ボットが「より大きくより大胆」と特徴づけるこの
筆跡を、パテダキスは、アタナシオス自身のそれで
あると主張した50。パテダキスの主張は、ヴァティ
カン写本の第 3部の筆跡と、1261年にガリシオン
の修道院においてアタナシオスなる修道士によって
制作された写本（Paris. gr. 857）の筆跡の比較にも
とづくもので、筆者自身、別の場でこの問題を詳細
に考察し、制作に約半世紀の隔たりがある両写本の
筆跡は総主教アタナシオス自身のそれである可能性
がきわめて高い、という結論に達した51。かりにパ
テダキスの提起したこの仮説が正しければ、アタナ
シオスは総主教辞任後のある時期、直接、自身の写
本集の制作に関与したということになり、「アタナ
シオスの死から程なく、その弟子の 3名によって作
成された」とするタルボットの仮説は成り立たなく
なる。
　もう一つの問題は、ヴァティカン写本の第 1部（1
フォリオから 89フォリオまで）の写字生が、パヒ
メリスの史書に分けて引用されているアタナシオス
の破門状を辞任状に改変し、写本に挿入しているこ
とである（タルボット版の 111番）。よく知られて
いるように、パヒメリスはその史書においてアタナ
シオスとその弟子たちに対し、きわめて辛辣な評価
を下しており、パヒメリスとアタナシオスは政治的
な立場や宗教的な信条において、ほとんど対極に位
置していた52。パヒメリスがヴァティカン写本の制
作時に存命であったかどうかはわからないが、かり
に存命であったとして、書簡集の制作を企てるアタ
ナシオスの弟子たちにその史書を気前よく貸し出し
たとはとても考えられないし、同様に、弟子たちの
側も、当時の代表的知識人であったパヒメリスに、
史書の閲覧を願い出ることは難しかったであろう。
そもそも、パヒメリスによる同時代史の執筆は、存
命中の人物へのあからさまな批判や関係者しか知り
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えない秘密の暴露を含んでいることから、ユスティ
ニアヌスや皇妃テオドラを痛罵するプロコピオスの
『秘史』の伝統につらなる、個人的な事業であった
可能性が高く、パヒメリスと交友のある教会人や知
識人ならまだしも、アタナシオスの弟子たちが彼の
事業のことを知っていたとは考えにくい。逆にいえ
ば、発案者であれ写字生であれ、ヴァティカン写本
の制作の関係者がパヒメリスの友人か彼に近い人で
あった場合、彼はパヒメリスの史書を参照しつつ、
実際には存在しない書簡をたやすく捏造することが
できたであろう。
　これらの問題点が示唆するのは、タルボットの想
定の反対、すなわち、ヴァティカン写本はアタナシ
オスの弟子ではない人々によって、アタナシオスへ
の崇敬のためでも「霊感を与える読書」のためでも
なく、「歴史記録」として後世に残すために制作さ
れ、アタナシオスと彼の弟子たちの共通の居住地や
彼の行いと徳がひときわ強く想起される空間とは異
なる場所において保管された可能性である。スペイ
ンの文献学者 I・ペレス・マルティンによって提起
された仮説はまさにこの方向に沿うものであり、彼
女はヴァティカン写本の制作を当時のアーカイヴ事
業との関連で解釈する。
　ペレス・マルティンは総主教グリゴリオス 2世の
写本の伝来を体系的に分析する過程で、グリゴリオ
スの書簡の主要写本の一つがヴァティカン写本と密
接な関係を持つことに気づいた。彼女が注目したの
は、グリゴリオスの自伝と 215通の書簡とからな
るモデナ写本である。モデナ写本とヴァティカン写
本の形態の面で目立つ相違は、前者が自伝的序文を
含むことのほか、その制作に 10名近い人物がかか
わっていることである。ラミアはモデナ写本の制作
にかかわった写字生の 1人を大教会聖職者ゲオル
ギオス・ガリシオティスと特定したが（193フォリ
オ裏から 194フォリオ裏まで）53、ペレス・マルティ
ンは別の 2人の写字生を特定した。すなわち、
1315年 5月から 19年 5月まで総主教を務めたヨア
ンニス・グリキス（7フォリオ表から 11フォリオ
裏ほか、およそ 150フォリオ分）および一時期彼
の学生であったニキフォロス・グリゴラス（190
フォリオ表から 191フォリオ表）である54。彼女の
この指摘は、自身が総主教に就任する前のグリキス
から個人的に教えを受けていたというグリゴラスの
自伝的報告を裏づけるものといえる55。また、グリ

ゴラスが郷里のイラクリアから首都に移住したのが
1310年代前半であることと、グリキスが死去した
のが 1319年の総主教辞任から間もない時期である
ことから、モデナ写本の制作が 1310年代に位置す
るのはほぼ確実である。
　モデナ写本とヴァティカン写本の関係を示す証拠
としてペレス・マルティンが注目したのは、写本の
サイズおよび筆跡と、8フォリオを一つの折丁とす
るクワイアである。両写本のサイズは縦約 24セン
チ、横約 16センチとほぼ同じである。さらに彼女
は筆跡の比較にもとづき、ヴァティカン写本の第 1
部の写字生を、モデナ写本の制作にも関与したゲオ
ルギオス・ガリシオティスと特定した。クワイアに
ついては、モデナ写本の自伝部の 1クワイア（1
フォリオから 7フォリオ）を除く、計 24のクワイ
アに付された 35（le /）から 58（nh /）までの数字と
ヴァティカン写本のクワイアの当初の総数 34が連
続する56。これらを証拠として、アタナシオスとグ
リゴリオスの大量の書簡を集成した一冊の書物を作
る計画が総主教グリキスの指揮下で実行に移された
が、ある段階で当初の計画が変更された結果、二人
の総主教の書簡集は一冊の書物ではなく、二冊の独
立した書物、すなわち今日のヴァティカン写本とモ
デナ写本として仕上げられた、と彼女は主張する。
つまり彼女によれば、両写本の制作は、総主教座に
関係する歴史資料の保存を目的とした公的事業とし
て企図されたのであり、「グリキスの選出後、すな
わち厳格なアタナシオスと腐敗したニフォンの文化
的には不毛であった総主教時代の後、聖ソフィアが
享受した文化的活動の反響」57と解することができ
る。
　ヴァティカン写本とモデナ写本の連続性を説得的
に示し、そこに総主教であるヨアンニス・グリキス
やゲオルギオス・ガリシオティスの関与の跡を見出
したペレス・マルティンの仮説は、タルボットの仮
説よりも大きな説得力を持つし、魅力的でもある。
彼女の仮説が妥当であるならば、ヴァティカン写本
が制作されたのは総主教座の写字室であり、保管さ
れたのはその図書室ないしアーカイヴであったと理
解できる58。この仮説は、ファイェによって提起さ
れたヴァティカン写本の一通の偽書の問題とも整合
する。偽書、すなわちアタナシオスの捏造された辞
任状を含むヴァティカン写本の第 1部の写字生は、
ペレス・マルティンによれば、大教会聖職者のゲオ
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ルギオス・ガリシオティスである。ヴァティカン写
本およびモデナ写本の制作の発案者が総主教のグリ
キスであったとすれば、職務上、総主教と身近なガ
リシオティスが彼のプロジェクトに参加することは
十分ありえた59。一方、ガリシオティスは大教会聖
職者として、歴史家パヒメリスとも接点を有してい
た。ガリシオティスは 1310年ごろ、大教会の法廷
裁判長（プロテクディコス）に就任し、別の職位（サ
ケリオン）に就く 1334年までこの職位の保持者で
あったとされるが、パヒメリスも大教会のプロテク
ディコスとして知られている。つまり、ガリシオ
ティスとパヒメリスは一時期大教会の同僚であり、
異なる時期に同じ職位に就いていた。かりに両者が
交友関係を持っていれば、ガリシオティスはパヒメ
リスの史書のことを知っていた可能性が高く、ヴァ
ティカン写本に偽書を挿入するに際して、彼は、ア
タナシオスの弟子の修道士よりも容易に、パヒメリ
スの史書を参照しうる立場にいた。両者の親密な関
係がなかったとしても、プロジェクトの発案者であ
るグリキスはその教会における最上の地位によっ
て、実際の作業者の一人であるガリシオティスに、
パヒメリスの史書を提供しえたであろう。パヒメリ
スの史書がどこで保管されていたのかは定かではな
いが、ガリシオティスがこの文献を総主教座の図書
室ないしアーカイヴで参照したと想定することも可
能である。
　けれども、ペレス・マルティンの新たな仮説には
二つの難点がある。一つは、アタナシオスがシモニ
アの嫌疑を受け、宗教的な処罰を受けた総主教で
あったという、資格に関する問題である。おそらく
彼は 1309年の辞任後、反対勢力が多数を占める教
会会議の決議によって、聖務資格を停止ないし剥奪
されていた。彼が世俗の請願担当長官に宛てた書簡
（タルボット版の 115番）からは、彼が死のほぼ直
前まで自らの名誉回復を求めていたことが読み取れ
るが、彼の生前は無論、死後もすぐに名誉回復され
た形跡はない60。つまり、アタナシオスは何らかの
過失から処罰された教会人として、教会の記念の対
象からは除外されていた可能性が高く、皇帝への明
け透けな批判や叱責をも含んだその書簡が、現役の
総主教であるヨアンニス・グリキスの主導で集成さ
れたと想定するのは、不可能ではないにせよ困難で
ある。
　もう一つは写本制作の年代である。彼女は、ヴァ

ティカン写本およびモデナ写本の制作を 1315年 5
月のグリキスの総主教就任の後に位置づけるが、そ
の確たる証拠は存在しない。確かに、ヨアンニス・
グリキスが総主教として、記録の作成ないし資料の
アーカイヴ化に気を配っていた証拠は存在する。そ
の最たるものは、コンスタンティノープル総主教の
行政と大教会内で頻繁に開催された会議（常設教会
会議／シノドス・エンデムサ）の記録簿である。約
1世紀間の総主教の行政文書と教会会議の決議が年
代順に集成されたこの記録簿は、ビザンティン教会
の史料としては他に類例のないものである61。その
最初の文書は、グリキスが総主教就任の日、5月
12日に皇帝アンドロニコスらのために読み上げた
と思われる祈祷文であり、最後はマテオス 1世（在
位 1397-1402年、1403-10年）が 1402年 1月に発
行した文書である。そこにはグリキスの 4年間の在
位期だけで約 60点の文書が収録されている。グリ
キス以前の時代については、総主教の公的通知も
日々の教会会議の決議も、部分的にしか伝わってい
ないことから、総主教位に就いたグリキスが、従来
は存在しなかった総主教座のアーカイヴ事業を開始
するとともに、それが自身の在位期以後も持続する
よう何らかの措置を講じたのは明らかである。内容
の性質は多少異なるとはいえ、総主教座の行政関連
資料のアーカイヴ化と、最近在位した 2人の総主教
の書簡集の作成はいずれも、歴史記録の作成および
重要資料の保存という共通の意図を反映しており、
それぞれにグリキスが深く関与した痕跡がある。け
れども、かりにヴァティカン写本の制作がグリキス
の総主教就任の前になされていたとすれば、それは
必ずしも総主教座の公的な事業であったとは主張で
きなくなる。
　ヴァティカン写本およびモデナ写本の制作は、グ
リキスの総主教就任の前なのか、それとも後なの
か。二つの写本の連続性がこの問題への手がかりと
なる。すでに触れたとおり、モデナ写本の 24のク
ワイアに 35から 58までの数字が記入されており、
これはグリゴリオスの書簡が 24のクワイアに書写
される前に、アタナシオスの書簡の計 34のクワイ
アへの書写が完了していたことを意味する。アタナ
シオスとグリゴリオスの書簡が 1クワイアから 58
クワイアまでを構成する一冊の書物がなぜ作られ
ず、それぞれ当初の計画にはなかったと思われる付
加的クワイアを有する二冊の書物が作られたのか。
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これらの写本制作にかかわった人々の想定していな
かった事態が、作業中に生じたためというのが、
もっとも妥当な解釈であろう。ヴァティカン写本の
第 1部の末尾にある書簡（タルボット版の 113、
114、115番）は、アタナシオスが 1309年に総主教
を辞任してしばらく後、総主教不在の時期に書いた
ものである。一方、付加的なクワイアである第 2部
には、アタナシオスの遺書的な書簡（97フォリオ
裏から 99フォリオ表）が含まれている。これらが
示唆するのは、アタナシオスが、1クワイアから
58クワイアまでが連続する写本の完成する前に、
また、グリキスが総主教に就任する前に、死の到来
を予期して遺書を認めたか、遺書の執筆から程なく
死去した可能性である。かりに、ヴァティカン写本
の制作がグリキスの総主教就任の前に企図されてい
たならば、プロジェクトは必ずしも公的であったと
はいえず、グリキス以外の発案者ないし主導者がい
た可能性も生じる。

3　ニキフォロス・グリゴラスの『ローマ史』

　　
──記述と状況

　ヴァティカン写本の場に関連して、いくつかの重
要な手がかりを与える史料は、ニキフォロス・グリ
ゴラスの『ローマ史』である。グリゴラスは 14世
紀のビザンティン帝国の代表的知識人の一人であ
り、その知的関心と業績は、修辞学、哲学、神学、
天文学など多方面に及ぶ。彼の数ある著作の中でか
ねてから注目され、もっとも頻繁に参照されている
のが、『ローマ史』の表題を有する長大な歴史書で
ある。グリゴラスは、十字軍勢力がコンスタンティ
ノープルを占領した年（1204年）から、彼自身の
没年に近い 1360年ごろまでの「ローマ人の帝国」
の歴史を、彼自身の体験や伝聞を織り交ぜつつ、精
細に記述している。彼の歴史書は、皇帝ヨアンニ
ス・カンタクジノスが晩年に著した回想録的史書と
ともに、14世紀中葉のビザンティン史と、とりわ
けグリゴラスの目から見たヘシカスト論争の歴史を
学ぶための基本史料とみなされている62。
　この『ローマ史』の中には、総主教アタナシオス
に関するまとまった記述がある。皇帝アンドロニコ
スの治世前半を扱った第 6章の第 5節がそれに当
たる。この箇所はアタナシオスに関する主要な同時
代証言の一つとみなされているが、ここで特別な注
意を払って分析するに値するものである。グリゴラ

スがいつ、どこで、いかなる種類の史料を参照し、
いかなる情報を入手したのかという、歴史を書く側
の状況に関する問いに対して、十分な答えはいまだ
提示されていないけれども、ペレス・マルティンの
考察が正しければ、自らの教師ヨアンニス・グリキ
スらとともに総主教グリゴリオスの書簡集（モデナ
写本）の制作に写字生として関与したグリゴラスは
その作業と同じ時期に、同じコンセプトで制作され
たヴァティカン写本の存在を知っていた可能性が高
く、グリゴラスの記述とその状況の分析は我々に
ヴァティカン写本の場への道を開くかもしれない。
　グリゴラスは 1290年代前半に小アジア北西の都
市イラクリアに生まれ、1310年代前半あるいは半
ばにコンスタンティノープルに移り、メトヒティス
による修復以前のコーラ修道院に定着したとされる
ので63、アタナシオスが総主教位にあった時期、彼
は年少であったうえ、アタナシオスに接する機会も
持たなかったと思われる。ただし、彼には出身地の
イラクリアの府主教を務める叔父ヨアンニスがお
り、彼は幼い時分に両親を亡くした後この叔父に養
育されていたので、彼は地方都市に暮らす一般の
人々よりも、アタナシオスのことをよく知っていた
可能性もある。
　けれどもその記述を実際に読むと、グリゴラスが
伝聞や思い出ではなく、特定の史料に依拠している
ことが直ちに明らかになる。

子供のころから禁欲の仕事に勤しみ、このとき
までガノスの山岳で静寂の生活を送っていたア
タナシオスという名の修道士が、総主教位を継
承した。この人は文学的な素養と政治的な感覚
を欠いてはいたが、善良であり尊敬に値した。
というのも彼は自制心を有し徹夜の祈りにも熱
心で、修道生活を完遂したからである。彼は地
面に眠り、足を洗わず、いつも徒歩で往来し、
山岳や洞窟に単独で暮らす人々に優れてふさわ
しい性質を持っていた。この人はかりにずっと
独りで生きたならば、生涯幸福でいられたよう
に思われる。しかし、その他の主教は高位の聖
職者とともにひどい仕打ちを受け、彼らのかつ
ての悪事、とくに総主教グリゴリオスに対する
悪事に見合った恐怖を見出すことが必然であっ
たようだ。彼は総主教位に就くとすぐさま、
荒々しく、神的な熱意と辛辣さに満ちた視線を
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彼らに向けた。すると、開始線ともいうべき最
初から、起こりうることを予期したより賢明な
る人々は、希望にそぐわない事態に不本意なが
ら応じるよりむしろ率先して家でひっそりと暮
らしたが、その他の人々はすぐ後に、いわば帝
都からの追放を余儀なくされた64。

グリゴラスのアタナシオスに対する評価は全体的に
好意的である。彼はまず、アタナシオスの出身と生
活スタイルに簡単にふれ、彼が 1289年の総主教就
任と同時に、キプロスのグリゴリオスの神学的教説
に強く反対し、その撤回および辞任を求めた高位聖
職者らに対して厳格な姿勢をもって臨んだと記す。
問題となるのは、これに続く記述である。

同様のことは多くの主教にも降りかかった。彼
らの数はきわめて多く、みな教会の法と慣習を
熟知した高位の人々であった。彼が旧来の慣わ
しを尊重したのか、自らの改善の希望にもとづ
いて努力したのかはわからないが、総主教グリ
ゴリオスは、彼らがその下にいる人々〔信者〕
の聡明な教育者や指導者となるよう、敬虔さの
頑強な導き手となるよう、すなわち、必要があ
れば、対抗する言葉の大波への不動の防壁とな
るよう、多大な努力を払った。しかし彼〔アタ
ナシオス〕は実際に、様々な必要を理由として
コンスタンティノープルに滞在していた人々を
それぞれの都市へと送り返し、そこで彼らの生
活をまっとうさせた。平和の教師であるべき彼
らがかの地に居座り、互いにそして彼自身に謀
略を企てることを欲しない、と彼は語っている
（fhsi）。そこで敬虔なる教義が一つずつ確認さ
れ、その間に発生した教会の問題が解決される
よう、神聖なる教会会議のカノンが年に一度な
いし二度の府主教会議の開催を総主教に定めて
いることを口実に、彼らは事実、別の場所から
やって来るのであるが、彼はコンスタンティ
ノープルへの入市を禁じた。これは立派な行い
だった。彼が述べるには（le/gwn）、正しいのは、
総主教が帝都でそうあるように、各人が割り当
てられた地区の牧人であること、各人が各人の
羊をすぐそばで世話すること、そして、帝都に
集まって利益ばかりを追い求めないことであ
る。とにかくこの問題に関しては、必要を越え

る過剰な攻撃によって共倒れに終わっていれ
ば、両者はしかるべく批判されたかもしれな
い65。（強調は引用者）

　総主教位に就いたアタナシオスが直面した問題の
一つは、教区を離脱して首都に長期滞在する主教の
存在であった。これは宗教改革の時期に西ヨーロッ
パ世界でも表面化した、主教居住地の問題である66。
教会の法は主教が任じられた教区を正当な理由なく
長期間不在にすることを禁じていたにもかかわら
ず、多数の主教が首都に邸宅を構えて長期滞在する
ことがかねてから慣例化しており67、アタナシオス
は総主教として、敢えてこの問題の解決を試みたの
である68。グリゴラスは、アタナシオスが、コンス
タンティノープルに滞在していた主教らをすべて
各々の教区へと送り返したと、アタナシオスの発言
を引きながら説明する。主教団が首都に留まるため
の具体的な口実が紹介され、彼の発言を引用するた
めに、「彼は語る（fhsi）」と「彼は述べる（le/-
gwn）」という二つの動詞が使用されている。いず
れも三人称単数、現在時制の活用である（前者は直
説法、後者は分詞）。かりに伝聞にもとづいてこの
内容を記していたならば、グリゴラスは「彼は語っ
た」あるいは「人々は述べている」という種の表現
を用いたであろう。つまり、三人称単数の現在時制
の選択は、彼が執筆に際して何らかの史料を手元に
置き、それを直接参照したことを強く示唆する。そ
うすると、この史料とは一体何であったのか、とい
う問題が生じる。一つの可能性は、アタナシオスの
同時代人であり、大教会聖職者でもあったゲオルギ
オス・パヒメリスの歴史書である。グリゴラスは
1320年以前の記述に関しては、皇帝と総主教がそ
の居住地を小アジアのニケーアに置いた時期
（1204-61年）を対象とするゲオルギオス・アクロ
ポリティスの史書69と、パレオロゴス朝初期の 2人
の皇帝、ミハイル 8世とその長男アンドロニコス 2
世の治世（後者については、1306年夏まで）を対
象とするパヒメリスの史書を主要史料として用いて
いる70。大教会の高位聖職者として総主教に日常的
に接し、その思想と政治手法に嫌悪感を募らせてい
たに違いないパヒメリスは71、アタナシオスについ
て詳細かつきわめて辛辣な記述を彼の何通かの書簡
の引用とともにその作品に含めているが、主教居住
地の問題に関しては、アタナシオスの側の根拠を明
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示せず、この問題に関連する彼の書簡も引用してい
ない。つまり、グリゴラスの上の詳細な記述は、彼
自身の体験と伝聞にもパヒメリスの史書にももとづ
かないと判断することが可能であり、グリゴラス
が、アタナシオスが単数一人称ないし複数一人称で
語る書簡テクストを何らかの方法で参照した可能性
がもっとも有力となる。
　グリゴラスが、まとまった量のアタナシオスの書
簡を参照できたとすれば、彼が手に取ったのはアタ
ナシオスの書簡集の書物、すなわち、現存するヴァ
ティカン写本、アレクサンドリア写本、あるいは、
未確認の別の写本のいずれかであった可能性が高
い72。すでに確認したとおり、アタナシオスの写本
は、キプロスのグリゴリオスのそれに比べて少数で
あり、当時、グリゴラスが参照しえたような、ヴァ
ティカン写本と同規模あるいは重複の多い写本が制
作され、今日までのある時点で散逸した、あるいは
未発見のままに留まっているという可能性は考えに
くい。グリゴラスによるアレクサンドリア写本のみ
の参照の可能性も低く、これは、同写本とヴァティ
カン写本の間の収録書簡の相違のためである。すな
わち、ヴァティカン写本の後半部から選択的に複写
され、おもに修道士と聖職者を宛先とする書簡から
なるアレクサンドリア写本には、主教居住地の問題
に関する書簡がほとんど収録されておらず、我々は
アレクサンドリア写本を読む限りでは、アタナシオ
スがこの問題の解決に心血を注いでいたことも、彼
の意図や根拠も詳しく知りえないのである。
　二つの写本のうち、グリゴラスの記述との間に明
白な対応が確認できるのは、ヴァティカン写本であ
り、このことはグリゴラスの次の引用によっても支
持される。「不正を犯す者に対する彼の怒りは、こ
のように非常に激しくあからさまであったために、
生まれによって皇帝に連なる縁者のみならず、皇帝
の子供たちまでも、彼の率直な物言いと詰問を皇帝
のそれ以上に恐怖した」73。ヴァティカン写本には、
皇帝アンドロニコスだけでなく、その妻イリニ＝
ヨーランダや、アンドロニコスの長男ミハイル 9世
やその妻マリア＝リタへの書簡も含まれるが、アレ
クサンドリア写本にこれらの書簡は皆無である。二
つの史料の間には、引用文の重複も見られる。グリ
ゴラスは詩篇（セプトゥアギンタ、84章 12節）を
引用してアタナシオスを称える。「この総主教のも
とで、〈真理が地から萌えいで、正義が天から注が

れ〉、すべての美しき希望が実現した」74。一方、ア
タナシオスはヴァティカン写本の請願担当長官宛の
書簡（タルボット版の 114番）で、詩篇の同じ箇所
を引用する。「〈真理が地から萌えいで、正義が天か
ら注がれ〉」、そしてキリストが良いものをもたらし
（中略）ということを誰も否定しない」75。グリゴラ
スはアタナシオスを真理と正義の実現者として提示
するため、アタナシオスは請願担当長官に対し、自
らを真理と正義の希求者として提示するために、詩
篇の同じ箇所を引用している。この重複は偶然であ
るとはいい難い。
　いずれにしても、グリゴラスの『ローマ史』の記
述にはヴァティカン写本と思しき史料との接点らし
きものが確認できる。続いて、グリゴラスが参照し
たヴァティカン写本と思しき史料の場に考察を進め
よう。すでに述べたとおり、グリゴラス自身に関係
する場所はコンスタンティノープルのコーラ修道院
である。この修道院はグリゴラスが 1310年代にコ
ンスタンティノープルに移住して以来、1360年前
後に死去するまで、約半世紀にわたって居住した場
所であり、彼が『ローマ史』も含め、その著述のほ
とんどを執筆した場所とみて間違いない。それで
は、『ローマ史』中のアタナシオスの記述はいつ、
いかなる状況下で書かれたのか。この問題を解く鍵
は再びその記述に含まれている。グリゴラスはアタ
ナシオスによる修道生活の改革について詳述した
後、次のようにいう。

もし彼のあの規則と模範が彼以降の後継者らに
よって同じように維持されていたなら、その価
値は大きかったであろうが、実際にそうであっ
たのは彼が総主教の地位にいる間だけだった。
もし彼がもう少し長く総主教を務めていたなら
ば、修道生活の習慣の改革は定着したかもしれ
ないし、少なくとももっと持続しただろう。け
れども彼は途中で、しかもきわめて早くに去っ
たため、まさに陶片が裏返ったかのように、恐
ろしい悪意の病が聖なる修道院に再度蔓延し
た76。

　アタナシオスの修道院改革を称揚する一方で、彼
の辞任後の修道生活を痛烈に批判するこの記述は、
グリゴラスの後半生に生じた、一部の修道士勢力と
の熾烈な論争を想起させる。すなわちそれは、修道
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霊性ヘシカズムの是非、そしてヘシカズムを支持し
た神学者グリゴリオス・パラマスの教説の是非をめ
ぐって 10年以上にわたって行われた、いわゆるヘ
シカスト論争である。南イタリアから到来した正教
修道士、カラブリアのバルラームによる辛辣なヘシ
カスト批判に端を発した論争の終盤、グリゴラスは
彼自身の神学的信念にもとづいて、パラマスとその
支持者に対抗する論陣を張った77。バルラームは
1341年の教会会議でヘシカストとパラマスに対す
る自らの主張が拒絶されたことでイタリアへ去っ
た。バルラームとパラマスの共通の友人であり、バ
ルラームの離脱後は彼に代わってパラマス批判を繰
り広げた修道士グリゴリオス・アキンディノスは
1348年に死去し、当初からパラマスの教説に批判
的であったグリゴラスは、これ以降、反パラマス派
の中心人物となった。
　ヘシカスト論争を長引かせた要因の一つは、幼帝
ヨアンニス 5世（在位 1341-91年）を擁するパレオ
ロゴス家と有力貴族ヨアンニス・カンタクジノスの
内戦が論争と同時進行していたことである。カンタ
クジノスはパラマスを始めとするアトス山の修道士
勢力から強く支持される一方、グリゴラスとも親交
を持っていた。内戦と論争の同時進行は、反パラマ
ス派のグリゴラスの立場を次第に悪化させていっ
た。1347年 1月にはヨアンニス 5世の母、サヴォ
ワ家出身のアンナがコンスタンティノープルで教会
会議を開催し、反パラマス派の総主教ヨアンニス・
カレカスを解任すると同時に、パラマスらに対する
破門を解除した。こうして反パラマス派であったパ
レオロゴス家までもがパラマス派に立場を変えたこ
とで、グリゴラスは、処罰を待つだけの身となった。
同年 2月、内戦に勝利したカンタクジノスの首都凱
旋はグリゴラスへの処分のつかの間の延期をもたら
したが、グリゴラスはカンタクジノスの是認を得る
ための必死の努力もむなしく、1351年に開催され
た教会会議で断罪され、自宅であるコーラ修道院に
幽閉された。
　彼自身『ローマ史』の一部を幽閉の地、コーラで
執筆したと述懐しているように、『ローマ史』の執
筆が彼の晩年ないし後半生の仕事であることは間違
いない。グリゴラスがこの作品の執筆を開始した時
期について研究者の見解はわかれるが、アタナシオ
スに関する記述は彼の政治的運命の分岐点である
1347年もしくは 1351年以降に書かれた可能性が高

い。これが正しければ、反パラマス派の領袖である
彼が歴史書の執筆のために市中を自由に往来するの
は困難であったと考えられる。彼の政治的・物理的
状況についての推測は『ローマ史』の執筆の状況に
ついての別の推測を導く。行動の自由が漸次的に制
限される状況においても、政治的な理由から外出が
困難であったり不可能であったりする状況において
も、彼は『ローマ史』執筆のために必要な文献の多
くをコーラ修道院で閲覧できたのではないか、そし
て、コーラ修道院の蔵書の中に、アクロポリティス
やパヒメリスの史書とともに、ヴァティカン写本そ
のものが含まれていたのではないか。

4　コーラ修道院とテオドロス・メトヒティス

　こうしてグリゴラスの『ローマ史』を介する形で、
ヴァティカン写本と思しき史料とコーラ修道院の接
点がより明確に浮かび上がった。残された課題は、
ヴァティカン写本と思しき史料ではなく、ヴァティ
カン写本そのものとコーラ修道院との接点を突き止
めることである。
　すでに確認したとおり、ペレス・マルティンは、
ヴァティカン写本の制作を、1310年代後半に総主
教を務めたヨアンニス・グリキスの公的な文化事業
と結びつけた。彼女の考えでは、もともとは世俗の
官僚でありながら、総主教となったグリキスは、総
主教座のアーカイヴを充実させるべく、彼の教師で
もあったキプロスのグリゴリオスと、アタナシオス
の書簡集の制作を発案し、実行に移した。グリキス
のこのプロジェクトには、彼の弟子であったニキ
フォロス・グリゴラスや、大教会聖職者ゲオルギオ
ス・ガリシオティスらが写字生として参加した。ペ
レス・マルティンのこの仮説には、いくつかの無視
できない難点があったが、グリゴラスの『ローマ史』
もそれへの難点となりうる。グリゴラスは『ローマ
史』の中でアタナシオスを記述するに当たって、
ヴァティカン写本を一次史料として参照・利用した
可能性が高い。けれどもペレス・マルティンが考え
るとおり、ヴァティカン写本が総主教座のアーカイ
ヴのために制作され、同じ施設の図書室に保管され
ていたならば、1347年以降、反パラマス派の中心
人物とみなされ、1351年の教会会議で断罪されて
からはパラマス派への批判と『ローマ史』の記述に
没入したグリゴラスにとって、ヴァティカン写本は
容易には接近しえない文献となっていたであろう。
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　ヴァティカン写本の場をめぐる様々な間接的証拠
の中でも、とくにグリゴラスとのリンクは、タル
ボットのそれとも、ペレス・マルティンのそれとも
異なる、第三の可能性を我々に示唆する。それは、
ヴァティカン写本およびモデナ写本の制作が、二人
の総主教の書簡を保存するために、首都に住まう特
定の知識人グループによって遂行された、公的では
なく、私的な事業であった可能性である。ここで再
びコーラの名が、今度はテオドロス・メトヒティス
の名とともに浮上する。メトヒティスは、確信的な
教会合同支持者であったゲオルギオス・メトヒティ
スの息子として生まれたため、不遇の少年時代を
送ったが、後に皇帝アンドロニコスにその才能を見
出され、1300年代半ば以降は皇帝の側近中の側近
として帝国政治を左右した人物である。グリゴラス
がコーラとヴァティカン写本と思しき文献とを結ぶ
存在であるのに対し、メトヒティスはコーラとヴァ
ティカン写本そのものを結びうる存在である。これ
には三つの間接的証拠、すなわち人間関係、時期的
符号、書物への愛を挙げることができる。人間関係
についてみれば、メトヒティスはヨアンニス・グリ
キスの年下の友人であり、おそらくは彼と頻繁に書
簡を交換する間柄であった。また、メトヒティスと
グリゴラスの親密な関係もよく知られている。メト
ヒティスとグリゴラスの関係はまさにコーラを介し
たものであった。グリゴラスの居住地でもあった
コーラは、もともと「帝国修道院」として知られて
いたが、ある時期、皇帝アンドロニコスからメトヒ
ティスに授与された。メトヒティスは私財を投じて
老朽化の著しいコーラを修復し、晩年はグリゴラス
や他の修道士とともに同院に暮らした。メトヒティ
ス自身がヴァティカン写本およびモデナ写本の制作
に直接関与した証拠は確認されないが、写字生とし
て実際に関与した人々の中には、メトヒティスの友
人ないし関係者が含まれている。時期的符号とは、
ヴァティカン写本の制作とメトヒティスによるコー
ラの修復事業の年代のことである。前者については
1310年代の半ばであることがほぼ確実である。後
者については、内装作業の終了が 1321年であるの
と修復の規模から、着工は写本と同じく、1310年
代半ばか後半であったと推測できる。二つの仕事が
時期的に重複ないし近接していたことは疑いない。
最後、もっとも重要なのが、メトヒティスの書物に
対する桁外れの愛情である。この愛情は帝国有数の

富裕者であったメトヒティスに、一つの文化的な野
心を抱かせた。それは、可能な限り多くの書物を集
め、保管し、希望者に閲覧させるという、世界と人
類への貢献としての大図書館運営の夢である。後
年、政争に敗れてトラキアの都市ディディモティホ
ンに追放された彼は、コーラの状況を案じて同院の
修道士らに書簡を送り、その圧倒的な財産に注意を
促している。

私のために最高の富、つまりきわめて貴重な書
物の倉庫を安全に、無傷のまま、まったく毀損
のない状態に保ちなさい。私は賢明にもこの富
を修道院に置いたのである。それは実に膨大
で、別の場所に同規模のものがあるのかどうか
私は知らない。神の怒りを引き起こしたり、野
卑に見えたりする恐れがないのなら、私は言っ
たであろう。質と量の双方で、このような膨大
な書物がかつてこの都市の他の修道院にあった
かどうか私は知らないと。これは修道院だけに
必須のものではない。なぜならその有用性はあ
なた方自身の需要をも越えるから。それは学識
ある人々から大いに望まれ、熱く欲されるもの
なのである。修道院のある者もときにはそれを
有益と思うであろう。けれども常にそうである
のは大勢の部外者である。この品々の、この将
来ずっと必要とされるであろう財産の、この惜
しみなく大衆に分け与えたとしても尽きること
のない宝物のあなた方への贈与のほかに、私の
修道院への賢明なる貢献に発する慈善のいかな
る業が人々に対するより大いなる効力ないし利
益を持ったか、誇りのいかなる業が修道院によ
り大いなる栄誉をもたらしたか、あなた方全員
により大いなる尊厳と品位をもたらしたか、私
はほとんど言うことができない。私自身のこの
贈与とあなた方が司るこの委託を思い起こすた
び、私はひそやかに喜ぶ。私はそれを毎日思い
起こし、絶えず思慮する。絶えずというのは、
あらゆる瞬間、あらゆる状況でそうしているか
らである。この世界の利益のためにかくも高貴
な仕事を成し遂げたことを、そして、人類にか
くも大きな貢献を果たしたことを思い出し、そ
れに思いをめぐらせること、これは私にとって
絶大な苦難における持続的な慰めの源であ
る78。
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　1310年代の半ばないし後半、コーラの修復に乗
り出したメトヒティスが、自らの資財を投じて、帝
国に類例のない大図書館をそこに設置しようとした
ことは明らかである。追放の地でメトヒティスが誇
るこのコーラの図書館には、彼がそれまでに所有し
ていた書物が移転されたのは確実であるし、開館に
先立って、また開館後も継続して、多くの書物が新
規に獲得され、所蔵されたのも確実である。注目す
べきは、メトヒティスが修道士に対し、施設の人文
主義的な性格を強調している点である。彼によれ
ば、コーラの図書館は「世界の利益」のために、「人
類への貢献」として開設され、神と学問を愛するす
べての人々に開かれた施設である。こうしたメトヒ
ティスの高邁かつ人文主義的な理想は、彼がコーラ
に、古今の書物を所蔵する図書館としての機能に加
え、歴史資料を保存し後世に伝達するアーカイヴと
しての機能も付与した可能性を強く示唆する。メト
ヒティスのコーラは、人々だけでなく、書物に対し
ても開かれていたはずである。おそらくこの類例を
見ない、図書館でもありアーカイヴでもあるコーラ
が、総主教アタナシオスのヴァティカン写本にその
存在の場を与えたのである。

【付　記】

本稿は、2007年 10月 20日に早稲田大学で開催さ
れた地中海研究所シンポジウム「ビザンティン写本
研究の現在」における、筆者の同タイトルの報告を
修正・展開したものである。シンポジウムの関係者
および参加者の方々、とりわけ、2008年 9月まで
高等研究所の副所長を兼務されていた早稲田大学の
益田朋幸教授に記して感謝申し上げたい。
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図 1 　ヴァティカン写本（Codex Vaticanus Graecus 
2219）、1フォリオ表；写字生、ゲオルギオス・ガ
リシオティス

（I. Pérez Martín, El patriarca Gregorio de Chipre (ca. 
1240-1290) y la trasmisión de los textos clásicos en Bizancio 
[Madrid, 1996], pl. 13）

図 2 　モデナ写本（Codex Mutinensis 82）、194フォリ
オ表；写字生、ゲオルギオス・ガリシオティス

（W. Lameere, La tradition manuscrite de la correspondance de 
Grégoire de Chypre [Bruxelles, 1937], pl. 1）

図 3 　ライデン写本（Codex Leidensis Bibliothecae 
Publicae Graecae 49）、196フォリオ表；写字生、
ゲオルギオス・ガリシオティス

（W. Lameere, La tradition manuscrite de la correspondance de 
Grégoire de Chypre [Bruxelles, 1937], pl. 2）
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図 4　19世紀後半に描かれたカーリエ・ジャミイ、西側
（A.G. Paspates, Byzantinai Meletai: Topographikai kai Historikai [Istanbul, 1877]）

図 5　今日のカーリエ博物館、東側
（2009年 12月、筆者撮影）
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図 6　王座のキリスト（中央）とコーラの聖堂を捧げるテオドロス・メトヒティス（左）
（2009年 12月、筆者撮影）
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生体リズムと時間薬理学

生体リズムと時間薬理学
── 時間治療への展望 ──

枝　川　義　邦　・　中　村　孝　博

要　　旨
　地球上に住むほとんどすべての生物は様々な形で周期性を示す。その周期性は、地球が自転・公転するこ
となどの惑星運動によって生み出されたものだとされている。現在までにヒトの生体機能や疾患においても
様々な周期性が見出され、そのメカニズムの解明が急速に進められている。なかでも、最も研究が進んでい
るのは日内変動、すなわち、約 24時間周期の概日リズムに関する研究であり、その背景には投薬の時刻を
考慮した「時間治療」の発展がある。薬の効き方に関する学問である「薬理学」に時間的要因を組み込んだ
「時間薬理学」は、「時間治療」の基礎となり、様々な疾患に対して効果的な治療法を構築する手助けとなる。
概日リズムを駆動する生物時計の中枢は脳内の視床下部にある視交叉上核に存在し、オーケストラの指揮者
のごとく全身のリズムを統合している。近年、哺乳類における時計遺伝子が発見されたことを受け、ヒトの
時間治療に応用可能な概日リズム機構の分子レベルでの解明が進んできている。最近までに蓄積された研究
成果によると、肥満や糖尿病などを含め、リズムの乱れが疾患を導くケースが予想以上に多いことが明らか
にされつつある。本稿では、最新の知見を交えながら生体リズム、特に概日リズムの基礎について概説する。
さらに、時間薬理学の一端について触れることで、疾患についての時間治療の現状と今後の時間治療につい
ての展望に言及する。

Abstract
　Almost all organisms living on the earth display their rhythms in some way. It is speculated that these rhythms 
have been produced by planetary movements such as the earth’s daily rotation and earth’s yearly revolution 
around the sun. Several rhytmicities have been observed in human physiology and disorder since the 19th century, 
and the mechanisms have been also well-researched. The development of “chronotherapy” which features the tim-
ing of medication promotes the progression of research for the daily rhythm that is “circadian (around 24 hrs) 
rhythm.” “Chronopharmacology” involves both the investigation of drug effects as a function of biological timing 
and the investigation of drug effects upon rhythm characteristics, which provides information for the optimal 
treatment method for disorders. The primary circadian “clock” in mammals is located in the suprachiasmatic 
nucleus (SCN), a pair of distinct groups of cells located in the hypothalamus of brain. The SCN synchronizes 
many physiological rhythms like a conductor of an orchestra. Mammalian clock genes have been found in the past 
decade and the molecular mechanism of circadian clock function is becoming evident. Also, most recent findings 
have revealed that the disturbance of circadian clock triggers several kinds of disease including obesity and diabe-
tes. Here, we review the general mechanisms of the circadian clock system, describe recent findings that relates 
chronopharmacology, and chronotherapy and address the importance of circadian rhythm and future directions for 
chronotherapy.

Biological rhythm and chronopharmacology
̶Perspective for chronotherapy̶

Yoshikuni Edagawa, Takahiro J. Nakamura
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はじめに

　私たちの生活にはリズムがある。程度の差こそあ
れ、殆どすべての事柄は周期性をもっている。“西
洋医学の父”と称されるヒポクラテス（Hippocrates）
は、今から約 2400年前に「規則性は健康の兆候で
あり、不規則な身体機能や不規則な習慣は不健康状
態をつのらせる」と述べ、人間の生活における規則
性にふれることで健康の維持に生体リズムが重要な
ことを指摘していた。事実、日本人を例に取ると、
夜の 10時に起きている人の割合は、1960年には
34％であったのに対して、1985年には 68％となっ
ている。すでに四半世紀前の値となったが、この時
点であっても、その 25年前との比較で逆転してい
ることになる。日本における経済の高度成長期をな
ぞるように人々の生活は一気に夜型となっていき、
それまでには知られることもなかった疾患などの
「不健康状態」が現れるようになってきた⑴。
　このような私たちの生活にも根づいた生体の周期
性は、その重要性からすると、人類のもつ歴史に比
べて、あまりに知られていない時期が長かったと言
わざるを得ない。歴史を紐解くと、始まりは古代の
ヒポクラテスであっても、その後は近世に至るま
で、生体リズムは主として、地球、月、太陽の動き
に操られて動くと信じられるのみで、生体内に固有
の時計があることは近代まで知られていなかった。
フランスの天文学者のド・メラン（de Marian）が
1729年になって生体リズムを初めて学問としてと
らえた。彼は、昼夜で変化するオジギソウの葉の開
閉に着目し、オジギソウを常に暗闇においても葉の
開閉が見られることを発見し、オジギソウの中に固
有の時計があるを示した。それから約 200年の間、
この研究成果はほとんど世間に知られることはな
かったのである。
　1950年代に入り、時間の概念をとりいれた医学
研究が盛んに行われるようになった。ハルバーグ
（Halberg）らによって、時間医学が体系化され「時
間生物学」という学問が確立された。1997年には、
日本のグループによって哺乳類における時計遺伝子
が発見され⑵、その後、約 10年間で生体リズムに
関する研究が急速に発展した。多くの研究は日内リ
ズム、すなわち概日リズムについてであり、分子・
細胞レベルでの研究が進み、約 24時間の周期性を
生みだす分子機構は解明されつつある。ごく最近で

は、このリズムを生み出す分子機構と病気を生み出
す分子機構の関連性を研究した報告が相次いでい
る。ヒポクラテスが約 2400年も前に記した生体の
規則性の重要性を再確認するかのように、リズムの
狂いが病気を引き起こすことが分子レベルから実証
されてきている。投薬においても時刻に依存した効
果の違いが重要視されており、時刻依存的な薬物動
態や薬物投与方法を研究する「時間薬理学」が発展
してきた。様々な研究成果からすでに、多くの医薬
品の添付文書などに投薬時刻の指示が記載されるよ
うになってきている。これらの情報と疾患発症の日
内リズムを鑑み、個々の病態に対して最も効果のあ
る時間帯を狙って投薬を行うことを「時間治療」ま
たは「時間薬物治療」という。
　本稿では、最新の知見を交えながら、生体リズム、
特に概日リズムの基礎について概説する。さらに、
時間薬理学の一端について触れ、疾患についての時
間治療の現状を述べ、今後の時間治療について展望
する。

第1章　生体のリズムを刻む「生物時計」

1. 1　様々なリズム
　現在、生体内の固有の時計がリズムを形成してい
るものとして認知されているのは、地球の自転によ
りもたらされる約 1日（概日）のリズム、月の公転
と地球の自転との関係がもたらす潮の満ち干き（概
潮汐；24.8時間）のリズム、月の満ち欠けによっ
てもたらされる約 1ヶ月（概月）のリズム、地球が
太陽の周りを公転することによる約 1年（概年）の
リズムなどである⑶。上記以外にも、体や生命現象
を現すリズムとして、様々な周期のリズムが存在す
る。大別して、概日リズムよりも短い周期をウルト
ラディアンリズム、長い周期をインフラディアンリ
ズムと呼ぶことがある。例えば、ヒトのレム睡眠出
現にみられるリズムは約 90分のウルトラディアン
リズムがあることが知られている。また、北米に生
息する周期ゼミと呼ばれるセミの発生は、17年周
期と 13年周期のインフラディアンリズムを刻む。
このように、生物は環境サイクルに対応した周期性
を様々な生理現象の中に示す。それらの多くは環境
への適応として獲得され、環境の変化を予測する重
要なはたらきを持つと考えられている。すなわち、
生理現象に示される周期性には、それぞれ意味があ
り、我々はこれらの周期性が持つ意味を適切に理解
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し、健康の維持や医療の進歩につなげていく必要が
ある。

1. 2　ヒトにおける生体機能の日内変動
　ヒトの様々な生体機能には日内変動が観察される
（図 1）。起床時の副腎皮質ホルモン（コルチゾール）
の急激な上昇により、我々は眠りから覚めて行動で
きるように身体の体制が整えられる⑷。睡眠時にお
ける副交感神経優位の状態から交感神経優位に傾き
活動的な一日が送れるようになるのである。内分泌
系機能、特に、脳の視床下部に起因するホルモンの
分泌は夜寝ている時間帯に活発になる。「寝る子は
育つ」とは生体リズムをうまく表現した慣用句であ
り、実際に図 1に示されているように成長ホルモン
の血中濃度は夜中の 2時から 4時頃にピークを迎
える⑸。その時間帯は本来睡眠を取るべき時間帯で、
睡眠を取らないとリズムがくずれ、成長ホルモンが
正しく分泌されないのである。一方、循環器系機能
は起床時における交感神経活動の活発化に対応して
機能が増大し、夕方に血圧や心拍数のピークを迎え
る⑹。循環器系疾患の発作は起床直後、もしくは夕
方に多いことが知られており、これらの循環器機能
の日内変動に起因する。コルチゾールや体温は明瞭
な日内変動を示すことから、ヒトの生体リズムを研
究する上での重要な指標として用いられている⑺。
細胞分裂にも日内変動があることが示されている
が、分裂のピークは臓器や組織の種類ごとに違いが
見られる⑻。

第2章　概日リズムの特性とメカニズム

2. 1　概日リズムの特性と測定法
　実際、図 1に示した生体機能の日内変動の中に
は、日内変動もしくは日内リズムと呼ばれるに過ぎ
ず、概日リズムと定義されないリズムも含まれる。
生体固有の時計によりそのリズムが形成されるか
は、昼夜で変化する気温や湿度などの環境因子や社
会スケジュールを排除して測定され、リズムが観察
されなければならない。生体機能が環境の周期的変
動に反応した結果生じるリズムを外因性リズムとい
い、周期的環境や活動レベルを 24時間一定に維持
した状態でも生じるリズムを内因性リズムという。
概日リズムは外因性リズムの側面も持ち合わせる
が、本体は内因性リズムである。
　さて、ヒトにおいて概日リズムが内因性リズムで
あるということを証明するためには、時間隔離実験
室と呼ばれる、時刻情報がなく、かつ、昼夜変化に
環境（気温、湿度、騒音、光など）が変化されない
部屋での生活を被験者に一定期間してもらい、その
睡眠リズムや体温リズムを測定する。図 2はその実
験結果を模式的に示したものである。時刻情報があ
る状態では睡眠と体温は頑強な 24時間のリズムを

図 1　生体機能の日内変動
文献［⑷─⑺，28，33─36］を参考にヒトの日内変動をもつ
生体機能についてまとめた。おおよそのピーク時刻を示し
ている。 図 2　ヒト睡眠覚醒と直腸温の自由継続リズム

被験者は 11日目から 20日目までの 10日間時間隔離状態に
置かれている。



60

早稲田大学高等研究所紀要　第 3号

示す。一方、時刻情報がない状態でも睡眠と体温は
24時間のリズムを持続するが、その周期は 24時間
から少し異なる周期を示す。このようなリズムを
「自由継続リズム」といい、その周期を「自由継続
周期」という。通常の照明下おけるヒトの自由継続
周期は平均 25.00時間であり、24時間より少し長
い⑼。すなわち、時間隔離実験室で長期間過ごした
被験者は、自分が過ごしていた時間（日数）よりも
外界の時間のほうが早く進んでおり、一種の“浦島
太郎”の状態になる。ヒトは実生活を送る上で、
25時間の内因性リズムを 24時間に補正するために
時計の針を毎日 1時間進める必要がある。このこと
をリズム同調といい、概日リズムを同調させる環境
因子を同調因子という。多くの生物にとって光が最
も強力な同調因子であるが、種によっては温度や気
圧、社会生活が同調因子になりうる。
　概日リズムの研究でよく用いられる哺乳動物にマ
ウスがあるが、自由継続周期は平均 23.36時間であ
り 24時間よりも短い。自由継続周期は種によって
異なることが知られており、自由継続周期が 24時
間に近いリズムをまとめて概日リズムと定義してい
る。マウスの概日リズム測定には、輪回し活動リズ
ムが用いられることが多く、測定はマウスがケージ
に設置された輪を回した回数をコンピューターに記
録させそれを処理する。図 3に実例を示してある
が、長期間比較的安定したリズムが測定される。実
験で用いるマウスは夜行性であり、明暗条件下で飼

育すると明期（昼にあたる時間帯）に休息し、暗期
（夜にあたる時間帯）に活動するリズムが測定され
る。実験室では温度・湿度などの環境因子を 24時
間一定に保ってあるので、マウスは光を同調因子と
して 24時間に同調しているといえる。このことを
「光同調」といい、ヒトも光を浴びることによって
リズムの同調が行われる。マウスを引き続き光の
まったくない状態（恒暗条件）に移すと、マウスの
活動リズムは 24時間よりも少し短い周期で自由継
続していく（図 3左）。老化に伴って自由継続周期
に変化があるものの、自由継続リズムは生涯続いて
いく⑽。

2. 2　時差ぼけと睡眠障害
　海外旅行等で日本とは時差のある国へ出かけた場
合、いわゆる時差ぼけを経験される方も多いであろ
う。図 3右では、マウスを明暗条件下で飼育し、擬
似的な時差ぼけ状態を構築するために明暗サイクル
を 6時間早めた光条件を設定している。図で示され
ているようにマウスの活動リズムは新しい明暗サイ
クルに完全に同調（再同調）するために 5日間程度
の時間を要している。ヒトにおいては、生体リズム
の種類や西向き、東向きによって再同調にかかる時
間はまちまちであるが、一般に再同調にかかる時間
は、1時間の時差を克服するには約 1日の時間を要
するとされている⑼，⑾。浅い眠りであるレム睡眠は
社会的な要因や疲れなどの影響を受けやすいので、

図 3　マウス輪回し活動の概日リズム
マウスの輪回し活動リズムの代表例をダブルプロットアクトグラム（一列に連続する 2日間の活動がプロットされて
いる）で示した。上部の黒いバーと灰色の網掛けは暗期を示す。左：16日間、明暗条件下（12:12）で飼育した後、
恒暗条件下へ移した。右：6日間、通常の明暗条件下で飼育した後、明暗サイクルを 6時間前進させた。マウスの輪
回し活動リズムは瞬時に新しい明暗サイクルに同調できていない。
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旅行に行ってすぐに現地の時間帯に対応した睡眠が
取れているとしても、ホルモンのリズムや深い眠り
の指標であるノンレム睡眠のリズムは必ずしも現地
の時間帯に同調していない。すなわち、瞬時には同
調することのできない概日リズムと睡眠覚醒リズム
とのリズムのずれが、昼間の眠気、倦怠感、食欲不
振などの時差ぼけ症状を引き起こしている。この位
相のずれを「内的脱同調」といい、時差ぼけにおい
ては、概日リズムが徐々に現地の昼夜サイクルに同
調し内的脱同調が解消される⑿。
　睡眠障害には様々なものが存在するが、ここでは
概日リズム機構の障害による睡眠障害について少し
触れることにする。睡眠相が通常の睡眠時間帯に比
べ著しく後退している状態が長期間続く、すなわ
ち、極端な遅寝遅起きの状態を「睡眠相後退症候群」
という⒀，⒁。例えば、毎日眠くなる時間帯が午前 4
時～5時で、覚醒する時間帯が午後 1時～2時と
いった具合である。通常の睡眠時間帯に合わせよう
とすると時差ぼけに似た症状が慢性的に出現し、社
会生活が困難になる。逆に、睡眠相前進症候群では、
極端な早寝早起きの状態を示す⒂。外界の明暗周期

と関係なく概日時計が作り出す自由継続リズムによ
る約 25時間の睡眠覚醒パターンを持続するのが非
24時間睡眠覚醒症候群である。不眠や覚醒障害の
症状を伴い、通常の社会生活が困難になる⒃。

2. 3　概日リズムの発振機構
　概日リズムを生みだす概日時計中枢は、哺乳類で
は脳の視床下部にある視交叉上核（Suprachiasmatic 
nucleus; SCN）に存在する（図 4）。SCNは網膜か
ら出る左右 2本の視神経が交叉する視交叉の直上
にある神経細胞が集まった 1対の核である。SCN
の位置は網膜から入る光情報を受けるのにとても都
合のよい場所にあることからも、哺乳類において光
が最も強力な同調因子であることが伺われる。SCN
に含まれる約 1万個の神経細胞が自律的に振動し
リズムを作り出している。それらのリズムは神経細
胞の電気活動で捉える事が出来る（図 4）。SCNに
おける神経細胞の電気的活動は昼に上昇し、夜に低
下するというリズムを持ち、恒暗条件においてもこ
れらのリズムは自由継続する⒄─⒆。この電気活動の
リズムはマウスのような夜行性動物でもヒトを含む

図 4　哺乳類の概日時計中枢の位置と神経活動リズム
左上：ヒト脳の正中矢状断面の模式図。概日時計中枢である視交叉上核（SCN）は視神経が交叉する視交叉の直上に
存在する。右上：マウス脳の前額断切片の写真。SCNは視交叉の直上に第 3脳室を境に左右で対をなしている。立
体的には直径が 0.3mm、長さが 0.6mm程度の卵に羽が生えたような形をした構造である。下：マウス SCNにおけ
る神経細胞の電気活動リズム。マウス SCNに慢性電極を植え込み（図右上の白矢印の位置）、自由拘束下で SCN電
気活動を記録した。SCNの神経活動は昼に高く、夜に低いリズムが観察される。
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昼行性動物でも昼に高く、夜に低いリズムを形成す
る⒇。さらに、近年の研究により、SCNにおけるこ
れらの細胞のリズムは十数種の時計遺伝子と呼ばれ
る遺伝子群によって生み出されていることが明らか
となった21（図 5左）。具体的には、転写因子であ
る CLOCKと BMAL1と呼ばれるタンパク質のヘ
テロ複合体によって Per, Cry遺伝子の転写が促進
され、この翻訳産物である PERおよび CRYタンパ
ク質が CLOCK-BMAL1ヘテロ複合体による転写を
抑制することで、Per, Cry遺伝子の転写が弱まる。
このように、時計遺伝子自らの転写産物が自身の遺
伝子の転写を抑制するネガティブフィードバック
ループが存在し、このループが 1周するのに約 24
時間かかることが概日時計の本体だと考えられてい
る。CLOCK-BMAL1により転写が促進される時計
遺伝子はその転写に高振幅の概日リズムが見られる
（図 5右）。また、このループを基本とする時計遺伝
子の転写翻訳ループは分子時計とも呼ばれ、実際
に、分子時計の破綻で概日リズムは消失する22。ヒ
トにおける時計遺伝子の突然変異も報告されてお
り、アメリカ合衆国のユタ州で見つかった“早寝早
起き”の家系からは、時計遺伝子の一つである
Per2遺伝子の一部分に変異が見つかった23。先に
SCNが概日時計の中枢であると述べたが、最近の
研究成果から、分子時計は全身の様々な器官・組織
に存在していることが分かり、SCNにある時計は
“主時計”もしくは“中枢時計”などと呼ばれ、そ

の他の器官・組織の時計を“末梢時計”というよう
になった。体内の全時計をオーケストラに例えるな
らば、SCNは全身の分子時計の働きを統制する指
揮者のような存在であると言える24。

第3章　時間薬理学と時間治療

3. 1　時間薬理学
　従来の医療現場では、個人のもつ器質や性状の違
いや病態の個人差を鑑みることなく、治験を通過し
た薬剤を使用することを担保にした一律な治療法が
用いられることが多かった。しかし、近年の分子生
物学の発展に伴い、その成果を医療分野へ適用する
動きがみられるようになった。これまでに医薬品の
薬効に関する個人差の情報が血液中の薬物濃度に関
するものが中心であったことに対して、個人の遺伝
的な性質に沿った治療法が必要であることが指摘さ
れてきているのである。これは、同じ薬物を用いた
場合であっても、個人の遺伝学的プロフィールに
従って薬物代謝酵素の活性などの薬物動態に関わる
メカニズムの差異が生じることが基盤となってい
る。このような背景により、近年の薬物治療には個
別化の大きな波が押し寄せ、いわゆる「オーダー
メード医療」や「テーラーメード医療」と呼ばれる、
患者個人の特性に適した医療を目指した投薬設計を
確立する方向で薬物治療が展開しようとしている。
　一方、遺伝的なプロファイルを待たずして、病態
や薬の効き方に日内変動があることを取りあげて薬

図 5　時計遺伝子の転写翻訳ループと発現リズム
左：CLOCK-BMAL1ヘテロ複合体は Per, Cry, Rev-erbなどの転写を促進する。転写・翻訳された PERおよび CRY
タンパク質は複合体を形成し、CLOCK-BMAL1による自身への転写促進作用を抑制する。このループが 1周するの
に約 24時間かかり、概日リズムを作り出している。右：マウス SCNにおける時計遺伝子 Per2発現リズム。マウス
を 4時間おきにサンプリングし、Per2遺伝子発現に対する発現量の測定を行った。写真は SCNを拡大したもので、
色が濃いほど Per2の発現高まっていることを示す。
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物治療を行う必要性を説いた「時間薬理学」の考え
方もその重要性を増してきている。これは、病気の
発症にまつわるメカニズムが生体内で受ける日内変
動や、薬物の薬理作用、薬物動態の日内変動をもと
にして、従来の薬物治療で頻用された「食後 30分
以内に服用」という「時間（時刻と時刻の「間隔」）」
のスケールで行うものを、「何時何分」という「時
刻」のスケールを適用した治療スケジュールに置き
かえるものである。薬物治療に“時刻のものさし”
を導入することによって、現時点でも、従来の薬物
治療に比べて治療効果の向上を期待できる疾患が複
数挙げられている。
　第 1章で述べたように、朝起きて夜寝るまで、そ
して寝ている間にも、体内では様々な生体機能が日
内変動しており、これが生体リズムを支えている。
これは、眠りから覚めて 1日の行動を始めるにあた
り、効率よく行動の変化に適応するようにホルモン
の分泌が行われ、1日の行動プロフィールに対応す
るように自律神経系の活動が調節されることからも
分かることである。このようなホルモン分泌や神経
活動の日内リズムと関連して、様々な疾患が日内リ
ズムを持っていることが知られている。例えば、喘
息発作による呼吸困難の増加は深夜から明け方にか
けてよく起こる。また、高血圧症の患者では、昼間
の時間帯に血圧が高くなるので、循環器系の発作の
危険度が上がる。喘息症状や高血圧のような循環器
疾患をはじめとして、高脂血症や内分泌疾患などで
は症状が悪化する時間帯が決まっており、投薬のタ
イミングを設定することが比較的容易である。この
ような疾患の時刻依存的な発症が明らかにされたこ
とにより、治療のために行う投薬の最良のタイミン
グも明らかにされてきている。たとえば、上に挙げ
た気管支喘息治療薬や高血圧症に対する降圧薬、高
脂血症治療薬や副腎皮質モルモン、そして消化性潰
瘍治療薬や利尿薬、睡眠薬などは、薬の添付文書に
も投薬のタイミングがすでに記載されているものが
ある。このような治療にまつわる“時間薬理学的”
感覚の進んでいる対象は、疾患の症状や関連する臓
器などの生理機能などに明確な日内リズムが認めら
れることや、投薬のタイミングを設定するための生
体内マーカーが明らかにされているものが該当す
る。この視点から、図 6には症状の発症に時刻依存
性が報告されている代表例をまとめた。ここから
は、この中から時間薬理の考え方を適用することが

望まれる疾患として、アレルギー性疾患と高血圧症
について取り上げ、具体的に述べる。

3. 2　時間治療の実際
1）アレルギー性疾患
　鼻炎や気管支喘息などはアレルギー性疾患の典型
的な症状とされる。そして、その症状は時刻に依存
して発現することが知られている。ここでは、私た
ちの日常生活で意識に上りやすい症状を呈するアレ
ルギー性疾患についてまとめる。
　アレルギー性疾患の中でも特に私たちの日常的に
意識されやすいものとしてアレルギー性鼻炎が挙げ
られる。アレルギー性鼻炎は、全国で 1,800万人か
ら 2,300万人が罹患しているとされる疾患で、現在
も患者数は増加しているという。分類では、通年性
と季節性に大きく分けられるが、「季節性」とはい
わゆる「花粉症」のことを指す。自覚症状として、
くしゃみ、鼻汁、鼻閉感を三大症状とし、その他に
鼻掻痒感、咳などを呈する25，26。症状の日内変動を
観察した報告では、統計学的に周期や振幅、頂点の
位相を求める手法であるコサイナー法を用いて評価
すると、午前 6時にピークをもつ日内リズムを有す
ることが明らかにされている。このリズムは、昼間
に活動して夜間に休息をとる一般的な生活パターン
をもつ者では、性別や年齢とは関係なく同様の性質
を示した27，28。アレルギー性鼻炎に対する薬物治療
は、生体内のヒスタミン関連物質のうちヒスタミン
H1受容体の拮抗薬（抗ヒスタミン薬）が用いられ
る。処方薬として頻用されるメキタジンを用いた報

図 6　疾患の日内変動
文献［28，31，37─43］を参考にヒトの日内変動をもつ疾患
についてまとめた。おおよそのピーク時刻を示している。
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告では、夜に服用するスケジュールの方が、朝に服
用するものよりも、鼻汁や鼻閉感、鼻掻痒感の改善
には効果的であった。そして、この服用タイミング
による違いは、朝の自覚症状が強いケースの方がよ
り際立っていた27。それぞれのタイミングでの治療
効果は、服用した用量に依存して大きくなったので
あるが、より効率的に症状を抑えるためには、服用
するタイミングも重要な要因である。特に、抗ヒス
タミン薬の場合は中枢神経系の抑制作用があり、そ
れが眠気などの副作用を引きおこすのであるが、服
用のタイミングを計ることにより、そのような副作
用も生じにくくなることが考えられる。
　抗ヒスタミン薬の効果を評価する際には、前腕の
皮内にヒスタミンを注射してできる皮膚紅斑をどの
程度抑えるかにより簡便に行うことが多い。発赤や
掻痒感を伴う皮膚反応の日内リズムを調べた報告で
は、ヒスタミンを皮下注射することで生じる紅斑と
膨張の大きさを定時毎に測定したところ、皮膚紅斑
の大きさは午後 11時にピークをもち午前 11時に
最も小さくなることが明らかになった28。このよう
なヒスタミンに対する感受性のリズムは、もともと
私たちがもっているものであり、日常生活でも夜遅
くなると皮膚に痒みを覚えたりすることがあるの
で、意識しやすいものである。このヒスタミン応答
に対して、抗ヒスタミン薬のシプロヘプタジンを用
いた報告では、朝 7時と夜 7時にそれぞれこの薬
を服用させた状態でヒスタミンによる皮膚紅斑テス
トを行っている。しかし、アレルギー性鼻炎に対す
るメキタジンの効果のような顕著な違いは観察され
なかった。その一方で、薬効の持続時間には大きな
差異がみられ、朝服用した場合では約 15時間で
あったのに対して夜服用では約 6時間であった。
　以上のように、アレルギー性疾患の治療において
は、症状発現の時刻依存性が他の疾患と比較して明
らかであるので、タイミングを鑑みた薬物治療が大
変有効となることが伺える。また、このような効果
の違いは、体内での薬物動態に大きく関わる可能性
があるので、薬効発現に対する生体の変化ばかりで
はなく、薬物分子の運命を辿ることも重要な視点で
ある。

2）高血圧症
　高血圧症は循環器系疾患では最も有病率が高く、
国民の三大死因である悪性新生物、心疾患、脳血管

疾患の多くに強く関係することから、その重要性も
多方面で訴えられている。統計では、日本人の血圧
は 1965年をピークとして下降しており、男女とも
各年齢層で血圧低下の傾向が認められるのである
が、境界域の高血圧を含めると中高年の半数以上が
罹っているとされる25。その原因の一つとして、血
圧管理に対する意識が低いことが挙げられ、本人の
自覚のないまま重篤な疾患を併発するケースが多
い。ここでは、このような「国民病」ともいえる高
血圧症を取りあげ、時間治療について展望する。
　高血圧症は、単体では本人に意識されるような病
状を呈することはあまりなく、心血管疾患である、
脳血管疾患、心疾患、腎疾患などの合併症が問題と
なる。これらの疾患は生命にかかわるケースも多く
重篤なものである。また、血圧の高さに応じて合併
症の罹患率やそれによる死亡率が増加することが知
られている。すなわち、高血圧の治療目的は、血圧
を下げることによって、これら重篤な合併症への罹
患を予防することにある。高血圧症の基準は年齢層
によって異なる。日本高血圧学会が作成する『高血
圧治療ガイドライン（JSH）』によると、患者の高
血圧を治療により降圧させる目標値を示している
が、収縮期血圧／拡張期血圧（mmHg）として表し
た場合、若年・中年者が 130/85であるのに対して、
高齢者では 140/90となる（この値は診療室で測定
した数値。各家庭で測定した場合はそれぞれ 5 
mmHgずつ小さい数値で提示している）29。一般的
に、血圧は昼間の活動時間に高く、夜間の睡眠時間
に低い傾向があるので、それを基準にすると血圧関
連疾患の見極めは容易にできるように感じる。例え
ば、高血圧症の患者では、睡眠時の血圧が覚醒時の
血圧と比較して明確な低下を示さないケースや、体
内の熱産生に関与する褐色細胞に腫瘍がある場合、
自律神経障害を伴う糖尿病などのように睡眠中の血
圧の方がむしろ高いケースが報告されている30。高
血圧治療の目的は高血圧に伴う合併症の予防である
ので、その候補となる症状についても様々な切り口
からの調査研究が進められてきている。特に時間生
物学の分野では、脳血管障害、狭心症、心筋梗塞な
どの発症が早朝から起床時にかけて起こりやすいこ
とが明らかとされている31。このような疾患は、早
朝に血圧が上昇し高血圧帯を示す場合に多いのであ
るが、これには一般的な血圧の日内変動（昼間に高
く夜間に低い）を示し起床前に急激に血圧が上昇す
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るケースと、夜間にも高血圧を示すケースとに分け
られる32。また、高齢者では、早朝から起床時にの
み高血圧を示すケースもあることなど、典型的では
ないケースも多く、実は症状を分類すると複雑であ
る。
　このようなことは、血圧という現象が環境因子か
らの様々な入力に対して影響を受けやすいことにも
起因しており、遺伝子の発現やその調節系により支
配される基本的な概日リズムによる大きな日内変動
のみが決定因子となるのではなく、外界からの入力
によるいくつかの変動因子の重要性を加味したモデ
ル系を確立する必要があることを示唆している。

おわりに

　本稿では、生体が示すリズムのうち約 24時間を
周期とする概日リズムに焦点を合わせて概説した。
概日リズムは、私たちが意識するかしないかに関わ
らず、身体の機能性を司る基本となるものであり生
体の恒常性維持に必要不可欠である。リズムの変調
は、すなわち身体機能の変調につながるといえる。
　近年の分子生物学研究の展開は広範におよび、生
物を形作る基本的な素子の構成から、人間の精神活
動、そして社会的なつながりに至るまで興味の範囲
を拡げている。生物を構成するシステムは実に複雑
であり、その全貌の理解には素子の組合せだけでは
充分とはいえない。しかし、概日リズムのような生
命の本質ともいえる生体機能については、細胞とい
う基本要素における“組合せの妙”を体現するかの
ごとく、素子同士が相互作用による調和を醸しだ
す。そして、それは現在の研究レベルにおいても観
察可能なものとなっている。これからも、遺伝子、
細胞、組織や臓器、そして個体といった様々な階層
での解析が進み、それぞれの知見を統合したレベル
縦断的な理解がなされていくのであろう。生体リズ
ムのしくみを調べる基礎研究が進むとともに、それ
を医療分野へ展開させた「時間治療」は、医療の個
別化が進む現代において重要性を増している。その
中核をなす「時間薬理学」を基盤とした薬物治療は、
実際に患者が対面する医療手法として私たちの日常
にも強く関わってくることになる。
　私たちの身体機能は常にゆらぎ、ある範囲内での
恒常性を保つ。「恒常性」は生理学の中核をなすも
のであり、生体がもつ周期性は、この基盤となる。
健常の範囲を少しでも越えてしまうと「病気」とな

るが、生体の恒常性は、健常な状態を「恒」とすべ
く、病気からの回復を図る。そして、その力価はリ
ズムの中で位相のどのステージにあるかによって左
右されるものである。医療行為は、このような身体
のフィードバックを補助するものであり、その効率
性を鑑みた場合、生体がもつ固有のリズムに依存し
た変調を考慮することが望ましい。時間薬理学は、
まだ未成熟の学問分野であるが、我々は基礎研究か
ら医療研究への橋渡し役として、時間薬理学におい
て「時間治療」の実現に向けた発展を強く望んでい
る。
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中国における「国家機関」の刑事責任について

はじめに

　2008年 8月に河北省石家荘市で起こった三鹿毒
ミルク事件および 2010年 5月に判決が下された、
中国で最大の家電販売会社と呼ばれる国美株式会社
の単位贈賄事件をはじめとする重大な害悪を及ぼし
た多数の事件を契機に、中国で単位犯罪の範囲、単
位犯罪事件における組織責任と個人責任の関係、単
位犯罪事件における共犯問題および単位に利益を図
るという目的の単位犯罪の構成要件における位置付
けなどの問題をめぐる議論は激しく再燃してい
る⑴。そのうち、もっとも注目されているのは、
2006年の新疆ウイグル自治区ウルムチ鉄道運輸中
級人民法院（日本でいう裁判所、以下、ウルムチ鉄
道中院という）収賄事件によって喚起された国家機
関の刑事責任問題である。この問題を分析し、かつ
それに答えるために、本稿は、まず、中国における
国家機関の範囲および近年の事例を紹介し、第二
に、国家機関の刑事責任をめぐる肯定論と否定論と
の論拠を総括して、筆者の立場を説明し、第三に、
司法機関の刑事責任を検討することとする。

1　国家機関の範囲と近年の事例

⑴　国家機関の範囲
　1997年に改正された中国の現行刑法典（以下、
97年刑法という）第 30条は、「会社、企業、事業
単位、機関または団体が社会に危害を及ぼす行為を
行った場合は、法律が単位犯罪と規定するときは、
刑事責任を負わなければならない」と規定してい
る。ここでいう「機関」とは、国家機関であると解
されるべきことに議論はないが、具体的にどの国家
機関が刑法第 30条においての「機関」に当たるか
をめぐって、広義論と狭義論との対立が存在してい
る。広義論によると、単位犯罪の主体に当たる国家
機関とは、国家予算を独立した活動経費とし、国家

管理および公共事務管理活動に従事する中央および
地方各級組織であり、主に国家行政機関、国家立法
機関、国家審判機関、国家検察機関、国家軍事機関
をさす。これに対して、狭義論は、刑法における国
家機関というものは、中央国家機関を除き、地方国
家行政機関に限られるべきであるとする⑵。
　私見では、「機関」を国家機関と解する以上、中
国憲法にしたがってその範囲を画すべきであろう。
現行憲法第 3章によると、国家機関というものに含
まれているのは、全国人民代表大会とその常務委員
会（第 57条）、国家主席（第 79条）、国務院（第
85条）、中央軍事委員会（第 93条）、地方各級人民
代表大会とその常務委員会（第 96条）、地方各級
人民政府（第 95条）、住民委員会と村民委員会（第
111条）、民族自治地方の自治機関（第 112条）、最
高人民法院（裁判所）と地方各級人民法院と軍事法
院とその他の専門人民法院（第 124条）、最高人民
検察院と地方各級人民検察院と軍事検察院とその他
の専門人民検察院（第 130条）がある。したがって、
上述の広義論が、原則として妥当だと思われる。
　しかしながら、全国人民代表大会とその常務委員
会、国家主席、中央軍事委員会および国務院は、中
華人民共和国を代表するものである。換言すれば、
それらのいずれも刑事責任を負わせることは、中華
人民共和国に対して刑事責任を追及することにな
る。ただし、国家の刑事責任は、諸外国において存
在していないのと同時に、「企業に対してなんらか
の措置をとることへの要求は、現在の国際法がまだ
企業に法的な責任を負わせていない場合、とりわけ
刑事上の責任を負わせていない場合にのみ、認めら
れる。企業の責任の領域のほか、国際刑事法の領域
においても、多くの文書が存在しているが、これら
のなかには企業に直接刑事責任を負わせるものは全
く存在しない。」⑶したがって、国家機関に刑事責任
を追及することができるとしても、国家主席および
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国務院などの国を代表する機関は、97年刑法第 30
条における『国家機関』を構成しないとすべきだと
思われる。
　なお、最高人民法院の『単位犯罪案件の処理にお
いて具体的に法を適用するうえでの若干の問題に関
する解釈』（1999年）第 2条によれば、個人が違法
な犯罪活動のために設立した企業、事業単位が犯罪
を実行したとき、又は単位の設立に乗じて犯罪の実
行をその重要な活動としたときは、単位犯罪として
処断しないということである。もう 1つの重要な点
は、最高人民法院の「全国法院の金融犯罪案件審理
に関する座談会紀要」（2001年）によれば、以下の
場合は、大きな単位の内部機関および支部によって
行われた刑法に違反する行為も、その単位による犯
罪として扱われることになり、すなわち、その内部
機関および支部が、自分の名義でもって罪を犯し、
かつ違法所得を自分の財産として持っていることで
ある。この解釈からすると、具体的国家機関そのも
のだけでなく、その所属部門およびそれに属する事
業単位も、97年刑法第 30条の定めている『機関』
として罰せられうる。例として、中国国務院の各部、
委員会および各部、委員会に所属する研究所などの
事業単位があげられる。

⑵　近年の事例
　単位刑事責任が 1987年に改正された『税関法』
を通じて中国刑事立法に導入されてから現在に至る
まで、実務では、国家機関を起訴し、または有罪と
した事件は、わずか数件である。例えば、1994年
5月、中国山東省乳山市商業局は、1988年 1月に
公布された「全人代常務委員会密輸の罪を処罰する
ことに関する補充規定」によって規定された密輸罪
で有罪とされて、その局長は死刑に処された⑷。も
う一つの例として、2000年 4月、中国黒竜江省慶
安県人民検察院は、97年刑法 387条によって定め
ている単位収賄罪で有罪とされて⑸、罰金に処され
たという事件があげられる⑹。現在における国家機
関の刑事責任をめぐる議論の呼び水は、2006年 7
月、ウルムチ鉄道中院が単位収賄罪で起訴された事
件である。検察院の起訴状によると、ウルムチ鉄道
中院は、2002年から 2005年までのおよそ 3年間、
慰謝料などの名目でいくつかの会社から 451万元
の賄賂を受け取ったのである⑺。
　第一次公判にあたって、被告単位の弁護人は、

97年刑法 30条の規定が司法機関の刑事責任を排除
していないものの、人民法院が有罪とされれば、そ
れは憲法によって与えられる裁判の役割を引き続き
果たせるのか、それに加えて、有罪とされた人民法
院は存置されるべきかまたは解散させられるべきか
と抗弁して、さらに立法機関が、97年刑法第 387
条における『国家機関』を解釈することによって明
確に国家管理職権を行使する政府などの機関および
司法機関をそれから排除すべきだと主張した⑻。さ
まざまな事情に配慮して、第一次公判後、公訴機関
は、その起訴状を変更して、被告人をウルムチ鉄道
中院から犯行に関与したその主要な主管者などの個
人に変更した。換言すれば、ウルムチ鉄道中院に対
する控訴を撤回したということになる⑼。

2　肯定論と否定論との対立

　上述のウルムチ鉄道中院事件について、現行憲法
および 97年刑法の規定によれば、国家機関に刑事
責任を負わせることができるとするのは一般的であ
る。例えば、中国社会科学院法学研究所劉仁文教授
は、「裁判所は、刑事事件の被告人とされることに
法律上の支障は存在していない。中国の刑法は、明
確に国有機関、国有会社、企業、事業組織および人
民団体が他人に財物を要求しまたは不法にこれを収
受する場合、単位収賄罪を構成すると規定してい
る。裁判所は、法によって規定されている国家機関
に当たるので、他の国家機関が刑事被告人とするこ
とができる限り、裁判所を含む司法機関は、法にし
たがって刑事責任を負うのは、当然のことであ
る」⑽と述べて、中国司法省研究室劉武俊准教授も、
「司法機関を刑事事件の被告人とすることは、めっ
たにないことであるが、それは法理的な根拠を欠く
ものではない。法の前には何人も平等であり、訴訟
手続の前には何人も平等である。自然人も法人も、
ここでいう『人』というものである。裁判所は、国
家審判機関という特殊な身分を持つからといって、
民事責任と刑事責任を含む法律責任を免れてはなら
ない。」⑾と評論した。しかしながら、理論的には、
国家機関に刑事責任を追及すべきか否かをめぐり、
否定論と肯定論とは対立している。

⑴　否定論の論拠
　否定論の論拠は、以下のように総括することがで
きる。第一に、国家機関に刑事責任を追及すること
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は理論的基礎を欠くことである。すなわち、「欧米
諸国の学者の論じてきた法人の本質というものは、
会社および企業に向けられるものである。それゆえ
欧米諸国の刑事立法の規定している法人犯罪は、会
社犯罪および企業犯罪に限定されている。中国が国
家機関を犯罪の主体としていることには、参照する
ことができる欧米圏における国家の理論が存在して
いない一方で、事前に十分な理論的研究を行わな
かったことによるのである。つまり、中国の刑法の
規定は、理論的な根拠を欠くといえるということで
ある。」⑿

　第二に、実務では、国家機関の刑事責任に関する
規定は、あまり執行されていないことである。例え
ば、「丹東、煙台、海南で起こった自動車密輸事件
においても、2006年のウルムチ鉄道法院事件にお
いても、国家機関は、刑事責任を問われなかったの
である。……国家機関が犯罪の主体を構成すること
ができるとの規定が、現在に至るまで実際に執行さ
れていないとの事実は、それの妥当性を考え直すべ
きであることを物語っている。」⒀

　第三に、国家機関は刑事制裁の結果を引き受けら
れないことである。すなわち、「97年刑法は、単位
犯罪に対する処罰として罰金のみを規定している。
国家機関の性質と他の単位のそれとの間に大きな相
違が存在しているとの事実からいうと、それを経済
的な処罰に処することがもたらす効果もずいぶん異
なるはずである。……国家機関の役割は、国家に正
常に機能を果たさせることおよび人民の根本的な利
益を保護することである。国家機関を経済的な処罰
に処することは、以上の機能を果たす能力を害する
と同時に、国家と人民の自らの利益に損害を及ぼ
す。国家機関に対する処罰は、国家にとって罰せら
れる機関への予算を増加しなければならないこと意
味する。換言すれば、国家にお金を右のポケットか
ら左のそれに移動させるにすぎない。したがって、
それは、実質的意義を有しないと同時に、処罰する
ことを通じて教育を行う目的を実現させられないば
かりか、国家機関の権威をも害する。」⒁

　第四に、外国の立法も、国家機関の刑事責任を認
めていないことである。「諸外国の立法から見れば、
英米圏における諸国は国家機関の刑事責任に関する
規定を設けていないし、ドイツは法人犯罪さえ認め
ていないし、フランスは法人犯罪を認めるが、明確
に国家機関は犯罪を構成できないと定めているし、

日本は行政刑法において法人犯罪を規定している
が、国家機関の刑事責任に関する規定を設けていな
い。法哲学からすると、行政権と司法権とは、同じ
レベルで存在しているわけであり、両者は、互いに
干渉してはならないとされる。司法機関が行政機関
を有罪とすることは、明らかに行政権への干渉であ
る。だからこそ、フランスと日本とは、国家機関の
刑事責任を否定している。この点には、参照する価
値がある。」⒂

　最後に、国家機関を犯罪の主体とするのは、憲政
上の難題を引き起こすことである。97年刑法によ
ると、国務院と最高人民法院と最高人民検察院等の
最高国家機関も犯罪の主体になれるのである。ただ
し、憲法によると、「関連する国家機関は、外国に
対して国家を代表するものであり、国内に対して国
家権力を運用して国家事務を管理しおよび司法権を
行使するものである。国家機関を犯罪の主体として
罰することは、それの担う機能とまったく符合しな
いと言わざるを得ないと同時に、国家機関と大衆と
を気詰まりな境地に陥れるに決まっている。地方国
家機関のみを犯罪の主体としても、これは極めて滑
稽である。ある地方の住民は、犯罪者とされた国家
機関の管理を認められるのか、犯罪者に法律を守る
公民を管理させるべきなのか、犯罪者はどのように
国家権力を行使するべきなのか。これは、憲政上の
難題を生じさせないのか。」⒃

⑵　肯定論の論拠
　上述の否定論の論拠に対して、肯定論の立場に
立っている論者は、以下の論拠をあげて否定論に反
論した。第一に、国家機関は、犯罪の主体としての
単位の特徴を有して持っていることである。97年
刑法の定める「単位」というものは、法律にした
がって設立され、一定の組織性を有し、独立した財
産と経費とを有し、自分の名義でもって社会活動に
従事することができ、権利を享有し義務を負う組織
である。中国の『民法通則』からすれば、法人格を
もつ国家機関には、以下の特徴がみられる。すなわ
ち、①法律にしたがって成立すること、②国家編制
にしたがって募集される構成員をもつこと、③配分
される国家資金を独立した経費としていること、④
法律にしたがって国家権力を行使し国家の役割を実
現させる活動に従事することである。このような事
実からすると、国家機関は、犯罪の主体としての「単
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位」の特徴を具備しているといえる。換言すれば、
それは、犯罪の主体を構成することができるという
ことになる⒄。
　第二に、「理論的にいえば、機関を犯罪の主体と
すべき理由は、二つある。一つは、機関は、常に正
しく国家の役割を果たすわけではないということで
ある。それは、それによって管轄される地方の利益
を保護するために、正常な軌道を逸脱しまたは法律
に違反して犯罪を実行するかもしれない。もう一つ
は、市場経済の下、外界の経済的な誘惑の影響によ
り、機関は、憲法と法律によって与えられた権力を
利用して金儲けをするために、犯罪を実行するかも
しれないということである。」⒅

　第三に、国家機関による犯罪行為は、確かに存在
していることである。すなわち、「総じて言えば、
機関の罪を犯す可能性が高くないとはいえ、その可
能性は客観的に存在している。実務において機関に
よる犯罪事件が極めて少ないとしても、法律が機関
を犯罪の主体として規定する必要はある。それに、
ある機関を処罰することは、他の機関に警戒心を高
め、自律を向上させることに役立つと思われる。」⒆ 
筆者も、上述のウルムチ鉄道中院事件が示すよう
に、司法機関を含む国家機関による犯罪の存在は、
否定できない事実だと思われる。

⑶　筆者の立場
　筆者は、肯定論が原則として妥当であって、さら
にその論拠として以下の三点の理由を加えることが
できると考える。第一に、欧米圏における諸国は、
国家機関の刑事責任を規定していないわけではない
ことである。例えば、「法人は罪を犯すことができ
ない」というローマの法諺を信じてきたフランス
は、国内での企業犯罪の危害に脅かされたため、
1992年に刑法典を修正することによって企業の刑
事責任を導入した⒇。改正された刑法典 121－ 2条
は、「国を除き、法人は、その計算により、その機
関またはその代表者によって行われた犯罪について
刑事責任を負う」と規定している。ここでいう「法
人」というものに含まれているのは、商事会社、民
事組合、営利・非営利法人および政治団体等の私法
上の法人だけでなく、公法上の法人もある。すなわ
ち、国以外の地方公共団体（市、州、県）は、刑事
責任を問われうる。実務中、制裁を受けるのは、主
として私人であるが、公法上の法人のいくつかも制

裁を受けることができる。例えば、遠足で子供が川
で溺死した事案について、市の責任を問うことがで
きたものである（T. corr .Grenoble 15 sept.1997）21。
イギリスも、2006年に『2007年企業致死罪法』
（Corporate Manslaughter and Corporate Homicide 
Act 2007）を公布し、企業致死罪の事件において、
企業処罰の範囲を判例法上の法人から会社、行政機
関、王室組織および労働組合等の組織にまで拡大し
た22。
　第二に、憲法は、明確に国家機関には刑事責任を
追及してはならないという禁止規定を設けていない
ことである。確かに、憲法の規定によれば、国家機
関は、法律にしたがってその機能を実現しなければ
ならないのである。例えば、憲法第 107条は、「県
級以上の地方各級人民政府は、法律の定める権限に
もとづいて、その行政区域内における経済、教育
……および計画出産その他の行政活動を管理し、決
定および命令を発布し、行政要員の任免、研修、考
課および賞罰を行う」と規定している。しかしなが
ら、これは、国家機関の刑事責任を禁止することを
意味しない。それに、中国の『民法通則』第三章は、
国家機関は、国有企業、事業体及び社会団体と同様
に、法人の一種であって、法律にしたがって活動を
行わなければならないとし、同法 49条は、明確に
「企業法人に以下に掲げる事由の一つがある場合、
企業が負う責任以外に、法定代表者に行政処分、罰
金を科すことができるほか、犯罪を構成する場合
は、法律により刑事責任を追及する。……⑥法律で
禁止されたその他の活動に従事して、国家の利益ま
たは社会公共の利益に損害を与えた場合」としてい
る。同様に法人格を有する国有企業と事業体が、国
家または社会に損害を及ぼした場合、刑事責任を負
わなければならないが、その場合は、国家機関には
それを負わせない理由は存在するのか。国家機関に
刑事責任を負わせることは、憲政上の難題をもたら
すとすれば、国有企業および全国総工会などの事業
体にそれを負わせるのは、同様の難題をもたらすと
もいうべきだと思われる。なぜかというと、中国で
は、国有企業、工会、青年連合会および婦女連合会
などの組織も、行政機関と同様に一部の国家機能を
果たしているものとみられ、それらの事業体に刑事
責任を追及することには争いはほとんどないとされ
ているからである。
　第三に、企業刑事責任の歴史からすると、外国に
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おいても中国においても、それを認めるか否か、さ
らにどこまで認めるかに関する選択は、理論的な決
断ではなく、主に企業に刑罰を適用することを通じ
て企業による違法行為を抑止するという政策目的に
よって決定されたものであるといえそうである23。
したがって、立法機関は、現存している国家機関に
よる犯罪行為を抑止することに刑事罰が必要だとす
れば、国家機関の刑事責任を認めることが、自然な
選択だと思われる。こういう事実からすると、上述
の否定論の「国家機関の刑事責任に関する規定は、
あまりに執行されていない」という論拠は、現在の
立法を否定する理由ではなく、逆に、将来的に適切
な設置をとってその規定を活用しなければならない
ことを示していると思われる。

3　司法機関の刑事責任

　国家機関の刑事責任に関する議論のうち、司法機
関の刑事責任は、最も激しく議論されている。上述
のウルムチ鉄道中院事件について、被告単位の弁護
人ばかりか、国家機関の刑事責任を支持する学者の
中にも、司法機関には刑事責任を追及しないほうが
よいという声は高い24。そこで、本稿は、もっと詳
しく司法機関の刑事責任を論ずることにしたい。
　筆者の知っている限り、確かに諸外国では司法機
関に刑事責任を追及することができない。ただし、
外国でいう司法機関というものは、裁判所のみをさ
すのに対して、中国では司法機関というものに含ま
れるのは、裁判所だけでなく、検察院も含まれる（憲
法第 124条及び第 130条）。他方で、分権制を採用
している諸国では、司法機関と立法機関と行政機関
との間に、相互独立・監督の関係が存在している。
例えば、アメリカ憲法では、立法、行政、司法権を
互いに分離された議会、大統領、裁判所に分属させ、
その相互間における様々な抑止均衡設置を定めてい
る。すなわち、「大統領をはじめ連邦の公職に在職
する者は議会議員となることができないが、大統領
は議会に対して立法勧告を行うととともに、議会の
可決した法律に対して承認又は拒否権の行使ができ
る。大統領の行う人事指名と条約締結については、
上院の承認が必要とされる。議会は、大統領その他
の職員に対し、下院による訴追、上院による裁判（大
統領の裁判では最高裁判所長官が議長となる）を行
う。裁判所は違憲審査を行い。他方、大統領は上院
の承認を得て裁判官を指名し、議会は裁判官の訴

追、弾劾裁判を行うとともに、裁判所の構成・管轄
等についての立法を行う。」25

　これに対して、中国では司法機関は決して独立し
たものではない。中国の根本的な政治システムは、
人民代表大会制であり、憲法第 3条第 3項の「国
家の行政機関、裁判機関および検察機関は、いずれ
も人民代表大会によって組織され、これに対して責
任を負い、その監督を受ける」との規定が示してい
るように、各級裁判所はそれを組織した人民代表大
会に対して責任を負わなければならないのである。
それに、司法機関は、執政党の指導を受けなければ
ならない。憲法の序言は、はっきり「中国諸民族人
民は、引き続き中国共産党の指導の下に、……社会
主義の諸制度を絶えず改善し、社会主義的民主主義
を発展させ、社会主義法制を健全化し……。（第 6
段落）」と規定している。中国共産党規約総綱も、
「中国共産党は人民を指導して、社会主義的民主を
発展させ、社会主義的法秩序の健全化をはかり、人
民民主独裁を強固なものにしていく。国政と社会の
事柄を管理し、経済と文化事業を管理する人民の権
利を確実に保障し、中国の社会主義制度を破壊しよ
うとたくらむ敵対分子や社会の安全にゆゆしい気概
をもたらす者に断固たる打撃を与えなければならな
い。（第 11段落）」と明記している。
　一言でいえば、現在における中国の立法からする
と、司法機関というものは、行政機関と同様に中国
共産党および人民代表大会の指導の下で一部の国家
管理機能を担当する組織にほかならない。米国、フ
ランスおよび日本などの国における司法機関に比べ
ると、それは、異なる機能を与えられ、異なる立場
に立っているといってよい。したがって、司法機関
は独立して裁判の役割を果たせない、かつ行政機関
と同様に扱われる限り、それに刑事責任を追及する
のは妥当でないとはいえないと思われる。しかしな
がら、現代社会における司法機関の役割に鑑み、中
国は、憲法に規定されている権力構造を再編し、司
法機関に独立して人権保護と法益保護を使命とする
裁判の機能を果たさせなければならないであろう。

おわりに

　以上、本稿は、中国における国家機関の刑事責任
をめぐる議論を総括し、かつ現在における論争に基
づいて国家機関の刑事責任を肯定すべき理由を論述
した。結論として言えば、刑事罰を通じて組織によ
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る犯行を抑止する政策目的および国家機関による犯
罪は存在している事実からすると、国家機関に刑事
責任を負わせることは、原則として妥当である。し
かしながら、国際法および諸外国の立法に照らし
て、全人代、国務院および国家主席などの国を代表
する機関には刑事責任を追及してはならないとすべ
きだと思われる。
　伝統的には、中国刑法理論は個人責任および道義
的責任に基づくものであり、単位刑事責任は、
1980年代に外国から輸入された政策的道具といっ
てもよい26。そこでは、単位犯罪および単位処罰に
関する理論は、中国でそれほど重視されていないと
されている。とはいえ、2000年以降、単位による
違法行為の増加および多数の大きな害悪を及ぼした
事件は、今後真剣に単位犯罪抑止に取り組まなけれ
ばならないことを物語っている。中国の現実を掘り
下げて単位犯罪の範囲、単位犯罪事件においての組
織責任と個人責任との関係および企業法令遵守計画
などの課題を研究し、そして合理的なアドバイスを
提出することは、われわれ研究者の責務ではなかろ
うか。本稿は、このような意識の下での一つの試み
である。

注
⑴　中国刑法における「単位」とは，社会活動の主体であ
る国家機関，団体，企業等の法人および法人でない組織
をいう。そこでは、中国における「単位犯罪」というも
のは、おおよそ日本でいう法人犯罪と英米国家でいう企
業犯罪に相当する。
⑵　馬克昌「機関不宜規定為単位犯罪的主体」人民検察 21
号（2007）5頁参照。
⑶　マルク・エゲルハルト（松田正照訳）「企業の国際的な
刑事責任」『企業と法創造』第 6巻第 3号（2010年）156
頁。
⑷　この事件について、馮軍「新刑法における単位犯罪」
西原春夫編『日中比較経済犯罪』（成文堂、2004年）230
頁以下参照。
⑸　97年刑法 387条は、「国家機関、国有会社、国有企業、
事業体又は人民団体が、他人に財物を要求しまたは不法
にこれを収受して、他人のために利益を図り、情状が重
い場合は、組織体に対して罰金を科するほか、その直接
責任を負う主管人員及びその他の直接責任は、5年以下の
懲役または拘留に処する」と規定している。
⑹　この事件について、朱建華「単位犯罪主体之質疑」現
代法学 30巻 1号（2008）91頁参照。

⑺　法制日報 2007年 3月 25日。
⑻　海峡都市報 2006年 7月 9日。
⑼　前掲注⑺。
⑽　前掲注⑻。
⑾　前掲注⑻。

⑿　馬克昌・前掲注⑵ 6頁。
⒀　馬克昌・前掲注⑵ 6頁。
⒁　左振傑「論国家機関不能成為犯罪主体」西安社会科学
第 26巻第 4号（2008）109頁。

⒂　贾凌＝曾粤兴「国家機関不応成為単位犯罪的主体」法
学 11号（2006）39頁。
⒃　朱建華・前掲注⑹ 90頁。
⒄　郭建華「国家機関応該成為犯罪主体」宜賓学院学報 2
号（2008）80頁以下。

⒅　張目「単位犯罪的理論与実務」中国刑事法雑誌 2号
（1998）17頁。
⒆　王良順『単位犯罪論』（中国人民公安大学出版社、2008
年）140頁。
⒇　See Leonard Orland and Charles Cachera (1995-1996) 

Corporate Crime and Punishment in France: Criminal 
Responsibility of Legal Entities under the New French Crim-
inal Code, 11 Conn. J. Int’l L. 111.
21　ジャン＝ポール・セレ（岡上雅美訳）「フランスにおけ
る法人の刑事責任の展開」企業と法創造 3巻 4号（2007）
37頁参照。

22　イギリス司法省のホームページ（http://www.justice.gov.
uk/publications/corporatemanslaughter2007.htm）参照。
23　各国の企業刑事責任の歴史について、See Osvaldo 

Vazquez, The History and Evolution of Corporate Criminal-
ity, Available at SSRN: http://ssrn.com/abstract=978883 
(2007), and Leonard Orland and Charles Cachera, supra note 
20.
24　前掲注⑻。
25　大森政輔、鎌田薫編『立法学講義』（商事法務、2006年）

403頁─ 404頁。
26　この点について、拙稿「中国における企業処罰：歴史、
現状およびその改革」企業と法創造第 6巻 2号（2009年）
346頁以下参照。
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1.  Introduction: endangered languages 
and language documentation

There are an estimated 6,900 languages spoken in the 
world today and at least half of them are under threat 
of extinction. This is mainly because speakers of 
smaller languages are switching to other larger lan-
guages for economic, social or political reasons, or 
because they feel ashamed of their ancestral language. 
The language can thus be lost in one or two genera-
tions, often to the great regret of their descendants. 

Over the past ten years a new field of study called 
“language documentation” has developed. Language 
documentation is concerned with the methods, tools, 
and theoretical bases for compiling a representative 
and lasting multipurpose record of languages. It has 
developed in response to the urgent need to make an 
enduring record of the world’s many endangered lan-
guages and to support speakers of these languages in 
their desire to maintain them. It is also fueled by 
developments in information and media technologies 
which make documentation and the preservation and 
dissemination of language materials possible in ways 
which could not previously be envisioned. The roles, 
needs and rights of language speakers and communi-
ties are also of central concern (http://www.hrelp.org/).

A number of the world’s famous universities have 
recently developed dedicated language documentation 
programmes and the supporting digital archives for 
preserving the data on endangered languages. A key 
role in these activities belongs to the Endangered Lan-
guages Documentation Programme (ELDP) of School 
of Oriental and African Studies (SOAS), University of 
London. ELDP was established in 2004 with a com-
mitment of £20 million from Arcadia Trust to 
document as many endangered languages as possible 

and to encourage the development of relevant skills 
across the world. Since then ELDP has offered up to 
£1 million in grants each year for the documentation 
of endangered languages across the world.

2.  Internet applications for endan-
gered languages: digital archiving 
vs. dissemination of digital materi-
als via the internet

ELDP works in close cooperation with the Endangered 
Languages Archive (ELAR) which is a state of the art 
digital endangered language archive which catalogues, 
stores and makes accessible the documentations and 
descriptions of endangered languages resulting from 
the work of research grantees, students and others. 
ELAR at SOAS now has language documentation 
materials on over 70 endangered languages throughout 
the world and is expecting materials from at least 80 
other ELDP-funded grantees; the present total data is 
about 8 TB in about 100,000 files including audio, 
video, transcriptions and other texts. ELAR aims to: 

• provide a safe long-term repository of language 
materials
• enable people to see what documentation has 

been created for a language  
• encourage international co-operation between 

researchers  
• provide advice and collaboration (http://www.

hrelp.org/archive/). 

Although, typically, a digital archive such as 
ELAR will provide World Wide Web access to a cata-
logue of materials (http://elar.soas.ac.uk/) and, where 
appropriate, access to materials themselves, it should 
be emphasized that archiving is generally an entirely 

Internet Applications for Endangered Languages: 
A Talking Dictionary of Ainu

Anna Bugaeva
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different process from dissemination of digital materi-
als, typically via the World Wide Web (=internet 
publication): 

• archived materials are typically more compre-
hensive than would normally be published on 
the World Wide Web  
• typically, web-based materials have no guaran-

tee of preservation  
• archives contain some materials that are not 

currently publishable due to sensitivities but 
may be important for future revitalisation of the 
language, or research of various kinds (http://
www.hrelp.org/documentation/whatisit/#11). 

In this paper, I will focus on my ELDP-funded project 
“Documentatation of the Saru dialect of Ainu” 
(2007-2009) IPF0128 (headed by A. Bugaeva) http://
www.hrelp.org/grants/ and particularly on “A talking 
dictionary of Ainu” as one of its major outcomes. 

3. Ainu: background and current state 

3.1. Genetic and dialectal profile 
The genetic affiliation of the Ainu language is 
unknown. In the past, the Ainu (the self-name mean-
ing ‘person’) occupied not only Hokkaido but also a 
considerable part of the Island of Honshu until the 
middle of the 18th century, the Kurile Islands until the 
beginning of the 20th century, the southern part of 
Sakhalin until the middle of the 20th century, and the 
southern part of Kamchatka. The three primary divi-
sions are geographically based, and distinguish 

between the dialects once spoken on Hokkaido, 
Sakhalin, and the Kurile Islands. Sakhalin and the 
Kuriles form part of the Russian Federation today, 
with Southern Hokkaido being the last autochthonous 
location of native speakers.  

The Hokkaido dialects can be roughly divided 
into Northeastern (Northern, Eastern, and Central) and 
Southwestern (Southern and Southwestern) groups, 
which are further subdivided into local sub-dialectal 
forms (see Hattori 1964:18). 

3.2. Sociolinguistic situation 
Ainu was a spoken language until the 1950s; now all 
the Ainu speak Japanese in everyday life. The exact 
number of the Ainu is unknown because questions 
about ethnicity are not included in the Japanese cen-
suses. According to the survey of actual living 
conditions of the Ainu held by Hokkaido Government, 
Department of Health and Welfare in 2006, the num-
ber of people on Hokkaido who identified themselves 
as Ainu was 23,782, which is probably only a half of 
the real number. There is also a considerable Ainu 
population on Honshu Island concentrating mainly in 
the Kanto area (about 10, 000); thus the overall num-
ber of ethnical Ainu in present-day Japan is likely to 
reach 100, 000. 

In the beginning of the 20th century, the Ainu 
experienced severe ethnic and linguistic repression 
from the state which led to the rapid abandonment of 
language and its eventual loss by succeeding genera-
tions of the Ainu. 

However, the attitude of many Ainu towards their 

Figure 1.　Map of Hokkaido. 
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native culture and language has changed to positive 
after the official adoption of “The Law for the Promo-
tion of the Ainu Culture and for the Dissemination and 
Advocacy for the Traditions of the Ainu and the Ainu 
Culture” (1997) and the official recognition of the 
Ainu as the indigenous population of Hokkaido 
(2008).  

Established in accordance with this law, was the 
Foundation for Research and Promotion of Ainu Cul-
ture which is, among other promotion activities, running 
fourteen Ainu language schools across Hokkaido in all 
regions with a high concentration of Ainu population 
and one school in Tokyo at the Ainu Cultural Center. 

3.3.  Previous description and research of 
Ainu

More than a century has passed since linguistic 
research of Ainu was begun, and this research has pro-
duced a few comprehensive dictionaries: Batchelor 
(1938), Chiri (1953, 1954 and 1962), Hattori (1964), 
Nakagawa (1995), Tamura (1996), and Kayano (1996), 
several Ainu grammars of Sakhalin (Murasaki 1979), 
Saru (Kindaichi 1931; Tamura 1988), Horobetsu (Chiri 
1936), Shizunai (Refsing 1986) and Chitose (Bugaeva 
2004; Satoo 2008) dialects and a few articles on some 
grammatical phenomena. Yet, none of those grammars 
is complete, as we are still at a rather early stage of 

Ainu research. 
Ainu was not a written language, but the Ainu 

folklore is extremely rich. Many Ainu texts were 
recorded by Japanese (K. Kindaichi, S. Tamura, K. 
Murasaki, H. Kirikae, H. Nakagawa, T. Satoo, O. 
Okuda and others), Ainu (Y. Chiri, M. Chiri, S. Kay-
ano), English (J. Batchelor), Danish (K. Refsing), and 
Russian (N.A. Nevskij, A. Bugaeva, M.M. Dobrotvor-
skij, B. Pilsudski - the last two of Polish origin) 
scholars in Latin, Cyrillic and Japanese (katakana) 
alphabets. In fact, Ainu is a relatively well-docu-
mented language to be compared with other 
endangered languages, however, it should be empha-
sized that very rarely are Ainu texts also accompanied 
by the audio files (the exceptions are Tamura (1984... 
2000), Kayano (1999), Bugaeva (2004) and some oth-
ers). Therefore, generally, there is a very strong 
demand for Ainu texts of a ‘new generation’, i.e. fully 
glossed and annotated texts with both Latin and 
katakana transcriptions of Ainu, Japanese and English 
translations and attached audio and video files.  

4.  ELDP-funded project “Documen-
tatation of the Saru dialect of Ainu” 
(2007-2009) IPF0128 (headed by 
A. Bugaeva) 

In my ELDP project I proposed to create a digital cor-

Figure 2.　Photograph of Mrs. Kimi Kimura (1900 -1988 ). 
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pus with an easy web-access to Ainu data for linguists 
and for the members of Ainu community who over the 
last few years, have been experiencing a new sense of 
self-identity and are now in the process of reviving 
their culture and language (http://www.hrelp.org/
grants/projects/index.php?projid=124).  

Within the project, firstly, I was concerned with 
the creation (in cooperation with Prof. Nakagawa, 
Chiba University) of a digital web-accessible corpus 
which will consist of the previously unpublished audio 
recordings of Ainu folktales (genres uweperker ‘pro-
saic folktale’ and kamuy yukar ‘divine epic’) of the 
Saru Ainu dialect (South Hokkaido) which Prof. Nak-
agawa personally recorded in 1977-1988 with a very 
talented speaker and story-teller, Mrs. Kimi Kimura 
(1900-1988, born at Penakori Village, upper district of 
the Saru River) whose proficiency in Ainu consider-
ably surpassed that of Japanese. The total recording 
time of the Ainu folktales (running text) to be depos-
ited at the digital archive is about 7 hours (Nakagawa 
and Bugaeva, forthcoming at http://lah.soas.ac.uk/
projects/ainu/). Importantly, the processing of these 
“old Ainu texts” would not have been possible without 
consultations with available native speakers of Ainu 
and it was probably our very last chance to produce an 
adequate reliable documentation of Ainu.  

Secondly, the project was aimed at collecting all 
possible kinds of “new Ainu texts” with all available 
speakers. Although it was possible to collect some 
new folktales, the collection of conversational Ainu 
data appeared to be problematic due to the geographi-

cal location, older age and poor health condition of 
speakers, which made me propose the following sub-
stantial changes in original documentation project. 

5.  Documentation with revitalization in 
mind:“A talking dictionary of Ainu”

5.1.  Origins, aims and primary assets of the 
project 

In November 2007, I attended the 11th annual Ainu 
speech contest at the town of Shiranuka, Hokkaido. 
Here, I experienced a high level of presentations in 
Ainu and a community passion for learning the lan-
guage, and at the same time recognized a very strong 
demand for Ainu conversational audio recordings 
because most previous Ainu documentation focused 
on recording folklore texts. For this reason, I decided 
to divert some funds from my ELDP project to support 
revitalization efforts through production of web-acces-
sible materials of conversational Ainu. This was 
supported with joint efforts by the members of the 
Ainu community.  

The aims were, firstly, to produce an easy-acces-
sible and easy-usable multimedia with audio materials 
of conversational Ainu in order to meet the actual 
needs of the community as a primary audience and, 
secondly, to additionally provide the linguistic com-
munity with the underrepresented conversational Ainu 
data that is accountable for further linguistic analysis. 
It is obvious that there are basic differences in the 
structure and degree of complexity between colloquial 
genres of Ainu and folklore, mainly poetic, genres of 

Figure 3.　Book Cover of Ainugo kaiwa jiten [Ainu conversational dictionary].   
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Ainu.  
As mentioned, collecting entirely new conversa-

tional Ainu data has been difficult, so I have selected 
an available written source as primary asset, namely 
Jinbo, K. and Kanazawa, S. (first edition: 1898) 
Ainugo kaiwa jiten [Ainu conversational dictionary]. 
Tokyo: Kinkoodoo Press (278 pp). 

The dictionary was compiled by Shoozaburoo 
Kanazawa a postgraduate in linguistic studies at Tokyo 
University, with the supervision of Prof. Kotora Jinbo, 
a geologist actively promoting research on the Ainu 
language. Kanazawa visited Hokkaido about four 
times between 1895 and 1897, for a total of 150 days. 
The dictionary was compiled by selecting only com-
monly used words. Prof. Kotora Jinbo writes: “I have 
read this book extensively and added some notes and 
suggestions, allowing me to add my name to the cover 
of this dictionary.” (Jinbo and Kanzawa 2001: 1) The 
dictionary contains 3,847 entries, i.e. conversational 
phrases or words, and most of them presumably 
belong to the Saru dialect. 

5.2.  Shortcomings of the primary asset of 
the project 

As the primary author Shoozaburoo Kanazawa notes, 
“there are many shortcomings. I was not able to spend 
much time in the editing process, and many word 
arrays are probably broken up. I eagerly expect correc-
tions which may be made later.” (Jinbo and Kanzawa 
2001: 1) Indeed, there are many transcription mistakes 
and misinterpretations, and the orthography of Ainu 

(with Latin alphabet) and Japanese is far too outdated. 
This makes this precious source on conversational 
Ainu absolutely incomprehensible for the Ainu com-
munity members. The dictionary style follows the 
German Meyer’s Sprachfuher, and functions as both a 
dictionary (Japanese translations are listed in the kana-
alphabetical order) and conversation phrase dictionary. 
When using as a conversation phrase dictionary, the 
user must find the topic of conversation from the 
index, however, it appears that half of the words are 
omitted from the Topical index. 

5.3. Actual tasks and workflow 
This project was started with the help of Mrs. Setsu 
Kurokawa (85), a good speaker of Saru dialect (Nuki-
betsu).  

Together, the following tasks were completed: 
-  Typing original content (Ainu and Japanese 

translations) of the dictionary into a database. 
-  Correcting original Latin transcriptions and 

translations and adding them to the database. 
-  Preparing katakana transcriptions of Ainu for 

community members and adding them to the 
database. 

- Making Ainu recording of the dictionary. 
-  Cutting the audio files cut into separate entries 

(3847 pieces). 
- Making English translations. 
-  Transcribing the recordings of Mrs. Setsu Kuro-

kawa as if they were completely new texts, since 
actual utterances deviated considerably from the 

Figure 4.　 Ainu fieldwork: Mrs Setsu Kurokawa (Ainu language consultant) and Anna Bugaeva (linguist). Hokkaido, 
Nukibetsu, 7  September 2008 .
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original dictionary: Mrs. Setsu Kurokawa often 
corrected mistakes in the original; see Figure 5, 
cf. ¥tx and ¥or-tx lines, note a grammatically 
correct obligatory use of the person-number ver-
bal cross-referencing prefix e= <2SG.S> in ¥tx 
and a use of the different interrogative particle 
hunak ‘where’ which are abscent in ¥or-tx. 

-  Transferring all the data from Excel into Tool-
box⑴, interlinearization and annotation of Mrs. 
Setsu Kurokawa’s recorded texts in Toolbox.  

-  Undertaking an additional fieldtrip for consult-
ing on the meanings of some unclear entries. 
Investigating the history of the dictionary com-
pilation. 

-  Assigning all entries to the preexisting Topical 
categories/subcategories and creating new Topi-
cal categories/subcategories. 

5.4. Evaluation and evolution of the project 
Key issues for developing multimedia included:  

-  the importance of input from community at all 
stages of the project and possible interim and 
final evaluation by the community members; 

-  the importance of hiring a programmer experi-
enced or willing to develop multimedia for 
endangered languages: inviting David Nathan 
(SOAS, University of London), a media pro-
grammer with a background in linguistics, to 
cooperate with the project; 

-  “do not attempt to make a significant multime-
dia product without a graphic designer.” (Nathan 
2004: 158) 

In the beginning, a tentative multimedia product 
“Ainu morning talk” which draws upon a piece of my  
Toolbox data and the respective audio recordings by 
Mrs. Setsu Kurokawa was prepared and presented to a 
group of Ainu community members studying Ainu.  

Strong positive reactions and valuable feedback, 
as well as kind words of encouragement, were 
received. Ainu community members suggested that I 
should also provide for Ainu phrases a word-to-word 
interpretation in Japanese, categorization of parts of 
speech and  modern Japanese translations. 

5.5. Outcome 
As an outcome of the ELDP project a web-accessible 
Ainu-Japanese-English conversational dictionary（A 
Talking Dictionary of Ainu: A New Version of 
Kanazawa’s Ainu Conversational dictionary『音声
付きアイヌ語辞典─新編　金澤版アイヌ語会話辞
典』） has been created in collaboration with Japanese 
co-editor Shiho Endo (Chiba University) and program-
mer David Nathan (ELAR director, SOAS, University 
of London) and with an art input of the Ainu commu-
nity, i.e. web-design by Tamami Kaizawa and 
photography by Koichi Kaizawa; released in June 
2010.

The Web dictionary has two possible views: 
Community View with katakana transcriptions of 
Ainu, a word-to-word interpretation in Japanese, cate-
gorization of parts of speech in Japanese and modern 
Japanese translations for the Ainu community as a 
major target audience and Linguist View with the 
information about morphemic boundaries, glosses, 

¥ref 2196 
¥or-ft-j  どこから來たか  Japanese translation as in Ainugo kaiwa jiten (original text used) 
¥or-tx Nak wa ek?  Ainu transcription in the Roman alphabet as in Ainugo kaiwa jiten (original text used) 
¥tx hunak  wa e= ek?  Ainu text by Setsu Kurokawa (Latin transcription) 
¥mb hunak wa e= ek  Morphological boundaries 
¥ge where from 2SG.S= come.SG  Morpheme-to-morpheme interpretation  
¥ps n.interr conj ppx vi  Categorization of parts of speech (English) 
¥ft-e Where did you come from?  English translation
¥kana  フナク　ワ　エ＝エク？ Ainu language (katakana transcription)  
¥wj   どこ  ～から  君は  来る  Word-to-word interpretation (Japanese) 
¥ps-j 【疑問】 【格助】 【人接】 【自】 Categorization of parts of speech (Japanese) 
¥ft-j   君はどこから来たの？  Modern Japanese translation 
¥tp-j   問答  Topic categorization (Japanese) 
¥sbtp-j   どこ  Sub-topic categorization (Japanese) 
¥tp-e   Question and Answer  Topic categorization (English) 
¥sbtp-e   Where  Sub-topic categorization (English) 

Figure 5.　An example of data in Toolbox. 
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Figure 6.　 A screenshot of the tentative multimedia product “Ainu morning talk” made by Anna Bugaeva and David 
Nathan at the Documentary Linguistics Workshop (Tokyo University of Foreign Studies, 9 -13  February 
2009 ) and its evaluation by a group of Ainu community members who attend advanced Ainu classes held 
by Prof. Nakagawa (Ainu Cultural Center in Tokyo, 28  February 2009 ).

Figure 7.　 Architecture of A Talking Dictionary of Ainu: A New Version of Kanazawa's Ainu Conversational dictionary
『音声付きアイヌ語辞典─新編　金澤版アイヌ語会話辞典』
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parts of speech and English translations for linguists, 
see Figure 8, cf. Figure 5. Almost all entries are 
accompanied by audio files recorded with the speaker 
of Ainu Mrs. Setsu Kurokawa. 

A Talking Dictionary of Ainu has been deposited 
to the archive (ELAR) for a safe long-term preserva-
tion (http://elar.soas.ac.uk/) and disseminated via the 
internet for enabling easy assess to the language mate-
rials by Ainu community and linguists (http://lah.soas.
ac.uk/projects/ainu/). 

In addition to the internet dissemination, we are 
also planning to publish with Hokkaido Kikaku Sentaa 

a paper edition of the dictionary with a CD-ROM to 
facilitate its use by those community members who 
live in remote areas and do not have internet access. 

The Ainu language materials will provide an 
important and irreplaceable resource in the future for 
Ainu community members who want to find out more 
about their heritage, and for linguists and other 
researchers who want to understand more about the 
diversity of human knowledge and experience.  

6. Concluding remarks 

-  The idea of “a talking dictionary” is not new (e.g. 

Figure 8.　 Screenshots of A Talking Dictionary of Ainu: A New Version of Kanazawa's Ainu Conversational dictionary 
『音声付きアイヌ語辞典─新編　金澤版アイヌ語会話辞典』(http://lah.soas.ac.uk/projects/ainu/)
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Hercus and Nathan 2002) since such dictionar-
ies have already been developed for some 
endangered languages of Australia⑵, Pacific⑶, 
North America⑷ and Asia⑸. However, it is defi-
nitely a first attempt of this kind for Ainu. 

-  The project emerged as a direct response to a 
strong demand for Ainu conversational materi-
als in the Ainu community which is now in the 
process of revitalizing its language and culture. 

-  “Multimedia projects are typically more time 
consuming and expensive than other activities” 
(Nathan 2004: 156). However, it was chosen 
here because multimedia provides the most 
effective way to mobilise language materials via 
the internet. In my paper, I have shown how a 
large-scale (3,847 entries) multimedia product 
may possibly be created in two years. 

-  Not only communality’s initiation but also its 
support and ongoing participation are important 
for the success of a community-oriented project. 

-  Working together with an Ainu language consul-
tant Mrs. Setsu Kurokawa, I was able to revise 
and give new life to old but very precious mate-
rials which were otherwise incomprehensible to 
a broad audience because of outdated transcrip-
tions and orthography in Japanese translations 
and because of numerous misinterpretations. 

-  The fact that Mrs.Setsu Kurokawa’s productive 
skills in Ainu considerably surpassed my expec-
tations proves that it is never too late to give 
your fieldwork another chance in the case of 
moribund languages! 

NOTE
⑴　Toolbox is a data management and analysis computer pro-

gram (software) for field linguists. It is especially useful for 
maintaining lexical data, and for parsing and interlinearizing 
text, but it can be used to manage virtually any kind of data. 
⑵　Yuwaalaraay at http://lah.soas.ac.uk/projects/gw/ 
⑶　Khinina-ang Bontok (Philippines): http://htq.minpaku.

ac.jp/databases/bontok/ 
⑷　http://www.nativeweb.org/resources/languages_linguistics/

native_american_languages/and especially Lenape (Dela-
ware, USA) http://www.talk-lenape.org/
⑸　Yami (Taiwan) at http://yamibow.cs.pu.edu.tw/
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はじめに

　古典論の世界では、物体の位置は一意に決めるこ
とができると考えられているが、量子論の世界で
は、物体の位置は確率的な重ね合わせとして表され
る。ヤングのスリット実験における光子のように、
異なる状態間での干渉が生じるなど、古典的には説
明のつかない現象が量子論に従って起こっている。
光子のようなミクロな対象ではなく、猫のようなマ
クロな物体でも同じことが起こるのか、というパラ
ドックスを示したのが有名な「シュレディンガーの
猫」である。マクロな物体は量子的な揺らぎよりも、
環境からの影響による熱的な揺らぎが大きく、量子
論的振る舞いを観測することは難しいが、近年の計
測技術の発展により、「マクロな物体の量子計測
（Macroscopic Quantum Measurement = MQM）」が
現実味を帯びてきた。光干渉計型重力波検出器は

10^-19メートル級の感度を実現し、キログラムス
ケールの鏡を量子状態に追い込むまで、あと 1桁ほ
どというところまで迫った。さらには、もっと小さ
な対象を量子状態に閉じ込める実験も各地で行なわ
れている。ピコグラムスケールからキログラムス
ケールまで、幅広い対象について、さまざまな手法
で研究が進められている。

　さまざまな実験の中でも期待が高いのが、1.8kg
の鏡を 20K度まで冷却して光干渉計を組む、CLIO
実験である。日本の第二世代低温重力波検出器
LCGTのプロトタイプである CLIOは、そのデザイ
ン感度を実現すれば、熱揺らぎを量子揺らぎの 2分
の 1程度まで下げることが可能であり、鏡の量子的
振る舞いを観測することができると考えられる。

　今回のワークショップは、東大宇宙線研を中心と

CLIO-MQMワークショップ報告（2010.5.24－25）
── マクロな物体の量子状態を観測する ──

宗　宮　健太郎

要　　旨
　マクロな物体の量子計測（MQM）を実現し、我々の住む古典的な世界が、電子や光子の存在する量子的
な世界とどう違うのか、その疑問を解明しようという試みが世界各地で行われている。日本の低温干渉計
CLIOは、その中でも大きなマスを用い、MQMを実現しようとしている研究である。今回、CLIOを中心
として世界 7カ国から先進的研究を遂行する科学者を集め、早稲田大学高等研でワークショップを開催し
た。とても有意義な議論が交わされた 2日間の模様をここに報告する。

Abstract
　To clarify the difference between classical objects like human beings and quantum objects like photon or elec-
tron is one of the most important themes in Quantum Mechanics. The first face-to-face workshop on this theme 
with people working for gravitational-wave detectors was held at the Waseda Institute for Advanced Study on 
May 24th and 25th and this is the report of the workshop.

CLIO-MQM Workshop
― Challenges to see quantum behavior of a macroscopic object―

Kentaro Somiya
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した CLIOの実験グループと、カリフォルニア工科
大を中心としたMQMの理論グループが中心とな
り、同じ目的をもつ研究者を世界各地から募って開
かれることとなったものである。私（宗宮）は両方
に所属し、理論実験両面で研究をしているものとし
て、発起人となり、ワークショップのコーディネー
ターを担当した。参加者は米国、ドイツ、ロシア、
フランス、オーストラリア、イギリス、日本の大学・
研究所から 33名となった。東大宇宙線研と早稲田
高等研の共催という形で、高等研大セミナー室にお
いて 5月 24、25日の 2日間に渡って行なわれた。
開催に際して、宇宙線研の菊地さん、高等研の宇山
さん、小松さん、須田さんには、招待講演者の手配
や会場の準備などで多大なご協力をいただいたの
で、感謝の意を表したい。

量子限界到達へ

　初日の午前は、小型鏡を用いて標準量子限界
（Standard Quantum Limit = SQL）到達を目指す実
験グループに、現状報告をしてもらい、問題点の認
識の共有と知見の交換を行なった。

Mapping the micro-oscillator experiments in 
the world K.Somiya（WIAS）

　ピコグラムスケールの NEMS（Nano-electrome-
chanical systems）からキログラムの鏡を用いる重
力波検出器まで、幅広いスケールの物体を対象に、
量子計測を目指す実験が行なわれている。量子計測
を阻む最大の要因は、振動子の熱揺らぎである。量
子計測を実現するには、精密測定による運動量の反

発が見えやすくなるよう、軽い物体を用いるのがよ
い。しかし図 1に示すように、熱揺らぎの指標とな
る Q値は物体が小さいほど低い、すなわち熱揺ら
ぎを導入しやすいということも分かっており、量子
計測のために最適な材質を見つけることが、実験成
功への大きなポイントとなる。また、振動子の共振
周波数が高いほど 1量子あたりのエネルギーが高
くなり、同じ熱エネルギーと比較した場合に量子数
（occupation number）が減るという利点がある。軽
量であるほど振動子の共振周波数は高くなる傾向に
あり、熱揺らぎの低さとともに重要な要素となる。
　重力波検出器タイプの量子計測実験では、測定対
象である鏡は振り子に吊られている。振り子は Q
値が 10^7ほどのファイバーでできているが、振り
子の復元力はファイバーの弾性より強い重力なの
で、Q値はさらに 100-1000倍になる。そのため振
り子の熱雑音は十分低くなり、量子計測を阻むのは
むしろ鏡の熱雑音ということになる。また、測定周
波数は振り子の共振より高い周波数で最適なものを
選ぶこととなる。
  このように軽量レジームと重量レジームは異な
る。ファイバーの太さの製造限界が 20ミクロン程
度だとすると、10gを境に振り子の利点はなくなっ
ていく。それより軽い測定対象については振動子の
冷却が必要となる。それより重い対象についても、
振り子の熱雑音は低くなるが、反射面の熱雑音など
が問題となり、量子計測は難しくなっていく。
  2010年 3月に UCSBから発表された論文で、
NEMSを用いて量子計測を実現した実験結果が報
告された。測定対象は極小のピエゾのドラムモード
で、ジョセフソン電流と結合させ、ピエゾの開閉と
いう 2状態の量子的重ね合わせを実現している。実
験の成功の大きなポイントはドラムモードという高
周波のモードを測定対象としたことで、板バネ型の
NEMS実験よりも occupation numberで数倍よい結
果を出した。ただし、重心位置を測っているわけで
はないので、得られる知見に条件がつく。UCSB以
外のグループとしては、彼らの実験から得られたも
のと得られないものを理解し、今後どのような実験
を進めていくべきかの戦略が必要となる。

Micro-oscillator experiment at NAO
 T. Mori（Univ of Tokyo）et al.

図 1　 様々な大きさの実験の紹介（左）と、対象のサイズ
とQ値の関係（右）。
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　三鷹の国立天文台では、第二世代重力波検出器の
感度を制限すると考えられている量子雑音について
研究するために、20mgの石英鏡を振り子に吊り、
量子的輻射圧雑音を測定する実験が行なわれてい
る。これまでに行なわれてきたMITや ANUの実
験が 1g、現在計画されている AEIの実験が 100g
の鏡を用いるので、20mgはそれらと比べてもかな
り小さい。SQLに到達するのは厳しいが、1kHzで
5倍ほどの余裕をもって、これまで誰も実現したこ
とのない量子的輻射圧雑音の観測が可能な設計と
なっている。デザイン感度に到達した後は、bal-
anced homodyne detectorを用いて量子非破壊計測を
行ない、1kHzで 6dBほど輻射圧雑音を軽減する予
定である。
　現在は振り子の Q値を測定している段階で、そ
れについてMITの Corbit博士から、真空に入れて
から数日間は Q値が徐々に上がっていくというコ
メントがあった。また、古典的な輻射圧による共振
器の角度不安定性についても議論が交わされた。

Nano-gram membrane experiment at AEI  
 K.Yamamoto（AEI）et al.

　ドイツのマックスプランク研究所（AEI）では、
シリコンでできた薄膜（メンブレーン）の量子計測
を目指して実験が行なわれている。メンブレーンは
1.5mm× 1.5mmの正方形で薄さは 75nmで、アク
チュエイターのついたフレームに貼られている。実
効的な質量は 100ngで、共振周波数は 75kHzであ
る。現在は Q値と共振周波数の測定が行なわれて
いる。メンブレーンのいくつかのモードが縮退する

ことや、共振器内パワーを変えるとメンブレーンの
共振周波数が変化することが検証された。
　また、この実験では、メンブレーンにハイパワー
を照射すると焼きついてしまうことが懸念されるた
め、マイケルソン干渉計とサニャック干渉計を組み
合わせ、パワーリサイクリングとシグナルリサイク
リングを導入した、独特な干渉計構造を採用してい
る。

10m interferometer at AEI
 S.Gossler（AEI）et al.

　ドイツのマックスプランク研究所（AEI）では、
10mの大型干渉計を用いて量子計測を目指す実験
も始まっている。測定対象は 100gの石英鏡である。
製造過程での許容値を加味して、先述した重量レ
ジームの最適解である 10gより少し重くしている。

図 2　 NAO実験で用いられている 20mgの石英鏡と石
英ファイバーの様子（森氏のスライドより）。

図 3　 AEI 実験では薄さ 75nmのメンブレーンを共振器
内に組み込み、その変位を測定している（山元博
士のスライドより）。

図 4　 AEI 10m実験で用いる巨大な真空槽の様子（ゴス
ラー博士のスライドより）。
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それでも常温では鏡の反射膜の熱雑音が SQLより
大きくなってしまうが、10m実験では、Khalili共
振器と呼ばれる技術を導入して熱雑音を軽減する。
これは 1枚の高反射率鏡の替わりに、反共振に制御
された光共振器を用いるというアイデアで、反射膜
の枚数を実質的に下げることで、熱雑音を軽減でき
る。デザイン感度を実現すれば、100Hz付近で
SQLの 1/3ほどまで古典雑音を下げることが可能
となる。

Laser cooling of a micro-resonator at LKB
   T.Briant（UPMC）et al.

　フランスのピエール &マリーキュリー大学
（UPMC）・カスラーブロッセル研究所（LKB）で
はさまざまな量子計測研究が進められてきた。
2006年には 100μ gの鏡を用いたレーザークーリ
ング実験が Nature誌に発表されている。その後、
cryogenicシステムを導入し、鏡の熱雑音の低下を
確認している。最近では、振動子の共振を隣の縦
モードの空間高次モード周波数に合わせることで、
高い精度のレーザークーリングを実現する実験、熱
雑音の低い特殊構造の振動子の開発、格子状に孔を
空けた高反射率メンブレーンの開発などを行なって
いる。

MQM理論

　初日の午後は、SQL到達後にどうやって量子計
測を行なうか、などの疑問に答えるべく、理論研究
グループに分かりやすく解説してもらうとともに、

最新の研究内容を紹介してもらった。

Macroscopic Quantum Mechanics in Opto-
mechanical Devices H.Miao（UWA）

　Miao氏には、量子力学の基本的なレビューを含
め、MQMに関する 1時間半のレクチャーをしても
らった。
　マクロな物体の量子状態は preparationステージ
と verificationステージの 2段階に分けて行なわれ
る。マクロな物体は熱的に励起された状態にあり、
測定によって量子状態を回復しなければならない。
計算してみると、古典雑音レベルが SQLより低い
周波数があることが、量子状態回復の条件となり、
その周波数帯に合わせてフィルターを設計すること
になる。これが preparationステージである。次に、
用意した状態が量子的であることを証明しなければ
ならない。Preparationステージ完了時点で測定対

図 5　 ALKBのマイクロ振動子の様子（Briant 博士のス
ライドより）

図 6　 筒の中身が円かドルかという量子的重ね合わせを
理論的に説明（Miao 氏のスライドより）

図 7　 Verification ステージでブッシュ前米国大統領を
復元する様子（Miao 氏のスライドより）。
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象をリリースし、位置 xと運動量 pの covariance 
matrixを実験的に求める。これが verificationステー
ジである。
　古典雑音が存在しない場合、回復した状態は純粋
状態と呼ばれる完全な量子状態になり、古典雑音が
あると混合状態になり、それが SQLより大きいと
ほぼ古典状態となる。熱力学的に説明すれば、振動
子が常温の環境とおよそ絶対零度の光とエネルギー
の交換をしているということで、光との相互作用が
強いほど、振動子の温度は下がり、量子状態に近づ
くということである。
　Preparationステージと verificationステージの間
に時間をおき、回復した量子状態の振る舞いを見る
と、徐々に古典状態へと遷移していくのが分かる。
これを熱的デコヒーレンスと呼ぶ。振動子の周波数
や古典雑音のスペクトルによってデコヒーレンスの
速さが異なる。また、ダークフリンジにロックした
Michelson干渉計で、2つのエンドミラーの同相と
差動の動きを測定して量子状態を回復すると、エン
ドミラーの位置は量子的にエンタングルした状態に
あることになる。エンタングルの度合いを測ること
により、系がどれだけ量子的なのかを知ることがで
きる。

Towards mechanical non-Gaussian states 
with optical interferometers 
 S.Danilishin（Moscow State）et al.

　線形系において量子ガウス状態を復元しても、そ
の振る舞いは統計論に従う古典的な振る舞いとあま
り変わらない。量子状態特有の振る舞いを見るため

には、やはり非線形系あるいは非ガウス状態を用意
する必要がある。フォック状態のような、負のヴィ
グナー分布を含む状態を作り出すことで、その条件
を満たすことができる。フォック状態は 1光子と鏡
を相互作用させることで作り出せるが、相互作用時
間が長くなければならない。高いフィネスの共振器
を組み、軽くて共振周波数の低い対象を測定するこ
とが必要になる。例えばメンブレーンを用いるとし
て、重さが 50ng、共振周波数が 100kHzであるので、
非線形性を確認するのに必要なフィネスは 10^8の
オーダーになる。1光子を用いる代わりに、周波数
依存性のあるスクイーズ場を入射することでも、
フォック状態を生成することが可能である。MIT
で開発しているポンデロモーティブスクイーザーが
有望である。

Up-converter regime in MQM experiments  
 F.Khalili（Moscow State）

　これまでMQMの手法は、測定対象の情報を取
得し、最適フィルターを用いて量子状態を復元、そ
の後、測定対象が本当に量子状態にあるのかを、反
復的な測定で確認するものであった。ファンシーな
量子状態を作り出すには、測定対象を非線形系に組
み込む必要があった。ここで提案するのは、スロッ
シングを用いる手法で、ファンシーな量子状態は光
学的に用意し、それを測定対象にコピーするという
ものである。この手法はマイクロ波を用いて UCSB
の実験でも採用されている。ここでは、AEIのメン
ブレーン実験でスロッシングを用いることを想定
し、基底状態以下に冷却できることを示す。スロッ

図 8　 Non-Gaussian 状態（Danilishin 助教授のスライ
ドより）。

図 9　 量子状態のスロッシング（Khalili 教授のスライ
ドより）。
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シングはこのような機械的スクイーズ状態の実現だ
けでなく、量子メモリーや量子テレポーテーション
にも応用することができる。

重力波検出器開発とMQM研究

　2日目は、重力波検出器開発に近い立場で量子計
測研究を行なっている人たちに、研究内容を報告し
てもらった。MITの研究グループは、米国の重力
波検出器 LIGOのサイエンスコラボレーションに
おいて、量子雑音研究の先駆け的存在である。
CLIOは、低温の振り子型測定装置という、最先端
の技術を搭載した干渉計で、量子計測の分野でも注
目されている。そして最後に、カルテクMQM理
論研究グループのトップである Chen助教授に今後
の展望を語ってもらった。

Squeezing and radiation pressure experi-
ments at MIT T.Corbitt（MIT）et al.

　MITグループでは LIGOのサポートもあり、量
子雑音および量子計測に関する様々な実験が遂行さ
れてきた。
　図 10の上段は、LIGO本体を用いたレーザークー
リング実験の様子を示している。LIGOでもっとも
感度がよい 140Hz付近がユニティゲインとなるよ
うに制御系を組み、そこでの位相余裕を変化させる
と、バーチャルな振動子が実現できる。実効的な温
度に換算すると 1.4μ Kまで冷却できていること
が分かる。量子数を計算すると 200ほどである。
　図 10の中段は、MITで行なわれている 1g鏡を
用いた干渉計である。この干渉計では、二重光バネ
によるシステムの安定化実験や、負の g-factorを導
入した角度不安定性の解決など、第二世代重力波検
出器で有用な技術が多く開発されてきた。現在は、
懸架系の改良を行っており、感度は量子的輻射圧雑
音の測定まであと数倍というところまで来ている。
感度を制限しているのは、ファイバーを接着してい
る接着剤の熱揺らぎで、理論予測に合致したきれい
な熱雑音のスペクトルが確認されている。
　図 10の下段は、SQL到達を目標に新しく作成し
たマイクロ振動子実験の様子である。共振周波数は
250Hzと低く、光バネで共振を持ち上げるという、
第二世代重力波検出器と同様のレジームを採用でき
るよう設計されている。

CLIO Experiments and Reconstruction for 
MQM   S.Miyoki（ICRR）et al.

　CLIOは、日本の第二世代重力波検出器 LCGTの
プロトタイプである。常温における感度は、懸架系
および鏡の熱雑音で制限されるレベルに到達し、冷
凍機を用いた低温化により熱雑音が低減することを
確認、LCGTのプロトタイプとしての役割を果たす
ことができた。次なる目標は SQLへの到達である。

図 10　 MIT グループで行なわれた様々な実験の様子
（Corbitt 氏のスライドより）。
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そのために、以下のような改善策を実行する予定で
ある。まず現在は 4つある鏡のうち 2つだけが冷
却されているが、これを全ての鏡で実行する。次に、
現在はアルミのファイバーで吊られているが、これ
をサファイアファイバーに交換する。また、ショッ
トノイズを下げるために、光を分割してフォトデテ
クタを複数用いる。さらに、SQLを下げるため、
現在 1.8kgであるサファイア鏡を 200gのものに交
換する。これらの改善策を施せば、SQLに到達す
ることができると考えられる。

After we reached the SQL
 Y.Chen（Caltech）.

　重力波検出器とMQMは、目標は異なるものの、
その実現へ向けて同じような手法を用いることが多
い。第二世代重力波検出器で導入される光バネは、
重力波信号の増幅を目的としているが、MQMでは
テストマスのトラッピングとクーリングのために重
要な役割を担う。量子非破壊計測は、重力波では周
波数ドメインで感度向上のために導入され、MQM
では時間ドメインで量子状態のトモグラフィを得る
ために用いられる。感度向上のために協力して努力
していくことが重要である。
　MQM研究で何が分かるのであろうか。まずはハ
イゼンベルグの不確定性原理の検証、そして量子的
エンタングルメント状態の生成と検証。さらなるト
ピックとしては、まだ推測の域を出ないと前置きし
た上で、重力デコヒーレンスの検証が挙げられる。
異なる状態間で重力子がやりとりされ、波動関数が

収縮するというペンローズの仮説である。さらに、
シュレディンガーの猫状態のような、極度に非ガウ
ス状態を生成し、量子的振る舞いを検証することに
ついても、研究を進めていく。

最後に

　2日間のワークショップは盛況のうちに幕を閉じ
た。学会のように発表をメインにするよりも、ディ
スカッションに重点を置こうということで、発表後
に 10～30分とかなり長めの質疑時間をとったが、
それでも時間が足りなくなるほど議論が盛り上がっ
た。今回は京都で行なわれた重力波国際学会
GWADWと時期を合わせることで、多数の研究者
の参加が実現できた。次回はまた GWADWの開催
に合わせて 2年後くらいにやろう、ということで意
見がまとまり、解散となった。

図 11　 現在のCLIO の感度と、鏡を軽量化した場合の
予想感度（三代木博士のスライドより）。

図 12　 量子状態のトモグラフィ（上段）と重力デコヒー
レンスに関する考察（下段）（Chen 助教授のス
ライドより）。
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【参加者リスト】
Yanbei Chen（Caltech）
Farid Khalili（Moscow State University）
Stefan Danilishin（Moscow State University）
Haixing Miao（University of Western Australia）
Thomas Corbitt（MIT）
Stefan Gossler（AEI Hannover）
Kazuhiro Yamamoto（AEI Hannover）
Tristan Briant（Universit? Pierre et Marie Curie）
Koji Arai（Caltech）
Andreas Freise（University of Birmingham）
Stefan Hild（University of Glasgow）

Chunnong Zhao（University of Western Australia）
Warren Johnson（Louisiana State University）
Shihori Sakata（OCA）; Skypeによるリモート参加
Seiji Kawamura（NAOJ）
Stefan Ballmer（NAOJ）
Ryutaro Takahashi（NAOJ）
Kazuhiro Agatsuma（NAOJ）
Norikatsu Mio（Univ. of Tokyo, Frontier Sciences）
Noriaki Ohmae（Univ. of Tokyo, Frontier Sciences）
Takumi Mori（Univ. of Tokyo, Frontier Sciences）
Yoichi Aso（University of Tokyo）
Nobuyuki Matsumoto（University of Tokyo）
Yuta Michimura（University of Tokyo）
Erina Nishida（Ochanomizu University）
Toshikazu Suzuki（KEK）
Atsushi Nishizawa（University of Kyoto）
Akio Hosoya（Tokyo Institute of Technology）
Yuki Susa（Tokyo Institute of Technology）
Masatake Ohashi（ICRR）
Shinji Miyoki（ICRR）
Takashi Uchiyama（ICRR）
Osamu Miyakawa（ICRR）
Kentaro Somiya（WIAS）       ※順不同です

図 13　ワークショップホームページ。
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の
大
乗
院
経
覚
の
奈
良
没
落
以
後
、
十
六
歳
で
院
務
を
握
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
に
は
初
度
の
別
当
に
就
任
す
る
が
、
こ

の
頃
か
ら
「
寺
務
方
諸
廻
請
」
と
題
し
た
詳
細
な
記
録
を
つ
け
は
じ
め
、
別
当
退
任
後
に

は
「
寺
社
雑
事
記
」
と
題
し
た
記
録
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た３
。

　

そ
の
尋
尊
が
は
じ
め
て
直
に
神
木
動
座
を
目
に
し
た
の
は
、
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）

の
移
殿
動
座
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
は
尋
尊
が
本
格
的
に
記
録
を
付
け
始
め
る
前

で
あ
っ
た
た
め
か
、
詳
細
な
記
録
を
残
し
た
形
跡
は
な
い
。
次
に
神
木
動
座
を
目
に
し
た

の
が
、
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
の
移
殿
動
座
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
十
二
月
二
十
四
日

に
神
木
動
座
に
及
ん
で
以
降
、
翌
年
四
月
十
三
日
に
帰
座
す
る
ま
で
、
神
木
は
移
殿
に
鎮

座
し
続
け
た
。
こ
の
時
に
は
尋
尊
も
先
例
に
関
心
を
持
っ
た
よ
う
で
、「
寺
社
雑
事
記
」

で
も
「
在
家
立
松
等
事
、
貞
治
御
動
座
等
無
之４
、」
と
い
う
よ
う
な
先
例
の
調
査
を
前
提

と
し
た
記
事
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
類
聚
」
の
成
立
し
た
寛
正
五
年
五
月
は
こ
の
帰

座
の
直
後
に
あ
た
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
す
る
と
、「
類
聚
」
は
興
福
寺
の
要
職
に
就
い
て
記
録
を
詳
細
に
つ
け

は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
尋
尊
が
、
寛
正
四
年
か
ら
五
年
の
神
木
動
座
に
接
し
て
そ
の
先

例
を
調
べ
た
際
に
披
見
し
た
諸
記
録
な
ど
を
も
と
に
神
木
動
座
の
先
例
を
整
理
し
た
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2
、「
類
聚
」
の
史
料
と
し
て
の
特
質

　
「
類
聚
」
の
史
料
的
な
特
色
と
し
て
は
以
下
の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
第
一
の
特
色
は
、
中
世
興
福
寺
の
強
訴
を
通
時
的
に
見
渡
せ
る
点
で
あ
る
。
興
福

寺
の
旧
蔵
史
料
に
は
、「
類
聚
」
以
外
に
も
強
訴
の
事
例
を
収
集
整
理
し
た
史
料
と
し
て

「
神
木
動
座
之
記
」
一
〜
四
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
、
請
求
番
号
古
二
三
│
三

八
〇
│
一
〜
四
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
主
に
中
世
前
期
の
事
例
を
集
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
尋
尊
は
院
家
に
残
さ
れ
た
記
録
な
ど
を
基
に
し
た
年
代
記
「
大
乗
院
日
記
目

録
」
を
ま
と
め
て
い
る
が
、
こ
の
記
録
で
は
中
世
前
期
の
強
訴
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
記

載
が
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
公
家
側
に
目
を
転
じ
る
と
、
朝
廷
へ
の
先
例
勘
進
を
職
務
と

す
る
外
記
を
多
数
輩
出
し
た
中
原
氏
の
記
録
に
お
い
て
、
朝
廷
へ
の
強
訴
に
関
す
る
先
例

注
進
や
私
的
な
先
例
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
記
事
を
見
出
せ
る
。
し
か
し
、『
師
守
記
』

や
『
康
富
記
』
で
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
木
津
遷
座
時
の
議
定
の
例
、
入
洛
の
例

な
ど
、
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
で
限
界
を

有
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、「
類
聚
」
は
興
福
寺
に
よ
る
中
世
の
強
訴
事
例
を
収
集
・
整

理
し
た
現
存
の
記
録
と
し
て
最
も
詳
細
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、「
類

聚
」
は
『
大
日
本
史
料
』
に
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
特
色
か
ら
す

る
と
、
一
括
し
て
掲
載
す
る
こ
と
に
こ
そ
大
き
な
意
味
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

　

第
二
の
特
色
は
、
中
世
後
期
に
お
け
る
強
訴
記
事
の
厚
さ
と
い
う
点
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
先
ほ
ど
、
事
例
の
網
羅
と
い
う
点
で
「
類
聚
」
の
特
色
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
と
述
べ
た
が
、
興
福
寺
の
外
に
目
を
移
す
と
、
強
訴
の
事
例
を
網
羅
し
た
史
料
と
し
て
、

「
当
社
御
遷
坐
御
進
発
御
入
洛
御
帰
坐
代
々
日
記
」（
大
宮
文
書
）、「
古
今
最
要
抄
第
六　

神
木
御
入
洛
并
御
遷
座
事
」（
春
日
大
社
史
料
）
の
存
在
が
勝
野
隆
信
氏
に
よ
っ
て
す
で

に
指
摘
さ
れ
て
い
る５
。
こ
の
内
、
特
に
「
当
社
御
遷
坐
御
進
発
御
入
洛
御
帰
坐
代
々
日
記
」

は
事
例
の
網
羅
と
い
う
点
で
は
突
出
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、
そ
の
記
事
の
内
容
は
動

座
・
帰
座
の
年
月
日
、
動
座
当
時
の
寺
務
（
別
当
）
名
、
主
な
訴
訟
事
項
な
ど
に
限
定
さ

れ
、
簡
潔
で
あ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
類
聚
」
は
特
に
中
世
後
期
の

記
事
が
き
わ
め
て
詳
細
で
あ
る
点
に
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、「
類
聚
」
は
事
例
の
網
羅
性
と
記
事
の
内
容
の
厚
さ
を
兼
ね
備
え
て

い
る
点
に
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
中
世
興
福
寺
に
よ
る
強
訴
の
歴
史
を
読
み
解
く

上
で
、
ひ
い
て
は
中
世
を
通
じ
た
興
福
寺
と
国
家
と
の
関
係
を
見
通
す
上
で
、
極
め
て
重

要
な
意
味
を
持
つ
史
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

註（1
）　
『
日
本
史
大
事
典
』
第
三
巻
（
平
凡
社　

一
九
九
三
年
）「
強
訴
」（
永
村
眞
氏
執
筆
）
な
ど
参
照
。

（
2
）　

春
日
神
木
の
動
座
・
入
洛
に
つ
い
て
は
勝
野
隆
信
『
僧
兵
』（
至
文
堂　

一
九
五
五
）
な
ど
参
照
。

（
3
）　

尋
尊
の
経
歴
、
尋
尊
と
記
録
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
良
一
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記　

あ

る
門
閥
僧
侶
の
没
落
の
記
録
』（
そ
し
え
て　

一
九
八
三
年
）、
安
田
次
郎
「
尋
尊
と
『
大
乗
院
寺

社
雑
事
記
』」（
五
味
文
彦
編
『
日
記
に
中
世
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
八
年
）、
松
薗
斉

「『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
見
え
る
記
録
の
構
造
」（
中
尾
堯
編
『
鎌
倉
仏
教
の
思
想
と
文
化
』

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
4
）　
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
寛
正
四
年
十
二
月
二
十
四
日
条
。

（
5
）　

前
掲
註（
2
）勝
野
著
書
。
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
3
号

（18）

乾元元年（1302）12月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─

動座時、議定評定停否・氏人参仕【① 68】
賀茂祭使以下藤氏勤仕【① 114】
動座時、藤氏拝賀着陣例【④ 181】
遷座時、禁裏仙洞元三儀【④ 213】
動座時越年例【④ 226】

乾元 2年（1303）8月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─ 動座時、賀茂祭使以下藤氏勤仕【① 116】
嘉元 4年（1306）6月 動座＝金堂前 ─ ─ ─ ○ ─ ─

徳治 2年（1307）12月 動座＝木津→宇治→入洛
（法成寺） ○ ─ ① ○ ─ ○ 在洛時、賀茂祭使已下【① 264】

宇治遷座及数日例【③ 125】

正和元年（1312）4月 閉門・動座＝移殿→金堂前
→入洛（法成寺） ○ ─ ① ○ ─ ○ 在洛時、賀茂祭使已下【① 264】

正和 3年（1314）3月 動座＝金堂→木津→宇治→
入洛（法成寺） ○ ─ ① ○ ─ ○ 在洛時、賀茂祭使已下【① 264】

文保 2年（1318）7月 動座＝金堂前 ○ ─ ─ ○ ─ ─
元応 2年（1320）2月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─
元亨元年（1321）8月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─ 動座時、藤氏拝賀着陣例【④ 181】
正中 2年（1325）6月 動座＝金堂前 ○ ○ ─ ○ ─ ─

嘉暦 2年（1327）3月 閉籠・動座＝金堂
※移されたのは神鏡 ○ ○ ─ ○ ─ ─

嘉暦 2年（1327）8月 動座＝木津 ─ ─ ─ ○ ─ ─ 木津遷座時、議定評定【③ 77】
建武 2年（1335）6月 動座＝移殿→木津 ○ ─ ─ ○ ─ ─
建武 3年（1336）6月 動座＝木津 ─ ─ ─ ○ ─ ─
建武 3年（1336）11月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─

暦応 2年（1339）11月 動座＝金堂 ○ ─ ─ ○ ─ ─

遷座時、大原野祭【① 86】
木津遷座時、議定評定【③ 77】
動座時、春日祭間例（小槻匡遠勘例）【④ 189】
遷座時、禁裏仙洞元三儀【④ 213】
動座時越年例【④ 226】

暦応 3年（1340）10月 動座＝木津→宇治（平等院）
→入洛（長講堂） ○ ○ ─ ○ ─ ○ 宇治遷座及数日例【③ 125】

動座時、春日祭間例（小槻匡遠勘例）【④ 189】
康永元年（1342） ※寺訴 ○ ─ ─ ─ ─ ─

康永 3年（1344）11月 動座＝金堂前→宇治（平等
院） ─ ─ ─ ○ ─ ─ 遷座時、禁裏仙洞元三儀【④ 213】

動座時越年例【④ 226】
貞和 3年（1346）7月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─
貞和 4年（1348）7月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─
文和 4年（1355）9月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─
延文元年（1356）7月 動座＝金堂前 ─ ─ ─ ○ ─ ─
貞治 3年（1364）11月 動座＝移殿→入洛（長講堂） ○ ○ ─ ○ ─ ○
応安 4年（1371）12月 動座＝入洛（長講堂） ○ ○ ─ ○ ─ ○
永和 2年（1376） ※衆徒合戦 ○ ○ ─ ─ ─ ─
永和 3年（1377）9月 動座＝宇治（平等院） ─ ○ ─ ○ ─ ─
永和 4年（1378）10月 動座＝金堂→入洛 ○ ○ ─ ○ ─ ─

康暦元年（1379）8月 動座＝金堂→宇治（平等院）
→入洛（長講堂） ○ ○ ─ ○ ─ ○

明徳 4年（1393） ※蜂起 ○ ─ ─ ─ ─ ─
応永 20年（1413）6月 閉門 ○ ○ ─ ─ ─ ─
嘉吉 2年（1442）11月 閉門 ○ ○ ─ ─ ─ ─
文安 3年（1446）7月 閉門 ○ ○ ─ ─ ─ ─
宝徳 3年（1451）8月 閉門・動座＝移殿 ○ ○ ─ ○ ─ ─
享徳 3年（1454）9月 ※蜂起 ○ ○ ─ ─ ─ ─
康正元年（1455）7月 閉門 ○ ○ ─ ─ ─ ─
寛正 2年（1461）7月 閉門 ○ ○ ─ ─ ─ ─
寛正 4年（1463）11月 閉門・動座＝移殿 ○ ○ ─ ─ ─ ─
明応 10年（1501）2月 動座＝移殿 ─ ○ ─ ○ ─ ─

註 1： 年月欄は閉門・動座などに関わる最初の行動が行われた年月を記している。
註 2： 「事例掲載史料」欄の略称は以下の史料を指す。「類聚」＝「神木御動座度々大乱類聚」、「目録」＝「大乗院日記目録」、「動座」

＝「神木動座之記」（国立公文書館所蔵大乗院文書）、「代々」＝「当社御遷坐御進発御入洛御帰坐代々日記（春日神木御動座年表）」
（大宮文書）、「古今」＝「古今最要抄第六神木御入洛并御遷座事」（春日大社史料）、「康富」＝「春日神木御入洛年々」（『康富記』
宝徳３年９月７日条）

註 3： 「動座」欄の○数字は「神木動座之記」一～四の数字に対応している。
註 4： 「師守記」の先例注進事例欄の【　】内は、○数字が大日本古記録中で事例が掲載されている巻数、半角数字が頁数を示している。
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参考表：各記録における強訴先例収集状況一覧

年（西暦）・月 強訴の形態
事 例 掲 載 史 料

類聚 目録 動座 代々 古今 康富 『師守記』における先例注進
安和元年（968）7月 動座＝入洛 ─ ─ ─ ○ ─ ─
寛弘 3年（1006）7月 動座＝入洛（八省院） ─ ─ ④ ○ ─ ─
寛仁元年（1017）6月 動座＝入洛（大極殿） ─ ─ ①② ○ ○ ─
治暦 2年（1066）3月 動座＝入洛（勧学院） ─ ─ ─ ○ ○ ─
寛治 7年（1093）8月 動座＝入洛（勧学院） ─ ─ ①②③ ○ ○ ○
康和 5年（1103）3月 動座＝入洛 ─ ─ ①③ ─ ○ ○
天永 4年（1113）4月 動座＝入洛？（丈六堂） ─ ─ ① ○ ○ ─
永久元年（1113）閏 3月 動座＝入洛（勧学院） ─ ─ ③④ ○ ─ ○
永久 4年（1116）5月 動座 ─ ─ ─ ○ ○ ─
保安元年（1120）8月 動座＝入洛（勧学院） ○ ─ ① ○ ○ ○
保延 3年（1137）2月 動座＝入洛（勧学院） ○ ○ ①③ ○ ○ ○
保延 5年（1139）3月 動座＝宇治（平等院） ─ ─ ③ ○ ○ ─
久安元年（1145）7月 動座＝金峯山下向 ─ ─ ─ ○ ○ ─
久安 6年（1150）8月 動座＝入洛（勧学院） ○ ─ ①③ ○ ○ ○
平治元年（1159）正月 ※大訴 ○ ─ ─ ─ ─ ─
永万元年（1165）10月 動座＝入洛 ○ ─ ①②③ ○ ○ ─
仁安 3年（1168）5月 動座＝移殿 ─ ─ ─ ○ ○ ─
承安元年（1171）9月 動座＝宇治（平等院） ○ ─ ─ ○ ○ ─
承安 2年（1172）12月 動座＝入洛（宇治平等院カ） ○ ─ ③ ○ ○ ─
承安 3年（1173）10月 動座＝宇治（平等院） ○ ─ ─ ○ ○ ─
治承 4年（1180）12月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ○ ─
建久 9年（1198）9月 ※訴訟 ○ ─ ─ ─ ─ ─
建仁元年（1201）9月 動座＝金堂前 ─ ─ ─ ○ ○ ─
建暦 3年（1213）11月 動座＝金堂→宇治（平等院） ○ ─ ─ ○ ○ ─ 動座時、春日祭間例（小槻匡遠勘例）【④ 189】
建保 2年（1214）8月 動座＝金堂前 ─ ─ ─ ○ ○ ─
安貞 2年（1228）5月 閉門逐電・動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ○ ─
安貞 2年（1228）12月 閉門・動座＝宇治 ─ ─ ─ ○ ─ ─
天福 2年（1234）6月 動座＝移殿 ─ ─ ─ ○ ─ ─
天福 2年（1234）7月 動座＝移殿 ─ ─ ─ ○ ─ ─
文暦 2年（1235）7月 動座＝移殿 ─ ─ ─ ○ ○ ─

嘉禎元年（1235）12月 閉門・動座＝宇治（平等院） ○ ─ ─ ○ ○ ─
宇治遷座及数日例【③ 125】
動座時、藤氏拝賀着陣例【④ 181】
動座時、春日祭間例（小槻匡遠勘例）【④ 189】

嘉禎 2年（1236）7月 閉門・動座＝金堂 ○ ─ ─ ○ ─ ─
建長 8年（1256）?月 動座＝移殿 ─ ─ ─ ○ ─ ─
正嘉元年（1257）7月 動座＝移殿→金堂 ─ ─ ─ ○ ○ ─
文永元年（1264）7月 動座＝移殿→金堂 ○ ─ ─ ○ ○ ─
建治元年（1276）5月 動座＝金堂 ○ ─ ─ ○ ─ ─
建治 3年（1277）6月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─ 動座時、藤氏拝賀着陣例【④ 181】
弘安元年（1278）7月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─
弘安 3年（1280）（1?）2月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─
弘安 4年（1281）9月 動座＝木津→宇治→入洛 ○ ─ ①② ○ ─ ○ 在洛時、賀茂祭使已下【① 264】
正応 4年（1291）正月 動座＝金堂前→木津 ○ ─ ─ ○ ─ ─
正応 4年（1291）12月 動座＝移殿 ○ ─ ─ ○ ─ ─ 動座時越年例【④ 226】

正応 5年（1292）正月 動座＝金堂 ○ ─ ─ ─ ─ ─ 遷座之時、大原野祭【① 86】
動座時、春日祭間例（小槻匡遠勘例）【④ 189】

永仁元年（1293） ※神人訴訟 ○ ─ ─ ─ ─ ─

永仁 2年（1294）10月 動座＝木津 ○ ─ ─ ○ ─ ─

動座時、議定評定停否・氏人参仕【① 67】
遷座之時、大原野祭【① 86】
動座時、氏輩出仕抑留など【① 272】
木津遷座時、議定評定【③ 77】
動座時、春日祭間例（小槻匡遠勘例）【④ 189】
動座時、賀茂臨時祭省略【④ 200】
動座時越年例【④ 226】

永仁 3年（1295）11月 動座＝金堂・放光院など ○ ─ ─ ○ ─ ─

動座時、議定評定停否・氏人参仕【① 67】
遷座之時、大原野祭【① 86】
動座時、賀茂祭使以下藤氏勤仕【① 114】
動座時、氏輩出仕抑留など【① 272】
動座時、春日祭間例（小槻匡遠勘例）【④ 189】
動座時越年例【④ 226】

正安 3年（1301）4月 動座＝金堂前 ○ ─ ─ ○ ─ ─ 動座時、賀茂祭使以下藤氏勤仕【① 115】
動座時、藤氏拝賀着陣例【④ 181】

正安 4年（1302）3月 動座＝金堂前→木津 ─ ─ ─ ○ ─ ─ 動座時、賀茂祭使以下藤氏勤仕【① 115】
木津遷座時、議定評定【③ 77】

102



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
3
号

（20）

【
凡
例
】

一
、
改
紙
は　

」
を
も
っ
て
示
し
、
そ
の
行
頭
に

（第一紙）
の
よ
う
に
紙
数
を
記
し
た
。

一
、
翻
刻
は
原
則
常
用
漢
字
を
用
い
た
が
、
一
部
は
旧
字
体
・
異
体
字
を
用
い
た
。

一
、
虫
損
・
破
損
な
ど
に
よ
る
欠
損
文
字
は
「
□
」「﹇　
　

﹈」
で
表
現
し
た
。

一
、
漢
字
の
踊
り
字
は
す
べ
て
「
々
」「
〳
〵
」
で
表
現
し
た
。

一
、 

校
訂
者
の
加
え
た
文
字
に
つ
い
て
は
、〔　
　

〕
ま
た
は
（　
　

）
を
付
し
、
あ
る

い
は
○
を
冠
し
て
本
文
と
区
別
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

一
、〔　
　

〕
は
底
本
に
誤
記
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
付
し
た
。

一
、（　
　

）
は
地
名
・
人
名
の
註
記
に
つ
い
て
付
し
た
。

一
、
○
印
は
空
白
部
分
に
関
わ
る
註
記
に
用
い
た
。

一
、 

○

や　
　

の
符
合
を
付
し
て
文
字
や
記
事
の
移
動
を
示
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

ま
ま
示
し
た
。

【
翻
刻
】

『
神

（
表
紙
外
題
）
木
御
動
座
度
々
大
乱
類
聚　

前
闕
』

（第 1紙）

『
二
（
裏
書
）一

九
ノ
七

 

後
大
慈（
尋
尊
）
三
昧
院
殿
御
筆
御
奥
書
有
之
、

 
 

神
木
御
動
座
度
々
大
乱
類
聚
巻

 
 

 
 

 

口
不
足
当
時　
自
保
安
元
年

至
文
明
年
中

 
 

 
 

 
 

但
一
枚 

』」

（
前
欠
）

（第 2紙）  
 

 
 

 

定
出
来
、
依（

藤
原
）
顕
季
卿
□〔

諌
言
被
カ
〕

□
□
﹇　
　
　
　
　
　
　
　

﹈
御
木
津
始
之
也
、

保
安
元
年 

庚子　

八
月
廿
三
日
、
和
泉
守
稚

〔
雅
〕
隆

（

源

）

停
任
、
郎
徒
三
人
禁
獄
、
是
春
日
神
木

大
衆
等
昨
日
参
洛
依
訴
訟
也
、
廿
四
日
帰
座
、

保
延
三
年 

丁巳　

二
月
十
日
、
神
木
入
洛
、
着
御
勧
学
院
、
醍
醐
座
主
三
宝
院
定
海
超

当
寺
別
当（

一
乗
院
）

玄
覚
故
也
、
仍
停
廃
定
海
、
被
補
玄
覚
於
僧
正
了
、
然
間
、
十

二
日
帰
座
本
社
、
依
之
、
九
月
十
七
日
春
日
若
宮
祭
礼
始
之
、
別
当
并
大

衆
儀
定
也
、
祭
礼
始
是
也
、

久
安
六
年 

庚午　

八
月
五
日
、
大
衆
進
発
勧
学
院
、
興
福
寺
別
当
無
故
未
補
之
間
訴
之
、

至
今
年
三
ケ
年
之
間
寺
務
無
之
、
十
七
日
以
隆
覚
法
印
被
補
寺
務
、
廿
一

日
帰
座
、

平
治
元
年
己卯　

 

正
月
廿
四
日
、
大
衆
訴
申
信
実
□
大
衆
下
了
、

永
万
元
年 

乙酉　

十
月
十
六
日
、
神
木
入
洛
、
為
延
暦
寺
発
向
清
水
寺
故
也
、
依　

二

条
院
御
葬
送
也
、
廿
六
日
被
仰
勧
賞
三
ケ
条
、

 
 

一
、 

以
興
福
寺
別
当（

大
乗
院
）

尋
範
可
為
顕
宗
御
加
持
僧
事
、

 
 

 
 

 

則
十
二
月
十
九
日
可
候
二
間
夜
居
之
由
蒙　

宣
旨
、
奉
行
蔵
人
木
工
頭
重（

藤

方原
）
、
吾
朝
顕
宗
護
持
僧
始
也
、
希
代
例
始
此
時
、
行
徳
之
不
墜
地
、
可
貴
、」

（第 3紙）  
 

 
一
、
以
金
堂
十
僧
毎
僧
事
、
可
補
僧
綱
事
、

 
 

 
 

 
則
十
二
月
十
五
日
、
依　

長
者
宣
、
被
定
十
僧
交
名
、
別
当
僧
正
尋
範
、

権
官
法
印
覚
珎
、
権
律
師
教
縁
・
玄
縁
・
教
高
擬
講
・
心
暁
已
講
・
玄
弘
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已
講
・
公
慶
已
講
・
覚
授
得
業
・
蔵
俊
得
業
、

 
 

一
、
永
寄
幡
摩
庄
事
、　
　

依
之
帰
座
、
自
岩
崎
御
下
向
、

仁
安
二
年 
丁亥　

三
月十

二
イ十
日
、
夜
中
以
千
長
等
、
依
焼
喜
多
院
松
室
・
円
城
房
之
科
、

衆
徒
訴
之
、
五
月十
五
イ十
日
被
行
流
罪
、
前
寺
務（

一
乗
院
）

恵
信
僧
正
伊
豆
国
、
宗〔

寂
カ
〕覚
土
佐
国
、

維
勝
佐
渡
ヽ
、
玄
明
隠
岐
ヽ
、

承
安
元
年 

辛卯　

九
月
廿
二
日
、
大
衆
訴〔

訟
、以
下
同
ジ
〕

詔
寺
領
事
擬
企
参
洛
、
依
御
制
止
留
了
、
御

使
右
少
弁
兼
光
、

 
 

同
二
年
壬辰　

十
二
月
廿
五
日
、
神
木
入
洛
、
訴
平
太
政
入
道
清
盛
公
郎
徒
平
三
郎
春

日
神
人
凌
礫
事
也
、
廿
六
日
、
着

（
山
城
国
宇
治
郡
）

御
平
等
院
、
廿
八
日
、
平
三
郎
被
禁
獄

之
由
被
仰
、
帰
座
、

 
 

同
三
年
癸巳　

五
月
五
日
、
大
衆
発
向
延
暦
寺
、
但

（
山
城
国
宇
治
郡
）

自
宇
治
引
返
、
六
月
廿
五
日
、
大

衆
焼
失（
大
和
国
十
市
郡
）

多
武
峯
、
廿
九
日
別
当
尋
範
外
却
現
任
、
十
月
九
日
、
覚
興
法
橋

配
流
播
磨
国
、
多
武
峯
焼
失
之
帳
〔
張
、以
下
同
ジ
〕

本
、
依
之
、
十
一
月
六
日
、
大
□

〔
衆
〕
発
向
、

神
木
令（
山
城
国
相
楽
郡
）

着
木
津
、
七
日
、
春
日
祭
延
引
、
大
衆
到
宇
治
、
武
士
引
橋
防
之
、

山
大
衆
可
向
宇
治
之
由
、
奏
聞
云
々
、 

」

（第 4紙）  

治
承
四
年 

庚子　

十
二
月
十
六
日
動
座
、
同
廿
一
日
帰
座
、
廿
八
日
東
大
寺
・
興
福
寺

等
悉
皆
炎
上
、
希
代
事
也
、

建
久
九
年 

戊午　

九
月　

日
、
大
衆
訴
詔
和
泉
国
司
宗（

平
）信
、
十〔

十
二
カ
〕
一
月
、
宗
信
配
流
播
磨

国
、
玄
俊
已
講
、
為
大
衆
帳
本
、
被
配
流
佐
渡
国
了
、

建
暦
三
年
癸酉　

十
一
月
十
四
日
、
遷
座
金
堂
、
廿
日
帰
座
、

安
貞
二
年 

戊子　

四
月
廿
二
日
、
大
衆
焼
失
多
武
峯
、
五
月
四
日
、
別
当（

大
乗
院
）

実
尊
停
任
、

十
日
奉
下　

神
木
、
廿
七
日
寺
社
閉
門
遂
〔
逐
、以
下
同
ジ
〕

電
、
八
月
廿〔

十
九
日
カ
〕

九
日
、
別
当
還
補
、

帰
座
并
開
門
、
廿
一
日
被
召
帳
本
、

嘉
禎
元
年 

乙未　

十
二
月
廿
日
、
円

（
大
乗
院
）実
辞
退
寺
務
、
廿
一
日
、
神
木
御
進
発
、
廿
五
日
、

着
平
等
院
、
廿
九
日
、
寺
社〔
閉
脱
カ
〕

門
、

 
 

 
 

 

同
二
年
丙申　

二
月
十
九
日
、
実
尊
大
僧
正
入
滅円
実
僧
正
師

、
同
日
、
円
実
還
補
寺
務
、

廿
日
開
門
、
廿
一
日
帰
座
、

 
 

同
二
年
丙申　

四
月
十
四
日
、
春
日
社
御
遷
宮
造
国
和
泉
国
、
七
月
一
日
、
又
寺
社
閉

門
、
十
月
晦
日
開
門
、
十
一
月
二
日
帰
座
、

文
永
元
年
甲子　

七
月
二
日
、
神
木
動
座
、
八
月
二
日
、
遷
座
金
堂
前
、
廿
一
日
帰
座
、」

（第 5紙）  

建
治

二
イ元
年
丁
〔
乙
〕亥　

五
月
十
五
日
神
木
動
座
、
六
月
廿
二
日
金
堂
前
、
八
月
廿
一
日
帰
座
、

同
三
年
丁丑　

六
月
八
日
神
木
動
座
、
十
月
十
日
帰
座
、

弘
安
元
年
戊寅　

七
月
廿
二
日
神
木
動
座
、
廿
七
日
帰
座
、

同
三
年
庚辰　

二
月
三
日
依
条
々
寺
訴
神
木
動
座
、
為
寺
務
沙
汰
、
廿
九
日
帰
座
、

 
 

同
四
年
辛巳　

依
大

（
山
城
国
綴
喜
郡
）

住
・
薪
両
庄
堺
相
論
、
九
月
廿
五
日
神
木
自
社
頭
着
御
木
津
、
十

月
〔
三
日
カ
〕

十
三
日
到
着
宇
治
、
四
日
入
洛
、
而
於（

山
城
国
紀
伊
郡
）

稲
荷
山
辺
、
為
武
士
神
木
・
○寺

僧
等
被
懸
散
了
、

　
　
　
　

同
五
年
壬午　

十
二
月
廿
一
日
帰
座
、
寺
社
訴
訟
条
々
裁
許
、

正
応
四
年
辛卯　

正
月
十
七
日
遷
座
金
堂
前
、
十
九
日
着
木
津
、
二
月
廿
三
日
帰
座
、

同
十
二
月
廿
七
日
、
神
木
動
座
、

同
五
年
壬辰　

正
月
十
三
日
神
木
着
御
金
堂
前
、
四
月
廿
一
日
帰
座
、

永
仁
元
年 

癸巳　

依
神
人
訴
詔
、
若
宮
祭
礼
延
引
、
十
一
月
十
七
日
始
行
之
、
此
間
衆

徒
与
一（

覚
昭
）
乗
院
合
戦
在
之
、

（第 6紙）  

同
二
年
甲午　

十
月
五
日
夜
、
竊
奉
遷
神
木
於
木
津
、
一
類
衆
徒
」
結
構
云
々
、

　
　
　
　

同
三
年
乙未　

五
月
四
日
夜
帰
座
、

 
 

同
三
年
乙未　

十
一
月
廿
六
日
、
於
社
頭
合
戦
、
辰
刻
一
類
族
乱
入
、
社
頭
擲
奉
下
神

鏡
之
処
、
警
固
之
輩
合
戦
、
於
廻
所
之
内
殺
害
刃
傷
、
自
上
古
未
聞
其
例
、

 
 

 
 

一
二
御
前
、
奉
遷
金
堂
、

 
 

 
 

三
四
御
前
、
奉
遷
天
満
坂
、

 
 

 
 

若
宮
御
前
、
両
方
有
異（

マ
マ
）誠
、

 
 

 
 

二
三
御
前
若
宮
、
奉
遷
寺
中
、

 
 

 
 

三
四
御
前
、
奉
遷
放
光
院
、

 
 

 
 

同
五
年
丁酉　

 

八
月
廿
一
日
帰
座
、

正
安
三
年 

辛丑　

四
月　

日
金
堂
遷
座
、
廿
二
日
別
当
左
衛
門
督（

今
出
川
）

兼
季
拝
賀
着
陣
、

 
 

 
 

 
十
月
廿
五
日
、
大
和
国
悪
党
令
乱
入
、
社
神
鏡
十
四
面
下
取

（
大
和
国
葛
下
郡
）

、
高
尾
之
別
所

引
籠
、
以
衆
徒
官
兵
致
合
戦
、
十
二
月
廿
三
日
帰
座
三
ヶ
月
之
間
悉
以
帰
座
了
、

乾
元
々
年
壬寅　

十
二
月
廿
九
日
神
木
動
座
、
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次
年
嘉
元
々
年
癸卯　

正
月
十
九
日
帰
座
、

嘉
元
々
年
癸卯　

八
月
十
八
日
神
木
動
座
、
九
月
十
四
日
帰
座
、  

 
 

 
 

 
 

」

（第 7紙）  
徳
治
二
年 

丁未　

十
二
月
十
二
日
、
神
木
遷
座
木
津
、
十
五
日
着
御
宇
治
、
依（

近
江
国
愛
知
郡
）

鯰
江
庄

土
民
等
訴
詔
申
也
、
廿
日
入
洛
、

 
 

 
 

 
三
年
、
延
慶
元
年
七
月
十
二
日
帰
座
、
廿
七
日
殿（

鷹
司
冬
平
）

大
納
言
殿
拝
賀
、

応
長
元
年 

辛亥　

六
月
廿
八
日
六
方
・
両
堂
等
、
為
令
焼
失
多
武
峯
発
向
、
廿
九
日
合

戦
渉
両
年
、
猶
居
関
所
、
或
打
止
耕
作
等
如
此
事
、

 
 

 
 

同
二
年
、
正
和
元
年
壬子　

依
多
武
峯
発
向
加
制
止
、
可
居
和
州
地
頭
之
由
、

 
 

 
 

 

武
家
致
種
々
沙
汰
之
間
、
寺
門
及
訴
證

〔
訟
〕
、
三
月
十
一
日
遷
座〻殿

料
理
、
四
月

十
三
日
動
座
、
十
九
日
金
堂
前
、
五
月
十
七
日
寺
社
末
寺
閉
門
、
八
月
廿

五
日
酉
刻
着
御
法
城

〔
成
、以
下
同
ジ
〕

寺
了
、

 
 

 
 

同
二
年
癸丑　

八
月
十
六
日
神
木
帰
座
、

正
和
三
年 

甲寅　

三
月
十
一
日
、
神
木
金
堂
前
、
十
二
日
着
木
津
、
十
四
日
宇
治
、
十

七
日
着
法
城
寺
了
、
彼
寺
中
触
穢
之
間
、
為　

殿（
近
衛
家
平
）

下
御
沙
汰
、
南
大
門
前

仁
仮
屋
構
之
、
八
月
三
日
和
州
地
頭
居
之
、
十
五
日
神
木
自
法
城
寺
帰
座

金
堂
前
、
十
一
月
廿
四
日
帰
座
本
社
、
十
二
月
廿
四
日
地
頭
退
散
、

文
保
二
年
戊午　

七
月
十
三
日
動
座
、
廿
二
日
帰
座
、  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」

（第 8紙）  

元
応
二
年
庚申　

二
月
十
四
日
神
木
動
座
、
三
月
十
二
日
帰
座
、

元
亨
元
年 

辛酉　

八
月
六
日
神
木
動
座
、
依
和
州
悪
党
二
十
人
事
也
、
廿
二
日
帰
座
、

正
中
二
年 　

六
月
廿
五
日
、
神
木
金
堂
前
御
遷
座
在
之
、
凡
今
度
御
遷
座
者
、
非
寺

訴
等
、
五
大
院
僧
正
御
房（
大
乗
院
）

覚
ー
尊
方
凶
徒
等
奉
取
神
木
可
企
敖
訴
之
由
有

其
聞
間
、
寺
（
一
乗
院
良
信
）

務
有
御
奏
聞
公
家
、
被
奉
移
神
木
於
金
堂
、
五
大
院
殿
有
御

問
答
云
々
、
雖
然
依
事
尽
間
、
七
月
廿
四
日
奉
行
下
向
、
猶
以
不
事
行

云
々
、

 
 

 
 

 

同
廿
五
日
、
武
士
下
着
、
佐
々
木
三（

時
信
カ
）
郎
右
衛
門
尉
ハ
南
大
門
警
固
之
、
猶

以
不
事
行
間
、
自
公
家
御
問
答
九（
忠
教
）
条
殿
云
々
、

 
 

 
 

 

同
十
二
月
十
五
日
御
帰
座
、
勅
使
・
南
曹
弁
・
権
別
当
・
僧
綱
・
三
綱
以

下
供
奉
了
、

嘉
暦
二
年 

丁卯　

三
月
八
日
夜
、
聖
信
禅
師
坊
人
等
閉
籠
金
堂
奉
移
神
鏡
、
十
二
日
六

方
寄
寺
中
有
合
戦
・
放
火
、
金
堂
・
講
堂
以
下
諸
堂
炎
上
了
、
二
御
前
御

鏡
灰
中
、
四
面
者
守
元
〔
之
カ
〕、
奉
取
之
、
集
入
二
鳥
居
北
経
蔵
了
、

（第 9紙）  

建
武
二
年
乙亥　

六
月
十
五
日
、
神
木
動
座
、
廿
日
辰
刻
進
発
木
津
、」
七
月
十
一
日
帰
座
、

同
三
年
丙子　

十
一
月　

日
、
神
木
動
座
、
十
二
月
廿
六
日
帰
座
、

暦
応
二
年
己卯　

十
一
月
九
日
、
神
木
動
座
、
廿
二
日
金
堂
前
、

 
 

 
 

同
三
年
庚亥

〔
辰
〕　

六
月
廿
日
、
帰
座
、

同
三
年
庚辰　

四
月
廿
六
日
神
木
遷
座
、
依
之
、
一
乗
院
覚
実
僧
正
寺
務
辞
之
、

 
 

 
 

六
月
四
日
、
還
補
、

 
 

 
 

九
月
晦
日
、
法
花
会
始
行
之
、

 
 

 
 

十
月
廿
四
日
、
神
木
着
木
津
、
依
之
、
又
寺
務
辞
之
、

 
 

 
 

十
二
月
十
九
日
入
洛
申
刻
、
着
六
条
殿
長
講
堂
了
、

 
 

 
 

同
四
年
辛巳　

正
月
十
四
日
、
香
薗
〔
園
、以
下
同
ジ
〕

院（
二
条
師
忠
）

入
道
関
白
薨
八
十
八
、

 
 

 
 

八
月
十
九
日
帰
座
、

康
永
元
年
壬午　

正
月
廿
七
日
、
九
条
三（

道
教
）縁
院
殿
任
関
白
給
了
、

 
 

 
 

三
月
一
日
、
以
三
綱
上
座
法
眼一

乗
院
坊
官

清
舜
為
寺
務
執
行
、

 
 

 
 

 

寛
治
二
年
上
座
定
深
、
康
和
四
年
上
座
定
尋
、
大
治
四
年
寺
主
静
俊
、　　
　
　
　

久
安
四
年
上
座
信
定
、
保
元
々
年
上
座
信
実
、
承
安
元
年
上
座
栄
懐
等
例
也
、　　

 
 

 
 

 

去
暦
応
三
年
十
月
廿
四
日
、
依
寺
訴
、
一
乗
院
覚
実
寺
務
辞
之
、
及
三
ヶ

年
寺
務
無
之
、
仍
今
度
以
上
座
法
眼
為
寺
務
執
行
了
、

（第 10紙）  
 

 
 

 
 

四
月
廿
日
、
維暦

応
三
年
分

摩
会
始
行
之
、
講
師
公
憲
大
徳
、
則
」
上
座
法
眼
為
寺
務

執
行
奉
行
了
、

 
 

 
 

六
月
廿
三
日
、
覚
実
僧
正
寺
務
還
補
、

 
 

 
 

 

十
月
十
日
、暦

応
四
年
分
維
摩
会
始
行
、
講
師
盛
深
、
晦
日
法
花
会
始
行
之
、

 
 

 
 

十
一
月
十
八
日
、
鷹
司〔

照
〕昭（師

平
）
光
院
殿
任
関
白
給
、

 
 

 
 

十
二
月
十
四
日
、
前
権
僧
正
良
暁
為
権
別
当
、

貞
和
三ニ
イ年
丁亥　

七
月
二
日
、
神
木
動
座
、

 
 

 
 

同
四
年
戊子　

正
月
十
一
日
帰
座
、

同
四
年
戊子　

七
月
八
日
、
神
木
動
座
、
八
月
二
日
、
帰
座
、

文
和
四
年
乙未　

九
月
六
日
、
神
木
動
座
、

 
 

 
 

同
五
年
丙申　

正
月
十
二
日
、
帰
座
、  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
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（第 11紙）  

貞
後
光
厳
院
御
宇治
三
年
甲辰　

七
月
七
日
、
光
厳
院
法
皇
崩
五
十
二　
　
　

於
丹
波
国
山
中
、
天
下
諒
闇
、
十
二
月
廿

日
、
暁
神
木
入
洛
、
造
替
社
頭
両
門
跡
訴
申
之
、
長
講
堂
入
御
、

四
年
乙巳　

正
月
廿
六
日
、
南
朝
禅
定
殿
下
師（

二
条
）
ー
基
薨
、
自
正
月
二
日
洛
中
焼
失
、
夜
々

相
続
奇
異
也
、
神
木
遷
座
之
故
之
由
謳
哥
、

二
月
五
日
夜
半
、
七
条
東
洞
院
赤
松
之
宿
、
執
事
修

（
斯
波
高
経
、道
兆
）

理
大
夫
入
道
宿
所
等
焼
也
、
自
去

冬
疱
瘡
遍
天
下
、

五

○

月
四
日
夜
、
将
軍
義（

足
利
）ー
詮
母
儀（

赤
橋
登
子
）

禅
尼
入
滅
、

九
〔
閏
九
月
〕月
七
日
暁
、
葉
室
大
納
言
長
光
薨
、

自
十
月
下
旬
至
十
一
月
始
都
鄙
疾
病
流
布
、
死
滅
多
、
神
木
之
故
云
々
、
有
詫
宣
事

云
々
、

三
月
□
〔
十
〕
日
、
前
関
白
経（

一
条
）
□

〔
ー
〕通
□

〔
薨
〕
、
□〔

十
一
月
〕

□
□
八
□

〔
日
〕
夜
、
平
等
院
廻
廊
焼
﹇　
　

﹈」

（第 12紙）  
 

五
年
丙午　

自
去
比
疾
癘
流
布
、
至
六
月
不
休
、
依
之
左
大
史
小
槻
匡
遠
朝
臣
子
息
量

実
、
同
匡
遠
弟
等
他
界
、
可
謂
朝
家
衰
微
、
餓
死
満
洛
中
、

六
月
十
三
日
、
自
暁
暴
風
、
至
昼
暴
吹
、
伐
木
廃
屋
、
旧
人
未
覚
悟
云
々
、
作
毛
田

畠
損
失
不
可
説
〳
〵
、

八
月
八
日
夜
、
軍
勢
馳
集
将
軍
亭
三
条
富
少
〔
小
〕
路
、
九
日
、
僧
正
懐
雅
為
権
別
当
、
同

暁
卯
刻
、
修
理
大
夫
入
道
々
兆
治（斯
波
義
将
）

部
大
輔
父
没
落
自
放
火
、
孫（

斯
波
義
高
）

将
監
宿
所
等
同
之
、
逃

下
若
狭
国
、
伐
手
山
名
左
京（
時
氏
）大
夫
入
道
、
佐
々
木
大
夫（

氏
頼
）判
官
入
道
・

（
今
川
範
国
）

心
省
等
罷
向

云
々
、
所
詮
去
比
京
中
騒
乱
、
執
事
父
入
道
為
誅
罰
也
云
々
、
十
二
日
神
木
帰
座
、

今
夜
〔
度
カ
〕着
御
宇
治
、
供
奉
公
卿
、

 

関
白
前
左
大
臣
良（
二
条
）ー
基  

左
大
臣
冬（
鷹
司
）ー
通  

 
 

今
出
川
大
納
言
公
直

 

花
山
院
大
納
言
兼
定 

 

九
条
大
納
言
忠
ー
基  

一
条
大
納
言
房
ー
経

 

坊
城
中
納
言
俊
冬 

 
 

四
条
中
納
言
隆
家 

 

別
当
忠（

柳
原
）光

 

西
薗
寺
中
納
言
公
永 

 

鷲
尾
宰
相
隆
右 

 
 

洞
院
宰
相
公
頼

 
 

 
 

以
上
公
卿

 

鷹
司
中
将
忠
頼 

 
 

 

一
条
中
将
季
村 

 
 

法
性
寺
中
将
親
忠

 

左南
曹

中
弁
嗣

（
万
里
小
路
）
房  

 
 

 

蔵
人
右
中
弁
宣

（
中
御
門
）方 

 

権
右
中
弁
資（

裏
松
）康

 

蔵
人
左
少
弁
仲（

広
橋
）光 

 
 

蔵
人
右
少
弁
宗（

葉
室
）顕 

 

右
少
将（

楊
梅
）
兼
時　

為（
冷
泉
）有

 
 

 
 

以
上
殿
十〻上

人
、
皆
以
藤
氏
、

 

権
別
当
僧
正
懐
雅
以
下
僧
正
五
人
、

 
 

大
乗
院
僧
都
孝
ー
尊
以
下
法
印
僧
都
等
廿
七
人
、
寺
務
大
乗
院
孝
ー
覚
所
労
云
々

不
参
、
申
下
刻
神
行
、
入
夜
入
御
宇
治
、
今
度
勝
手
神
輿
無
入
洛
、
依
為
敵
陣
南

方
歟
、  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

　
　

」

（第 13紙）  

十
一
月
廿
三
日
、
維
摩
会
始
行
、
講
師
権
少
僧
都
印
覚
観
応
元
年
分
、

十
二
月
廿
五
日
、
僧
正
懐
（
松
林
院
）雅
任
寺
務
、

六
年
丁未　

将
軍
義
詮
二
月
廿
日
逝
去
、

　
　

応
後
円
融
院
御
宇
安
四
年
辛亥　

三
月
廿
三
日
、
主
上
後
円
融
院
御
元
服
御
歳
十
四
、
同
日
受
禅
、

十
二
月
二
日
、
神
木
入
洛
、
為
武
家
沙
汰
、
引
宇
治
橋
之
間
、
自
南西
歟

路
入
洛
、
至
東

寺
前
大
宮
北
行
、
七
条
東
行
、
東
洞
院
北
行
、
六
条
西
行
、
奉
入
于
長
講
堂
、
今
度

訴
詔
奉
訴
一
乗
院
・
大
乗
院
両
門
可
削
跡
云
々
、
其
外
条
々
相
加
云
々
、

同
五
日
、
依
衆
徒
欝
訴
、
被
退
一
乗
院
実
玄
僧
都
・
大
乗
院
教
信
禅
師
之
由
、
被
成

院
宣
於
武
家
了
、

同
十
二
日
戌
刻
、
六
方
・
衆
徒
馳
向
両
門
跡
、
奉
払
之
間
、
一
乗
院
花
林
院
御
坊
、

大
乗
院
己
心
寺
御
住
所
、
自
放
火
没
落
、

十
一
日
、
藤日
野
柳
原中
納
言
忠
光
・
左日

野
広
橋少
弁
仲
光
被
放
氏
、
十
三
日
事
書
進
京
都
云
々
、
神

木
在
洛
之
間
、
御
即
位
事
有
其
沙
汰
、
彼
両
人
奉
行
之
間
、
申
沙
汰
不
可
然
之
故
也
、

左中
御
門中
弁
宣
方
同
放
氏
了
、

十
七
日
、
藤
黄
門
忠
光
并
左
少
弁
仲
光
両
人
亭
ニ
奉
入
神
宝
、
先
代
未
聞
事
也
、

十
六
日
、
左万
里
少
路大
弁
宰
相
嗣
房
放
氏
了
、

廿
九
日
、
藤
中
納
言
忠
光
続
氏
、
卅
日
、
件
亭
之
神
宝
奉
帰
入
之
、

五
年
壬子　

正
月
、
元
日
節
会
依
神
木
在
洛
、
関
白
以
下
不
出
仕
、
内
弁
平
中
納
言
親

（第 14紙）  
 

顕
、
源中

院

中
納
言
通
氏
、
平安

居
院宰
相
行
知
、」
以
上
公
卿
三
人
云
々
、
任
例
無
出
御
、
垂

御
簾
止
歌
笛
奏
、

七
日
、
節
会
内
弁
源土
御
門中
納
言
定
具
、
五
日
叙
位
被
止
之
、

自
去
年
三
月
比
火
災
連
続
、
洛
中
洛
外
在
家
等
多
以
焼
失
、

十
日
、
武
家
評
定
始
、

十
八
日
、
政
始
、
上
卿
平
中
納
言
親
顕
卿
、

廿
二
日
、
依
訴
詔
流
人
宣
下
、
実
玄
僧
都
伊
豆
、
教
信
禅
師
土
佐
、
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頼
乗
僧
正
号
安
養
院
、
一
乗
院
門
徒
、　

隠
岐
、　　
　
　
　
　
　
　
　

覚
成
僧
都
号
禅
光
院
、
大
乗
院
門
徒
、　

佐
渡
、　　
　
　
　
　
　
　
　

善
寛
法
師
一
乗
院
坊
人
、　

常
陸
、　　
　
　

憲
実
法
師
大
乗
院
坊
人
、　

安
房
、　　
　
　

懐
実
法
師
憲
実
子
、　

周
防
、　　

又
聴
流
人
俗
名
、
実
玄
路
峯
常
、
教
信
磯
部
濱
行
、
頼
乗
池
田
浪
滋
、
覚
成
岸
田
門

里
、
善
寛
原
坂
遠
、
憲
実
春
野
山
道
、
懐
実
高
林
永
材
、

忠
光
卿
続
氏
、
正
月
玄
重
令
放
氏
云
々
、

三

○

月
四
日
、
新
院
後
光
厳
院
御
幸
始
、
六
日
、
洞
院
前
大
納
言
実
守
薨
、

六
月
十
日
、
頼
乗
僧
正
入
滅
、

二
月
九
日
、
修
南
院
僧
正
成
〔
盛
〕
深
寺
務
再
任
、

十
月
七
日
、
夜
寅
刻
、
南
都
七
大
寺
春
日
社
家
以
下
諸
末
寺
等
閉
門
并
五
大
尊
奉
向

北
、
同
南
円
堂
開
北
門
、
奉
向
本
尊
ヲ
北
一
七
昼
夜
三
十
頌
読
誦
云
々
、
自
今
夜
一

向
京
都
調
伏
之
祈
念
也
、
神
木
于
今
在
洛
、
結
句
公
武
一
向
被
棄
損
神
訴
了
、
有

懼
々
々
、

十
一
月
日
、
将
（
足
利
義
満
）
軍
判
始
可
執
行
事
、

十
二
月
十
七
日
、
重
尊
號
太
上
皇
宣
下
云
々
、

（第 15紙）  
 

六
年
癸丑　

正
月
元
日
、
節
会
内
弁
源中

院大
納
言
親
光
・
源

中
院
久
我

大
納
言
具
通
」・
左万

里
少
路大
弁
宰

相
嗣
房
也
、
関
白
以
下
藤
氏
不
出
仕
、
左
大
弁
嗣
房
卿
者
藤
氏
也
、
今
神
木
在
洛
之

間
、
有
其
憚
歟
、
但
旧
冬
有
御
問
答
之
子
細
、
氏
公
卿
出
仕
事
、
衆
徒
令
免
許
云
々
、

節
会
儀
、
止
哥
笛
等
如
例
、

五
日
、
勧
修
寺
前
内
大
臣
経
顕
公
薨
七
十
、

六
日
、
叙
位
也
、
執
筆
源
大
納
言
具
通
卿
、

七
日
、
節
会
、
内
弁
具
通
卿
、

至
三
月
余
寒
甚
深
、
連
々
雪
下
、
自
四
月
比
疾
病
流
布
世
間
、

五
月
中
旬
比
、
薄
寒
如
九
月
天
気
、
同
十
二
日
夜
、
氷
降
、

六
月
十
七
日
夜
、
同
廿
八
日
夜
、
天
変
光
如
月
、

八
月
四
日
朝
、
神
鹿
三
頭
入
京
中
、
於
七
条
大
宮
辺
、
在
地
人
等
打
擲
之
、
二
頭
逃

去
了
、
一
頭
被
打
擲
之
処
、
六
条
殿
神
木
参
候
之
神
人
等
奔
向
之
間
、
鹿
相
随
入
六

条
殿
臥
庭
上
、
奇
異
之
神
徳
也
、
貴
賤
参
集
成
随
喜
偈
〔
渇
〕
仰
之
思
云
々
、
七
日
夜
、
件

鹿
奉
送
帰
春
日
山
、
以
材
木
作
台
、
行
廻
於
布
載
之
、
人
夫
等
舁
之
、
黄
衣
神
人
数

十
輩
供
奉
之
、

八
月
六
日
夜
、
南
都
衆
徒
等
奉
放
氏
於
二
条
太
閤
太
政
大
臣
良
ー
基
公
、
先
代
未
聞
珍
事
也
、

八
月
廿
五
日
、
佐
々
木
佐
渡
大（
京
極
高
氏
）

夫
判
官
入
道
々
誉
卒
去
七
十
八
、
於
江
州
、

九
月
二
日
、
自
酉
刻
暴
風
疾
雨
、
洛
中
洛
外
一
宇
無
余
処
、
或
転
倒
、
或
破
損
、
寅

下
刻
計
静
、
翌
属
晴
、

九
月
廿
八
日
夜
半
、
天
龍
寺
焼
失
、
方
丈
并
雲
客
庵
相
残
了
、

十
月
五
日
、
賀
茂
小
社
奈
良
社
回
禄
、
未
曽
無
其
例
云
々
、
同
廿
六
日
、
依
奈
良
社

事
、
被
行
軒
廊
御
占
、

後
十
月
廿
二
日
夜
、
地
震
、
同
暁
又
地
震
、
同
廿
九
日
戌
刻
、
地
震
、

（第 16紙）  
 

十
一
月
一
日
、
朔
旦
冬
至
也
、
有
旬
儀
、
衰
日
之
儀
賀
表
」
作
者
并
清
書
輩
、
一
上

右
大
臣
忠（
九
条
）ー

基
申
沙
汰
、
依
神
木
在
洛
無
出
仕
、
当
日
上
卿
源
大
納
言
親
光
卿
・
執

柄
并
右
府
、
於
賀
表
之
暑
〔
署
〕
者
被
加
之
、

十
一
月
三
日
戌
刻
、
賀
茂
社
頭
神
宮
寺
・
観
音
堂
・
鐘
楼
・
経
蔵
悉
以
炎
上
、
神
火

云
々
、

十
一
月
十
三
日
、
依
神
訴
、
赤
松
広
瀬
範
顕
・
後
藤
遠
江
入
道
性
準
配
流
宣
下
、
範

顕
越
後
、
性
準
上
総
国
云
々
、

十
二
月
廿
一
日
、
法
雲
院
権
僧
正
実
遍
任
寺
務
、

同
廿
六
日
、
被
行
朔
旦
冬
至
之
叙
位
、

廿
九
日
、
権
僧
正
印
覚
為
権
別
当
、

七
年
甲寅　

正
月
元
日
、
節
会
内
弁
平
中
納
言
親
顕
卿
云
々
、
藤
氏
不
出
仕
、
仙
洞
後
光

厳
院
殿
御
不
例
、
無
四
方
拝
・
御
薬
、

五
日
、叙
位
、依
神
木
在
洛
無
之
、而
去
年
被
行
了
、依
両
年
停
止
之
例
不
快
也
云
々
、

仍
今
年
者
停
止
之
、

十
三
日
、
大
乗
院
大
僧
正
孝
尊
入
滅
、

廿
八
日
夜
寅
刻
、
新
院
後
光
厳
院
崩
御
、
御
歳
三
十
七
、
去
十
六
日
ヨ
リ
御
不
例
、
御
疱

瘡
出
現
云
々
、
去
十
七
日
鹿
一
頭
忽
然
参
仙
洞
馳
奔
云
々
、
神
木
在
洛
之
間
、
人
々

成
奇
異
之
思
之
由
、
在
人
口
於
怪
異
多
以
有
之
云
々
、

二
月
二
日
戊戌　

新
院
御
葬
礼
、
奉
運
泉
涌
寺
、
八
葉
御
車
、
安
楽
光
院
長
老
参
御
車
、

去
卅
日
御
入
棺
、
御
共
公
卿
三
条
輔
大
納
言
実
音
候
御
車
寄
、
西
薗
寺
中
納
言
公
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「
神
木
御
動
座
度
々
大
乱
類
聚
」
の
翻
刻
と
紹
介

（25）

永
・
藤
中
納
言
忠
光
・
前
右
衛（
山
科
）
門
督
教
言
・
三
条
宰
相
中
将
公
時
・
右
大
弁
宰
相
嗣

（第 17紙）  
 

房
・
右
衛（
四
条
）門
督
顕
保
、
殿
上
人
教（
山
科
）繁
朝
臣
・
知（
橘
）繁
朝
臣
・
隆（
四
条
）広
朝
臣
」・
親
（
中
山
）雅
朝
臣
・

基（
園
）明
朝
臣
・
永（

高
倉
）季
朝
臣
・
資（

日
野
）康
朝
臣
・
光（

中
院
）顕
朝
臣
・
言

（
東
坊
城
）長
、
北
面
五
六
人
、
御
随
身

秦
久
弘
・
同
子
久
方
、
各
布
衣
箸
藁
沓
、
参
御
車
前
後
、
北
面
等
有
所
役
云
々
、
御

牛
飼
石
鶴
丸
布
衣
、
召
次
白
帳
等
也
、
三
宝
院
僧
正
光
済
蜜
々
参
、
於
彼
寺
惣
門
移

御
車
、
手
引
寄
御
車
於
法
堂
、
奉
渡
御
棺
、
諷
経
之
後
、
移
御
輿
、
奉
渡
御
荼
毘
所
、

同
夜
遺
詔
奏
、
上
卿
中
院
大
納
言
親
光
、
同
警
固
召
仰
并
御
追
号
後
光
厳
院
、
同
三

日
、
被
拾
御
骨
、
同
八
日
、
収
深
草
法
花
堂
、
藤
中
納
言
忠
光
供
奉
之
、

同
廿
五
日
六
日
比
、
夜
々
彗
星
出
現
、

四
月
三
日
夕
、
藤
中
納
言
忠
光
卿
、
密
々
出
行
参
高
野
、
同
十
一
日
帰
京
了
、

十
四
日
、
加
茂
祭
、

十
五
日
、
武
家
的
始
、
依
旧
院
事
于
今
延
引
、

廿
八
日
夜
、
武
家
今
年
始
社
参
六
条
若
宮
雨
下
、

六
月
七
日
、
依
山
訴
、
祇
園
会
無（
マ
マ
）之
、

廿
日
暁
、
日
吉
神
輿
七
基
、
赤
山
以
下
入
洛
、

七
月
廿
二
日
三
日
比
、
春
日
社
二
三
神
殿
昇
階
以
下
銀
金
花
出
現
、

同
八
月
一
日
、
第
一
御
殿
御
簾
階
并
御
正
体
面
、
同
花
出
現
、
令
注
進
公
家
、

八
月
十
七
日
、
南
朝
吉
野
行
宮
焼
亡
云
々
、

同
十
五
六
日
比
、
猿
遍
廻
洛
中
、
速
々
参
祇
薗
云
々
、
神
輿
入
御
故
也
、

十
一
月
五
日
、
依
南
都
訴
詔
流
人
等
宣
下
、
上
卿
源
大
納
言
親
光
卿
也
、
平
宰
相
行

知
卿
配
美
濃
国
、
三
宝
院
光
済
僧
正
俗
名
磯
部
浪
近
配
播
磨
国
、
覚
王
院
宋
縁
僧
正

俗
名
原
山
方
配
備
中
国
、
儀
俄
中
務（
知
俊
）入
道
元
奇
近
江
国

守
護
代
配
遠
江
国
、
同
廿
日
、
両
僧
正

以
下
下
向
、

大
乗
院
門
主
若
君
御
下
向
□
忘
時
日
、 

」

（第 18紙）  

十
二
月
十
三
日
、
権
中
納
言
兼
左
衛
門
督
藤
原
朝
臣
嗣
房
、
補
検
非
違
使
別
当
、

十
七
日
、
春
日
神
木
帰
坐
、
長
者
二
条
是
心
院
殿
師
ー
良
以
下
、
藤
氏
公
卿
済
々
供

奉
如
例
、
同
夜
、
主
上
御
即
位
日
時
定
等
、

廿
日
、
御
即
位
叙
位
、
執
筆
中
院
大
納
言
具
通
、
同
夜
、
礼
服
御
覧
、

廿
八
日
、
於
太
政
官
庁
即
位
御
歳
十
七
、
内
弁
九
条
殿
右
大
臣
忠
基
公
、

十
二
月
中
旬
比
、
忠
光
卿
続
氏
、
同
下
旬
比
、
光
済
・
宋
縁
・
性
準
・
範
顕
等
帰
京

云
々
、
依
神
木
事
御
即
位
等
于
今
延
引
、

八
年
乙卯　

正
月
元
日
、
節
会
平
座
上
卿
新
藤（

土
御
門
）
中
納
言
保
光
卿
、
五
日
、
叙
位
、
并
七
日
、

節
会
、
十
六
日
、
同
依
諒
闇
無
之
、

正
月
廿
八
日
、
諒
闇
畢
、
一
周
忌
御
仏
事
被
行
御
八
講
了
、

永
和
二
年
丙辰　

六
月
廿
一
二
日
、
西
南
院
覚
家
与
東
北
院
円
兼
両
院
衆
徒
及
合
戦

云
々
、
維
摩
会
講
師
前
後
相
論
事
也
、

十
月
比
、
寺
門
蜂
起
訴
円
兼
得
業
事
、
十
一
月
四
日
被
下
円
兼
院
務
停
廃　

綸
旨
於

南
都
衆
徒
、　

或
記
云
□
〔
嘉
慶
カ
〕□
三
年
云
々
、

 
 

 
 

 

正
月
十
日
、
慈
恩
院
権
僧
正
隆
円
為
寺
務
、

四
年
戊午　
○

十
月
九
日
、
神
木
金
堂
遷
座
、
和
州
国
民
等
凶
徒
、
神
事
・
法
会
之
料

足
、
諸
談
義
米
、
諸
坊
・
諸
院
領
等
令
押
妨
之
間
、
致
興
行
之
沙
汰
、
先
最
前
ニ
本

社
神
人
并
参
所
神
人
・
白
人
神
人
・
中
綱
・
仕
丁
等
数
百
人
、
十
市
入
道
遠
康
法
師

許
へ
被
付
之
処
、
不
令
叙
用
之
、
出
向
路
次
、
帯
武
具
、
杖
擲
刃
傷
神
人
等
了
、
悪

行
尤
越
常
篇
者
歟
、
仍
訴　

公
武
、
為
加
治
罰
、
十
月
九
日
夜
、
神
木
金
堂
前
ニ
御

遷
座
、 

」

（第 19紙）  
 

同
十
一
日
、
学
侶
・
六
方
等
下
向（

大
和
国
山
辺
郡
）

内
山
堺
、
廻
治
罰
之
計
略
歳
暮
月
迫
ニ
成
之
間
、

依
無
処
于
沙
汰
、
十
二
月
上
旬
比
、
先
上
洛
了
、

〔
三
月
〕

康改
元
二
月
廿
二
日

暦
元
年
己未　

正
月
元
日
、
節
会
、
依
神
木
動
座
省
略
篇
等
大
略
如
先
年
、
関
白
以

下
藤
氏
不
出
仕
、
内
弁
源
大
納
言
具
通
、

二
日
、
為
十
市
発
向
、
武
家
軍
勢
先
陣
少
々
南
着
、

四
日
五
日
両
日
間
、
武
家
数
千
騎
下

（
六
角
亀
寿
丸
カ
）

向
、
佐
々
木
・〔

富
樫
〕慳

（
昌
家
）・
赤
松

（
義
則
）・
吉
見

（
氏
頼
）・
土
岐

（
頼
康
）・

玉
（
斯
波
義
将
）
堂
、
惣
大
名
六
人
、
雖
然
、
衆
儀
不
憖
発
向
、
実
義
無
沙
汰
也
、
軍
勢
在
南
之
、

六
日
、
叙
位
儀
也
、
昨
日
延
引
、
執
筆
源
大
納
言
具
通

七
日
、
白
馬
節
会
、
内
弁
近〔
二
条
〕衛
左
大
臣
師
ー
嗣
、
不
憚
神
木
動
座
以
外
次
第
也
云
々
、

二
月
廿
日
比
、
京
都
聊
錯
乱
之
子
細
在
之
、
在
南
軍
勢
上
洛
其
後
以
寺
官
等
、
雖
令

催
促
、
時
日
馳
過
之
間
、
無
力
取
向
次
第
大
訴
了
、
六
月
五
日
、
法
雲
院
法
務
僧
正
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早
稲
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等
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紀
要　

第
3
号

（26）

実
遍
寺
務
再
任
、

八
月
十
三
日
、
夜
奉
動
神
木
入
洛
了
、
雖
送
旬
月
、
無
裁
許
之
実
義
、
廿
五
日
二
条

後
香
薗
院
左
大
臣
師
ー
嗣
任
関
白
、

二
年
庚申　
○

十
月
廿
八
九
日
、
六
方
与
衆
徒
戌
亥
脇
依
有
確
執
之
子
細
、
戌
亥
脇
衆
徒

率
軍
勢
上
洛
于
南
都
、
其
後
十
二
月
三
日
引
入
一
乗
院
先
門
主
実
玄
僧
都
、
乱
寺
門

之
間
、
六
方
衆
（
大
和
国
山
辺
郡
）
山
寺
ニ
移
住
、
依
勇
士
廻
凶
徒
治
罰
計
略
、

十
二
月
十
七
日
、
為
戌
亥
脇
之
沙
汰
、
押
而
奉
成
神
木
帰
座
了
、
氏
諸
卿
出
仕
有
名

無
実
也
、
僧
綱
等
全
分
無
出
仕
、
社
司
四
五
人
、
神
人
本
社
分
十
七
八
人
、
衆
徒
戌

亥
脇
分
百
余
人
、
行
粧
言
語
道
断
儀
、
先
代
未
聞
也
、 

」

（第 20紙）  

正
月
元
日
節
会
関
白
以
下
不
出
仕
、
神
木
動
座
故
如
例
、

九
月
十
日
東
院
法
印
円
守
為
寺
務
、

永
後
小
松
院
御
宇徳
元
年
辛酉　
○

四
月
十
一
日
主
上
受
禅
、
後
小
松
院
、

二
月
十
一
日
前
法
務
僧
正
実
遍
為
寺
務
、
第
三
度
、

夏
比
大
乗
院
先
門
主
讃
岐
禅
師
教
信
又
乱
入
寺
門
、
悪
行
言〔

語
〕悟
道
断
也
、
当（

大
乗
院
）

門
主
孝

尋
并
一
乗
院
当
門
主
良
昭
共
以

山
寺
入
御
、
悪
門
主
両
人
住
奈
良
、

二
年
壬戌　

閏
正
月
廿
三
日
、
夜
寅
刻
許
社
頭
四
柱
・
宝
蔵
・
廻
廊
等
焼
失
了
、
先
代

未
聞
珍
事
、
言
辞
難
及
者
也
、

三
月
十
二
日
、
権
僧
正
円
守
為
寺
務
、
十
六
日
、
実
遍
僧
正
入
滅
七
十
一
、

四
月
十
一
日
、
太
政
大
臣
良
ー
基
為
関
白
第
三
度
、

五
月
比
武
家
使
者
両
人
下
向
、
学
侶
相
共
ニ
宥
衆
徒
六
方
致
籌
策
、
社
頭
廻
禄
事
、

六
方
衆
徒
共
以
歎
存
○為

宿
望
上
者
和
談
了
、
先
門
主
実
玄
・
教
信
両
人
京
都
ニ
帰
洛
、

隠
居
当
門
主
良
昭
・
孝
尋
又
帰
寺
、
寺
門
落
居
静
謐
、

五
月
晦
日
、
法
花
会
始
行
、
貞
治
三
年
分
、

十
一
月
十
日
、
維
摩
会
始
行
、
講
師
権
少
僧
都
孝
憲
来
迎
院
、
文
和
二
年
分
、

三
年
癸亥　

六
月
十
五
日
、
来
迎
院
孝
憲
法
印
為
権
別
当
、

十
一
月
十
八
日
、
維
摩
会
始
行
、
講
師
三
人
、

 
 

初
日
、
禅
光
院
権
少
僧
都
覚
成
、

 
 

第
二
三
四
、
西
南
院
権
少
僧
都
覚
家
、 

」

（第 21紙）  
 

 

第
五
以
下
、
東
北
院
権
少
僧
都
円
兼
、

件
講
師
両
院
家
及〻令

確
執
永
和
三
年
丁
未

〔
巳
〕
及
両
三
年
、
寺
門
牢
籠
、
先
代
未
聞
次
第
也
、

今
年
為
両
人
講
師
可
有
始
行
処
、
以
上
首
○号

覚
成
又
相
加
者
也
、
仍
三
人
遂
講
、
未

両
人
不
読
縁
起
、

明
寺
務
松
林
院
僧
正
長
懐

徳
四
年
癸酉　

二
月
廿
二
日
、
六
方
於
観
禅
院
蜂
起
、
定
有
顕
覚
房
処
罪
科
、
則
所

従
宿
所
登
大
路
令
破
却
了
、
寺
僧
之
内
極
悪
族
、
以
厳
重
之
落
書
、
令
清
撰
其
躰
之
処
、

定
有
非
拠
繁
多
之
旨
、
及
多
通
之
間
、
為
傍
輩
向
後
、
則
加
重
科
、
永
削
寺
僧
名
帳

畢
、
門
大
乗
院

跡
追
止
惣
別
之
諸
供
等
、
悉
以
可
被
改
易
由
、
自
六
方
進
書
状
、
寺
門
沙
汰

厳
重
也
、

同
廿
三
日
、
定
有
引
汲
之
六
方
衆
率
数
多
之
勇
士
、
可
及
報
答
沙
汰
由
、
於
観
禅
院

集
会
在
之
、
以
外
珍
事
也
、
爰
寺
務
松
林
院
僧
正
長
懐
以
書
状
申
入
、
大
乗
院
子
細

在
之
、
仍
被
副
仰
詞
、
披
露
学
侶
、

 
 

 
 

仰
詞
云
、

 
 

 

自
廿
三
日
仰

寺
務
如
此
歎
申
候
、
雖
尤
其
謂
候
、
誠
両
方
贔
屓
之
輩
、
自
他
報
答
候
者
、

一
寺
之
頓
滅
不
可
廻
踵
、
先
閣
住
屋
破
却
等
之
嗷
義
、
追
其
沙
汰
候
者
、
就
理

非
可
有
落
居
候
、

（第 22紙）  
 

則
酉
下
斜
、
六
方
并
勇
士
等
令
退
散
了
、
其
後
、
両
方
」
衆
自
他
及
訴
陳
、
先
定
有

非
拠
之
内
、
先
年
国
中
諸
談
義
諸
坊
・
諸
院
領
為
興
行
、
学
侶
下
向
田
舎
之
時
、
自

押
妨
人
手
、
取
数
多
之
贖
労
、
無
本
複
実
事
、
以
下
条
々
在
之
、
又
東
北
院
与
西
南

院
確
執
并
両
門
停
廃
大
儀
以
下
、
為
其
帳
本
、
寺
門
之
錯
乱
、
悉
以
彼
所
行
由
云
々
、

三
月
十
日
、
武
家
両
使
下
向
、
中
条
次
郎
四
郎
左
衛
門
則
栄
・
中
澤
次
郎
左
衛
門
氏

綱
、
将
北
山
殿

軍
御
書
持
参
之
、

 
 

 

学
侶
定
有
為
六
方
衆
罪
科
間
事
、
委
細
以
使
者
令
申
候
、
厳
密
可
有
御
下
知
候

也
、
恐
々
謹
言
、

 
 

 
 

三
月
八
日　
　
　
　
　
　
　

御
（
足
利
義
満
）
判　

 
 

 
大
乗（

孝
尋
）
院
御
房

申
次
少
納
言
都
維
那
泰
清
、
因
幡
寺
主
栄
舜
、
両
方
訴
陳
之
趣
、
水
火
相
違
也
、
依

無
御
成
敗
、
両
方
事
書
進
京
都
、

 
 

 

就
定
有
罪
科
事
、
御
書
之
趣
謹
承
了
、
寺
門
錯
乱
歎
存
候
処
、
御
糺
明
之
次
第
、
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「
神
木
御
動
座
度
々
大
乱
類
聚
」
の
翻
刻
と
紹
介

（27）

先
以
畏
入
候
、
連
日
、
自
両
方
種
々
雖
令
申
旨
候
、
実
否
不
存
知
仕
之
間
、
則

相
尋
六
方
之
処
、
両
方
事
書
等
如
此
候
、
子
細
見
彼
面
候
歟
、
宜
為
上
意
候
哉

由
、
可
令
洩
披
露
給
候
哉
、
孝
尋
誠
恐
頓
首
謹
言
、

 
 

 
 

三
月
十
二
日　
　
　
　
　
　

孝
尋

 
 

 
人
々
御
中 

」

（第 23紙）  

同
十
三
日
、
両
使
上
洛
、

三
月
十
八
日　

武
家
両
使
下
向
、
御
書
持
参
、

 
 

 

定
有
罪
科
間
事
、
重
以
使
者
令
申
候
、
令
尋
聞
給
、
科
条
有
無
可
有
御
糺
明
候

也
、
恐
々
謹
言
、

 
 

 
 

三
月
十
五
日　
　
　
　
　
　

御
判

 
 

 

大
乗
院
御
房　

袖
書
両
方
事
書
返
献
候
、

六
方
衆
定
有
罪
科
事
、
両
条
真
偽
都
鄙
之
間
、
究
決
猶
不
可
事
行
、
両
門
主
并
寺
務

加
評
定
、
被
尋
問
両
方
、
遂
対
決
、
可
被
注
進
是
非
矣
、

廿
一
日
於
一
乗
院
、
両
（
大
乗
院
孝
尋
・
一
乗
院
良
昭
）

門
跡
会
合
、
参
仕
僧
綱
、
寺
務
僧
正
長
懐
、
修
南
院
僧
都
実

恵
、
法
雲
院
律
師
実
昭
、
普
門
院
律
師
亮
覚
、
両
方
対
決
、
非
拠
十
一
ケ
条
、

 

定
有
罪
科
方
衆
使
節
長
専
尭
観
房　

厳
専
良
顕
房

 
 

 

免
除
方
衆
使
節
隆
乗
禅
良
房　

実
舜
定
順
房

廿
二
日　

訴
陳
之
趣
、
被
渡
武
家
使
者
、
昨
日
対
決
奉
行
、

 
 

一
乗
院
方
行
舜
讃
岐
上
座　

  

親
乗
越
前
寺
主

 
 

大
乗
院
方
教
秀
大
蔵
卿
法
橋　

 

栄
舜
因
幡
寺
主

此
後
大
略
京
都
御
成
敗
、

○
コ
ノ
間
五
行
分
空
白
ア
リ
。 
」

（第 24紙）  
 

応
永
廿
年 

癸巳　

六
月
十
三
日
、
就
河
上（

摂
津
国
）

五
ヶ
関
等
事
、
七
堂
閉
門
、
十
九
日
移
殿
并

金
堂
料
理
、
廿
日
武
家
使
者
斉
藤

（
基
喜
）

加
賀
守　

飯
（
清
藤
カ
）

尾
加
賀
入
道
、
依
之
無
動
座
、

寺
務
東
北
院
僧
正
俊
円

嘉
吉
二
年 

壬戌　

 

十
一
月
一
日
、
七
堂
并
東
大
寺
以
下
七
大
寺
閉
門
、
但（
大
和
平
群
郡
）

法別
当
孝
俊
隆
寺
・

清別
当
俊
円
水
寺
不
閉
門
、
依
別
当
異
儀
也
、

 
 

 
 

 

廿
七
日
開
門
、
今
度
寺
訴
者
河
上
五
ヶ
関
所
代
官
職
事
、
筒
井
順
永
与
学

侶
六
方
相
論
故
也
、
関
料
毎
年
五
百
貫
文
也
、
筒
井
致
無
沙
汰
上
者
、
可

改
代
官
云
々
、
学
侶
六
方
帳
本
輩
、
為
筒
井
方
沙
汰
加
罪
科
、
剰
相
語
戌

亥
脇
、
六
方
学
侶
令
閉
門
及
大
訴
之
間
、
彼
関
所
代
官
職
事
、
如
本
被
返

付
于
筒
井
旨
被
成
御
教
書
了
、
于
時
官
〔
管
〕
領
畠
山
徳（

満
家
）本
、
蒙
罪
科
学
侶
六
方

衆
、
好
尊
・
清
憲
以
下
七
人
、
筒
井
并
成
弥
勒
院
住

身
院
光
宣
・
尊
覚
・
実
憲
等
之

沙
汰
也
、

 
 

 
 

 

同
三
年
癸亥　

九
月
十
六
日
、
彼
罪
科
七
人
衆
相
語
豊
田
頼
英
、
追
落
弥
勒

院
了
、
則
放
火
光
林
院
以
下
焼
亡
、
光

（
成
身
院
）宣
落
下
筒

（
大
和
国
添
下
郡
）

井
館
、
則
為
七
人
方
筒

井
順
永
・
光
宣
・
尊
覚
・
実
憲
・
箸
尾
入
道
・
宗
信
・
野
田
東
以
下
令
罪

科
、
申
成
治
罰　

綸
旨
・
御
教
書
了
、
関
務
代
官
事
、
又
被
付
寺
門
」
者

（第 25紙）  
 

 
 

 
 

也
、
其
後
於
所
々
在
合
戦
、
南
都
雑
務
事
、
小
泉
重
弘
・
豊
田
頼
英
・
古

市
胤
仙
蒙
仰
了
、

 
 

 
 

同
文
安
元

四
年
甲子　

三
月
十
四
日
、
於
興
善
院
清
憲
坊
在
合
戦
、
実
憲
被
打
了
、

 
 

 
 

自
四
月
比
、
禅
定
院
山
成
城
了
、

 
 

 
 

 

二
年
乙丑　

九
月
十
三
日
、
七
人
方
又
打
負
、
田
舎
合
戦
無
正
躰
之
間
、
被

開
禅
定
院
山
城
了
、

 
 

 
 

 

同
十
八
日
、
成
身
院
光
宣
以
下
帰
寺
、
又
為
寺
門
申
入
間
、
勅
免
并
関
務

代
官
事
被
付
筒
井
了
、
其
後
、
彼
七
人
衆
并（
大
乗
院
経
覚
）

安
位
寺
殿
引
籠
古

（
大
和
国
添
上
郡
）

市
、
両
方

合
戦
及
十
余
年
、
光
宣
、
禅
定
院
山
城
ニ
居
、

 
 

 
 

 

享
徳
三
年
三
月
十
一
日
、
於
大
鳥
居
合
戦
、
尊
覚
被
打
、
其
後
、
自
他
次

第
ニ
帰
寺
、
如
此
五
ヶ
所
関
不
知
行
之
間
、
八
幡
神
人
以
下
所
々
権
門
等

立
新
関
六
百
ヶ
所
了
、
然
間
、
寺
門
公
用
自
然
ニ
退
転
者
也
、
時
刻
到
来

歟
、

　

文
寺
務
松
林
院
僧
正
貞
兼

安
三
年 

丙寅　

七
月
廿
五
日
、
七
大
寺
并
東
大
寺
閉
門
了
、
兵（

摂
津
国
八
部
郡
）

庫
関
事
条
々
訴
申
之
、

大
乗（
尋
尊
）
院
禅
師
法
花
会
竪
義
加
行
、
自
廿
三
日
始
之
、
閉
門
中
用
代
官
、
八

月
十
一
日
開
門
、
十
月
法
花
会
始
行
、

　

宝
寺
務
勝
願
院
僧
正
良
雅

徳
三
年
辛未　

八
月
七
日
夜
、
一（

教
玄
カ
）
乗
院
得
業
遂
電
美
乃
国
云
々
、

 
 

 
 

 
同
十
七
日
、
七
大
寺
閉
門
、
西（

大
和
国
添
下
郡
）

大
寺
光
明
真
言
延
引
、
是
始
云
々
、

 
 

 
 

九
月
一
日
、
神
木
動
座
、
今
日
一
乗
院
帰
寺
了
、 

」

（第 26紙）  
 

 
 

 
 

廿
四
日
帰
座
、
正
・
権
別
当
・
五
師
・
三
綱
・
大
衆
等
、
自
金
堂
前
至
社
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
3
号

（28）

頭
引
烈
、
如
金
堂
帰
座
、
希
代
沙
汰
也
、
剰
先
官
両
人
、
東
北（
俊
円
）院
僧
正
・

松
林（
貞
兼
）
院
僧
正
列
当
官
前
、
珎
事
勝
事
也
、

 
 

 
 

 

十
月
十
四
日
、
元
興
寺
金
堂
并
小
塔
院
皆
悉
焼
失
、
依
余
炎
、
禅
定
院
悉

以
焼
亡
了
、
智
光
法
師
極
楽
万
陀
羅
於
禅
定
院
焼
了
、
時
刻
到
来
者
也
、

可
歎
〳
〵
、
土
民
蜂
起
故
火
事
出
来
、
五
ヶ
関
相
論
両
方
合
戦
最
中
故
、

土
民
等
任
雅
意
之
間
、
近
日
所
々
火
事
、
夜
々
悪
行
連
続
了
、
南
市
辰
巳

小
路
以
下
近
所日○々

依
為
合
戦
之
場
、
郷
民
等
遂
電
了
、

 
 

 
 

 

十
一
月
十
九
日
、
六
方（

大
和
国
城
上
郡
）

長
谷
寺
発
向
、
巻（

大
和
国
城
上
郡
）

向
山
相
論
事
故
也
、
今
度
寺
訴

随
一
也
、
同
日
七
大
寺
等
開
門
、
十
二
月
十
八
日
、
長
谷
寺
大
聖
開
帳
三
ヶ

年
也
、

（
教
玄
）

　

享
寺
務
一
乗
院徳
三
年
甲戌　

九
月
廿
九
日
八
方
大
衆
蜂
起
、
当
国
宇
智
郡
事
、
可
被
返
付
旨
訴
申
、

十
月
廿
日
被
返
付
于
寺
門
、
畠
山
惣
領
職
事
、
伊（

義
就
）
予
守
与
弥（

政
久
）
三
郎
相
論
時

節
、
如
此
訴
申
者
也
、

　

康
寺
務
一
乗
院正
元
年 

乙亥　

宇
智
郡
事
、
伊
予
守
義
就
押
領
、
如
本
知
行
、
依
之
、
七
月
廿
日
七

堂
閉
門
、
八
月
十
日
七
大
寺
閉
門
、
同
十
九
日
開
門
、
伊
予
守
乱
入
当
国

（第 27紙）  
 

 
 

 
 

所
々
、
筒
井
・
成
身
院
光
宣
・
箸
尾
以
下
遂
電
、
同
三
年
五
月
比
」
筒
井
・

成
身
院
・
箸
尾
以
下
、
以
上
意
帰
国
、

寛
正
元
年 

庚辰　

九
月
廿
日
、
畠
山
義
就
違
上
意
、
開
屋
形
、
引
籠
河
内
嶽（

石
川
郡
）

山
城
、
惣

領
職
事
、
畠
山弥
三
郎
弟
也
、

弥
次
郎
政
長
給
之
、
仍
両
方
違
之
合
戦
、
政
長
之
事
一
円

成
身
院
計
略
、
依
之
一
家
相
論
興
成
了
、
光
宣
在
陣
及
四
ヶ
年
了
、

 
 

同寺
務
安
位
寺
殿

二
年
辛巳　

七
月
十
七
日
、
七
大
寺
閉
門
、
神
供
料
所
等
違
乱
故
也
、
十
一
月
廿
日

開
門
、

　

 

同
寺
務
東
院
僧
正
兼
円

四
年
癸未　

十
一
月
十
二
日午

刻

、七
大
寺

今
日
自
早
旦
寺
家
三
十
講
論
匠
召
之
、例
三
ヶ
日
悦
酒
云
々
、

閉
門
○

十
二
月
廿
三
日
社
頭
閉
門
、
廿
四
日
、

神
木
動
座
、

 
 

 
 

 

同
五
年
甲申　

正
月
一
日
、
元
日
節
会
内
弁
殿（

二
条
政
嗣
）

大
納
言
殿
、
関
白
御
拝
賀
在

之
、
珍
事
々
々
、
未
曾
有
事
也
云
々
、

 
 

 
 

五
日
、
叙
位
無
之
、

 
 

 
 

 

七
日
、
節
会
内
弁
菊
亭
大

（
今
出
川
）将
教
季
云
々
、
依
之
教
季
可
放
氏
之
由
、
自
学

侶
、
以
書
状
仰
社
家
、
然
而
一
社
返
答
、
毎
度
放
氏
事
、
以
僉
議
之
趣
、

可
磬
白
之
由
云
々
、
其
後
無
僉
議
、

 
 

 
 

 

菊
亭
内
々
歎
申
趣
、
元
日
関（

二
条
持
通
）

白
殿
御
拝
賀
、
是
一
向
無
先
例
、
又
元
日
殿

大
納
言
殿
内
弁
、
元
日
儀
如
此
、
然
而
、
閣
上
首
之
儀
、
後
日
出
仕
仁
放

氏
之
沙
汰
不
得
其
意
候
云
々
、
此
条
尤
也
、
神
木
動
座
中
関
白
拝
賀
誠
以

無
先
例
、
藤
氏
大
臣
以
下
拝
賀
着
陣
、
先
例
少
々
在
之
、

 
 

 
 

 

三
月
十
七
日
、
新
供
目
代
好
藝
深
学
房
召
之
云
々
、
動
座
中
事
、
有
其
例

云
々
、
所
々
参
賀
、
鈍
色
白
五
帖
也
、

 
 

 
 

 
 

 

康
暦
元
年
四
月
十
六
日
、
新
供
目
代
乗
融
学
縁
房
召
之
、
同
六
月
十
六
日
新
供
目
代
学
縁
房
召
之
、
同
十

月
十
六
日
、
目
代
多
観
房
召
之
、
同
廿
二
日
、
禅
円
房
召
之
、

 
 

 
 

 

去
二
月　

日
、
別
会
職
事
、
仰
宗
秀
僧
都
参
賀
、
鈍
色
白
五
帖
也
、
動
座

中
有
其
例
云
々
、

（第 28紙）  
 

 
 

 
 

四
月
一
日
、
観
禅
院
三
十
講
、
依
神
木
動
座
寺
頭
閉
門
無
之
、」
各
退
加

行
了
、
不
依
事
也
、
八
日
、
仏
生
会
同
無
之
、
五
日
・
七
日
・
十
日
三
个

日
、
如
永
享
五
年
四
月
例
、
於
多
田
須
河
原
勧
進
猿
楽
在
之
、
桟
敷
六
十

三
間
也
、
桟
敷
之
人
数
、
室（
足
利
義
政
）

町
殿
・
御

（
日
野
富
子
）
臺
・
細（

勝
元
）川
・
畠（

政
長
）山
・
武

（
斯
波
義
廉
）衛
以
下
諸

大
名
、
関
白
殿
・
日（
勝
光
）野
以
下
公
家
、
聖（

義
観
）
護
院
・
三（

義
賢
）
宝
院
・
梶（

義
承
）井
・
青（

尊
応
）
蓮
院
・

大
乗
院
門
跡
五
人
、
八
幡
禅
〔
善
〕
法
寺
等
也
、
於
大
乗
院
者
、
雖
打
桟
敷
、
依

神
木
事
、
相
支
寺
門
之
間
、
不
能
上
洛
見
物
者
也
、
猶
太
閤
御
見
物
、
十

日
御
出
、
於
関
白
桟
敷
御
見
物
、
自
公
方
頻
被
申
之
故
云
々
、
其
上
初
日

関
白
以
下
氏
人
済
々
見
物
云
々
、
凡
不
可
然
事
也
云
々
、

 
 

 
 

 

十
三
日
夜
、
神
木
御
帰
座
、
七
大
寺
開
門
、
毎
事
寺
訴
無
為
無
事
故
也
、

珍
重
々
々
、
十
七
日
正
月
分
心
経
会
始
行
之
、
自
廿
六
日
於
南
大
門
薪
猿

楽
在
之
、
依
神
木
動
座
薪
延
引
歟
、
一
向
無
之
者
、
毎
度
例
、
未
懃
御
沙

汰
今
度
始
也
云
々
、
自
廿
八
日
食
堂
尊
勝
陀
羅
尼
始
之
、
五
月
八
日
、
仏

生
会
修
之
、
去
月
廿
日
聖
護
院
新
門
主
義
観
僧
正
他
界
室
町
殿
御
弟
、

 
 

 
 

 
去
月
正
月
已
来
講
堂
仁
王
講
悉
以
修
入
之
、
当
月
唯
識
講
同
修
入
之
、
興

善
院
講
、
社
頭
吉
田
経
以
下
同
之
也
、
十
三
日
、
慈
恩
会
於
東
室
修
之
、

竪
者
六
口
、
十
六七

日
若
宮
祭
礼
去
年
分
始
行
之
、
当
年
別
会
宗
秀
五
師
奉
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「
神
木
御
動
座
度
々
大
乱
類
聚
」
の
翻
刻
と
紹
介

（29）

行
之
、
田
楽
頭
善
恩
房
得已

講業
・
善
教
房
已
講
、

 
 

一
、 

今
度
御
動
座
僉
議
延
順
房
得
業
、
御
帰
座
僉
議
実
舜
房
得
業
也
、
去
宝
徳

（第 29紙）  
 

 
 

 
 

三
年
御
動
座
僉
議（

宗
カ
）
□
栄
房
得
業
、
御
帰
座
僉
議
深
円
」
房
得
業
、
両
人
共

以
三
ケ
年
之
内
他
界
了
、
学
侶
沙
汰
衆
之
内
自
成
業
次
第
ニ
令
懃
仕
事
也

云
々
、
仍
今
度
延
順
房
雖
成
返
々
辞
退
、
衆
議
不
可
叶
、
可
及
罪
科
ト
評

定
、
然
間
無
為
懃
仕
之
、
廿
六
日
、
千
部
会
修
之
、
別
会
五
師
宗
秀
今
度

寺
訴
毎
事
無
為
、
兵
庫
関
細
川
船
事
、
於
向
後
者
押
而
不
可
通
之
云
々
、

 
 

 
 

 

坪
（
越
前
国
坂
井
郡
）

江
藤
澤
名
事
、
如
元
被
返
付
于
大
乗
院
家
了
、
河
内
国
山（

交
野
郡
）

田
庄
返
仏
地

院
、
山
城
国
田
ナ
（
綴
喜
郡
）へ
庄
返
東
院
、
当
国
民
以
下
私
反
銭
事
、
向
後
不
可
懸

之
云
々
、
河
口
（
越
前
国
坂
井
郡
）

庄
之
内
溝
江
郷
放
火
事
、
朝（

孝
景
）倉
所
行
不
可
然
之
間
、
於
朝

倉
者
可
有
御
罪
科
之
由
被
仰
出
、
則
朝
倉
所
持（
越
前
国
坂
井
郡
河
口
荘
）

之
本
庄
郷
公
文
政
所
職
事

并
落
名
事
可
改
之
旨
触
下
書
下
了
、
大
綱
無
為
者
也
、
仍
神
事
法
会
以
下

未
始
行
分
、
悉
以
行
入
之
了
、

 
 

 
 

 

五
月
廿
八
日
、
寺
官
英
深
・
順
懐
両
五
師
上
洛
、
訴
申
入
趣
兵
庫
関
船
事
、

近
日
又
山
名
船
可
押
通
旨
申
之
事
、
朝
倉
進
退
事
于
今
無
一
途
之
間
、

条
々
可
被
仰
付
事
云
々
、

 
 

 
 

 

来
七
月
十
九
日
、
依　

新
（
後
土
御
門
）帝
譲
国
当（後
花
園
）

今
第
一
皇
子
公
武
御
取
乱
、
然
間
、
毎
事

披
露
事
不
叶
云
々
、
仍
寺
官
等
令
下
向
了
、
但
於
山
名
之
船
事
者
、
被
仰

付
厳
密
云
々
、

 
 

 
 

 

七
月
十
九
日
、
譲
国
在
之
、
廿
日
、
為
御
礼
参
賀
室
町
殿
、
南
都
之
衆
同

参
仕
了
、
申
御
沙
汰
畏
入
由
云
々
、

 
 

 
 

 

八
月
八
日
、
寺
官
両
人
定
清
・
宗
算
両
五
師
上
洛
、
依
安
位
寺
御
口
入
、

朝
倉
教
景
条
々
、
於
寺
官
前
致
告
文
了
、
於
二
条
殿
御
所
有
此
儀
云
々
、

仍
寺
訴
悉
以
落
着
者
也
、
十
二
日
寺
官
下
向
、
十
三
日
安
位
寺
殿
御
下
向
、

十
五
日
学
侶
并
一
切
経
衆
使
節
参
申
、
折
紙
等
自
両
方
進
上
之
、
於
禅
定

院
御
対
面
了
、 

」

（第 30紙）  

寛
正
六
年
二
月
末
、
寺
官
両
人
、
定
清
・
宗
算
両
五
師
上
洛
了
、
訴
申
子
細
条
々
在

之
、
本
訴
兵
庫
関
料
細
川
方
船
不
出
之
、
依
之
、
方
々
船
共
押
而
罷
通

云
々
、
此
条
堅
訴
申
入
、
仍
及
度
々
、
以
御
使
飯
尾
左
衛（

之
種
）
門
大
夫
雖
被
仰
、

細
川
不
能
御
返
事
云
々
、
次
就
三
月
御
花
見
、
諸
大
名
一
献
沙
汰
、
仍
為

武（
斯
波
義
廉
）

衛
方
越
前
国
一
国
一〔
平
カ
〕均
反
銭
申
請
之
云
々
、
猶
南
都
領
者
、
毎
度
守
護

方
并
公
方
反
銭
事
、
御
免
除
也
、
其
子
細
申
入
間
、
御
奉
書
被
成
之
、
然

而
守
護
遵
行
難
渋
之
間
、
為
寺
官
問
答
、
猶
不
事
行
之
間
、
甲（
信
久
）斐
代
官
被

召
、
公
方
堅
御
下
知
、
三
月
廿
五
日
遵
行
了
、
三
月
廿
八
日
・
廿
九
日
両

日
ニ
寺
官
両
人
下
向
了
、

 
 

 
 

 
 

 

春
日
社
兼
興
福
寺
領
、越
前
国
所
々
注
文
在
別
紙
事
、被
相
懸
勘
料
云
々
、

為
免
除
之
地
上
者
、
可
被
止
催
促
之
由
也
、

 
 

 
 

 
 

 

　

二
寛
正
六

月
廿
八
日　
　
　
　
　

之
種
判　

貞（
布
施
）基
判

 
 

 
 

 
 

 

守（
甲
斐
信
久
）

護
代

 
 

 
 

 

当
年
公
方
御
下
向
事
、
二
月
初
比
被
仰
出
之
、
九
月
廿
一
日
御
下
向
、
着

御
一
乗
院
家
、
廿
二
日
御
社
参
并
両
門
跡
御
成
畢
、
廿
七
日
祭
礼
御
見
物
、

廿
八
日
後
朝
、
同
廿
九
日
御
上
洛
畢
、
今
度
之
儀
、
云
寺
門
沙
汰
云
所
々

御
成
儀
、
毎
事
無
為
、
天
気
快
然
無
是
非
次
第
也
、
令
相
計
神
慮
給
歟
、

仍
南
都
儀
無
事
、
可
被
懸
上
意
之
由
及
御
沙
汰
云
々
、
珎
重
〳
〵
、

 
 

 
 

 

藤
澤
名
事
、
去
八
月
比
、
綱（

広
橋
）光
卿
申
給
御
判
云
々
、
故
兼（

広
橋
）郷
知
行
分
所
々

被
返
付
之
間
、
卿
之
注
文
ニ
加
之
、
不
及
御
尋
御
取
乱
之
間
、
卒
爾
御
成

敗
歟
、
但
一
段
以
大
訴
、
申
入
五
ヶ
条
内
也
、
神
明
御
動
座
以
下
、
一
天

下
無
其
隠
題
目
也
、
為
藤
氏
卿
乍
存
知
如
此
子
細
、
加
私
領
朝
恩
之
注
文

之
条
、
不
可
然
間
、
為
旁
輩
向
後
可
放
氏
綱
光
卿
之
由
、
学
侶
・
六
方
一

（第 31紙）  
 

 
 

 
 

決
、
放
氏
日
限
事
、
十
二
月
」
十
八
日
云
々
、
然
間
彼
名
事
、
上
表
申
入

旨
綱
光
卿
返
状
、
仍
南
都
知
行
任
去
御
判
之
旨
畢
、
珎
重
〳
〵
、

文
正
元
年
戌

　

二
月
廿
八
日
改
元
、
当
今
第
三
年
、
十
二
月
大
嘗
会
也
、

応
仁
元
年
天
下
大

（
後
花
園
・
後
土
御
門
）

乱
、
両
帝
行
幸
室
町
殿
、

文
明
二
年
法
（
後
花
園
）皇
崩
、
同
八
年
室
町
殿
払
地
炎
上
了
、
内
行
幸
北（

日
野
苗
子
）

小
路
尼
亭
、　

十
一

年
此
所
又
炎
上
之
間
、
行
幸
日
野
亭
一
条
室
町
、
其
後
遷
幸
土
御
門
殿
、
十
三
年
室
町

殿
御
隠
居
後
、
号
東
山
殿
、
至
同
十
七
年
両
畠
山
大
勢
対
陣
、
山
城
国
及
数
ヶ
月
無

殊
事
退
散
了
、
於
当
国
者
両
方
不
可
成

由
申
了
、
仍
本
願
領
共
自
然
ニ
無
為
、
於

春
日
以
下
三
社
領
者
、
今
度
国
人
入
目
共
不
懸
之
、

（
山
城
国
相
楽
郡
）

菅
井
、
大
住
、（

山
城
国
相
楽
郡
）

狛
野
以
下
閣
之
、
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
3
号

（30）

其
余
ハ
半
済
引
之
云
々
、

○
以
下
、
空
白
ア
リ 

」

（第 32紙）

 

」

（第 33紙）  

此
一
巻
勘
記
禄

〔
録
〕
令
類
聚
者
也
、

 
 

 
 

 

寛
正
五
年
五
月　

日　

前
大（

尋
尊
）僧
正
（
花
押
） 

」
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考
証
・
明
和
三
年
『
武
田
信
玄
・
長
尾
謙
信
／
本
朝
廿
四
孝
』
京
都
興
行

（1）

は
じ
め
に

　
『
武
田
信
玄

長
尾
謙
信

本
朝
廿
四
孝
』（
以
下
『
本
朝
廿
四
孝
』）
は
、「
甲
陽
軍
鑑
」（
武
田
信
玄
の
戦
歴
・

生
涯
を
描
く
軍
記
）
の
世
界
を
時
代
設
定
と
し
て
、
軍
師
山
本
勘
助
の
活
躍
に
よ
り
、
室
町

将
軍
・
足
利
義
晴
の
射
殺
事
件
に
始
ま
る
混
乱
を
、
戦
争
を
回
避
し
つ
つ
、
平
和
裡
に
解

決
、
狙
撃
犯
検
挙
・
幕
府
の
威
信
回
復
へ
至
る
と
い
う
時
代
物
の
作
品
で
あ
る
。
作
者
は

近
松
半
二
。
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
正
月
十
四
日
初
日
、
大
坂
道
頓
堀
の
筑
後
芝
居
（
い

わ
ゆ
る
竹
本
座
）
で
、
人
形
浄
瑠
璃
と
し
て
初
演
さ
れ
た
。

　

以
後
再
演
を
重
ね
、
こ
ん
に
ち
の
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
に
お
い
て
な
お
通
し
（
全
段
上
演
）

の
可
能
な
数
少
な
い
作
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
。
ま
た
歌
舞
伎
で
近
代
に
至

り
、
四
段
目
ノ
切
「
十
種
香
」
の
一
幕
が
女
形
の
最
高
の
演
し
物
と
み
な
さ
れ
る
な
ど
、

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
ば
か
り
か
歌
舞
伎
に
も
現
行
演
目
と
し
て
生
き
て
い
る
。

　

い
ま
な
お
著
名
な
作
品
で
あ
る
が
、
で
は
研
究
が
十
分
で
あ
る
か
は
疑
問
で
、
辻
褄
の

合
わ
な
い
難
解
な
物
語
と
解
説
す
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は

「『
本
朝
廿
四
孝
』
第
三
ノ
切
「
勘
助
住
家
の
段１
」」
に
お
い
て
、
む
し
ろ
平
明
な
、
理
路

整
然
と
し
た
劇
で
あ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
作
品
研
究
。

　

本
稿
で
は
、
旧
稿
で
触
れ
な
か
っ
た
資
料
二
種
に
つ
い
て
新
た
に
検
討
を
加
え
た
い
。

　

結
論
か
ら
い
え
ば
、
初
演
の
年
、
お
そ
ら
く
は
初
演
興
行
か
ら
遠
か
ら
ぬ
時
期
に
、
再

演
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
っ
た
。
場
所
は
、
初
演
地
大
坂
で
な
く
、
京
都
と
推
定
す
る
。

　

ま
た
従
来
知
ら
れ
て
い
た
絵
尽
（
こ
ん
に
ち
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
筋
書
に
相
当
）
は
、
初
演

興
行
時
の
出
板
で
な
く
、
右
の
新
出
京
都
興
行
で
の
出
板
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
初
演
興

行
時
出
板
と
み
な
す
べ
き
本
は
別
に
あ
り
、
二
板
は
内
容
を
異
に
す
る
。
絵
尽
二
板
の
相

違
か
ら
、
初
演
興
行
の
知
ら
れ
ざ
る
姿
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
初
演
興
行
は
「
五
段
続
」
を
謳
い
な
が
ら
五
段
目
を
出
さ
ず
、
四
段
目
ま
で
で
終

演
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

明
和
期
竹
本
座
の
初
演
作
品
に
は
、
初
演
興
行
時
に
実
際
は
五
段
目
の
上
演
は
な
く
、

通
し
本
（
七
行
本
）
出
板
時
に
漸
く
五
段
目
の
本
文
が
加
え
ら
れ
た
ら
し
い
点
は
、
か
つ

て
推
定
、
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
推
定
に
新
た
に
傍
証
を
得
た
の
で
あ
る
。

　

関
係
資
料
を
写
真
と
し
て
紹
介
し
な
が
ら
、
標
題
の
明
和
三
年
京
都
興
行
の
存
在
の
証

明
と
、
絵
尽
二
板
の
刊
行
時
期
に
関
し
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
冒
頭
に
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
早
稲
田
大
学
中
央

図
書
館
へ
、
所
蔵
資
料
の
写
真
掲
載
を
御
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
旨
を
記
し
て
、
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

一
、
包
紙
二
板

　
『
本
朝
廿
四
孝
』
の
浄
瑠
璃
本
に
は
、
大
字
本
に
七
行
本
、
中
字
本
に
十
行
本
、
の
各

一
板
ず
つ
が
残
る
。
上
方
（
大
坂
・
京
都
）
初
演
作
品
の
、
享
保
十
二
年
以
降
の
出
板
慣
習

の
通
り
、
一
作
品
に
同
時
に
複
数
板
が
行
わ
れ
る
と
い
う
、
日
本
近
世
文
学
の
他
の
ジ
ャ

ン
ル
に
は
み
ら
れ
な
い
、
浄
瑠
璃
本
独
特
の
慣
習
で
あ
る
。

　

七
行
本
は
百
四
十
七
点
、
十
行
本
は
二
十
二
点
を
数
え
る２
。
七
行
本
・
十
行
本
と
も
に
、

外
題
・
内
題
を
「
武
田
信
玄
・
長
尾
謙
信
／
本
朝
廿
四
孝
」
と
記
す
。

　

近
世
期
の
板
本
は
新
本
と
し
て
売
ら
れ
る
時
、「
包
つ
つ
み

紙が
み

」
あ
る
い
は
「
袋

ふ
く
ろ
」
と
呼
ば
れ

考
証
・
明
和
三
年
『
武
田
信
玄

長
尾
謙
信

本
朝
廿
四
孝
』
京
都
興
行

│
│ 

浄
瑠
璃
本
の
包
紙
、
絵
尽
な
ど
人
形
浄
瑠
璃
関
係
の
資
料
学
の
試
み 

│
│

神　

津　

武　

男
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
3
号

（2）

る
紙
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
半
紙
一
枚
の
中
央
に
、
書
名
や
板
元
名
を
記
し
て
い
る
の
が
通

常
で
あ
る
。
浄
瑠
璃
本
の
多
く
は
内
題
・
外
題
（
題
簽
）
に
振
り
仮
名
を
持
た
な
い
の
で
、

作
品
名
の
読
み
を
確
定
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
番
付
や
絵
尽
（
の
振
り
仮
名
）
に
基
づ
く
場

合
が
多
い
が
、「
書
名
」
を
確
定
す
る
の
に
当
該
書
物
の
本
来
的
な
付
属
品
に
拠
る
の
が

順
当
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。
別
の
資
料
（
番
付
や
絵
尽
）
に
依
拠
す
る
の
は
、
二
次
的
な
段

階
・
作
業
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
「
包
紙
」
は
開
封
（
こ
れ
を
「
封
切
り
」
と
い
う
）
さ
れ
る
際
に
破
棄
さ
れ
た
も

の
か
、
稀
に
し
か
残
ら
な
い
。
通
し
本
六
百
三
十
作
品
二
万
三
千
点
余
に
対
し
て
、
二
百

三
作
品
三
百
九
十
七
点
が
残
る
。
作
品
数
比
較
で
、
三
十
二
％
。
残
存
点
数
比
較
で
、
二
％

未
満
で
あ
る
。
ま
た
筆
者
は
中
字
本
の
包
紙
の
残
存
す
る
を
聞
か
な
い
。
極
め
て
稀
少
な

資
料
な
の
で
あ
る
。

　
『
本
朝
廿
四
孝
』
七
行
本
の
場
合
、
幸
い
に
も
現
物
五
点
が
残
存
し
て
い
る
。
下
に
写

真
と
し
て
示
す
。

　
【
写
真
1
】
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
本
の
そ
れ
に
は
、
中
段
に
「
太
夫
竹
本
筑
後
掾　

竹
本
島
太
夫
」「
座
本
竹
田
因
幡
掾
」。
下
段
に
「
竹
本
鐘
太
夫
」
以
下
十
一
名
の
連
名
が

あ
る
。
板
元
は
当
該
本
を
初
板
し
た
吉
川
宗
兵
衛
。
ほ
か
に
栃
木
県
立
文
書
館
・
広
島
大

学
中
央
図
書
館
各
本
は
、
板
元
名
を
「
大
坂
舩
町
天
満
屋
玉
水
源
次
郎
新
板
」
と
埋
木
し

て
改
め
た
も
の
。

　
【
写
真
2
】
東
京
文
化
財
研
究
所
本
は
、
中
段
に
「
太
夫
竹
本
義
太
夫　

竹
本
大
和
」「
竹

田
出
雲
」。下
段
に
「
竹
本
春
太
夫
」
以
下
十
一
名
の
連
名
が
あ
る
。ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ー

ス
ト
ル
氏
に
同
板
の
一
枚
。
板
元
「
大
坂
舩
町　

加
島
屋
清
助
板
」
は
埋
木
と
み
え
る
。

　

振
り
仮
名
を
【
写
真
1
】「
た
け
だ
」、【
写
真
2
】「
た
け
た
」
と
す
る
点
が
異
な
る
が
、

濁
点
の
脱
落
と
理
解
す
る
。
作
品
名
の
読
み
は
「
た
け
だ
し
ん
げ
ん　

な
が
お
け
ん
し
ん　

ほ
ん
ち
ょ
う
に
じ
ゅ
う
し
こ
う
」
と
定
ま
る
。

　

注
目
す
る
べ
き
は
、
座
組
の
相
違
で
あ
る
。

　

従
来
知
ら
れ
て
い
る
初
演
興
行
の
番
付
に
は
、
紋
下
に
「
太
夫
竹
本
筑
後
掾
・
座
本
竹

田
因
幡
掾
」
と
あ
っ
て
、
出
演
者
（
太
夫
）
も
竹
本
島
太
夫
（
三
ノ
切
）、
竹
本
鐘
太
夫
（
四

ノ
切
）、
竹
本
染
太
夫
（
二
ノ
切
）
以
下
、【
写
真
1
】
の
十
一
人
で
編
成
さ
れ
て
い
る
。【
写

真
1
】
の
作
成
時
期
は
初
演
興
行
時
、
す
な
わ
ち
初
演
興
行
中
に
初
板
さ
れ
た
本
の
包
紙

【
写
真
1
】
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
（へ

07-1031

）

【
写
真
2
】
東
京
文
化
財
研
究
所
（芸

243-1125

）
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考
証
・
明
和
三
年
『
武
田
信
玄
・
長
尾
謙
信
／
本
朝
廿
四
孝
』
京
都
興
行

（3）

は
こ
れ
で
あ
る
。

　

し
か
る
に
【
写
真
2
】
の
、「
太
夫
竹
本
義
太
夫　

竹
本
大
和
」「
竹
田
出
雲
」
を
紋
下

に
据
え
、
竹
本
春
太
夫
以
下
の
座
組
で
す
る
興
行
（
お
よ
び
そ
の
番
付
の
存
在
）
は
現
在
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。
興
行
の
存
在
は
原
則
的
に
は
、
番
付
に
拠
っ
て
立
証
す
る
が
、
人
形

浄
瑠
璃
の
場
合
、
番
付
の
残
存
率
が
同
時
期
の
歌
舞
伎
ほ
ど
に
は
高
く
な
く
、
浄
瑠
璃
本

の
存
在
自
体
に
拠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
例
も
少
な
く
な
い
│
│
た
と
え
ば
元
禄
十
六
年

『
曾
根
崎
心
中
』
の
初
演
番
付
は
残
っ
て
い
な
い
│
│
。

　

こ
の
場
合
、
浄
瑠
璃
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
本
を
覆
っ
て
い
た
「
包
紙
」
の
存
在

に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
【
写
真
2
】
を
第
一
の
根
拠
と
し
て
、【
写
真
2
】
の
座
組
に
よ

る
再
演
興
行
を
、
新
た
に
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

で
は
【
写
真
2
】
の
座
組
に
よ
る
再
演
興
行
の
、
上
演
年
次
は
い
つ
か
。
明
和
三
年
三

月
頃
、
と
推
定
す
る
。

　

明
和
三
年
竹
本
座
劇
団
で
は
、
前
年
に
没
し
た
二
代
目
竹
本
政
太
夫
の
襲
名
（
名
跡
相

続
）
を
巡
っ
て
確
執
が
生
じ
た
。
連
名
右
か
ら
六
人
目
「
竹
本
土
佐
太
夫
」
は
当
事
者
の

ひ
と
り
。
弟
弟
子
・
中
太
夫
が
三
代
目
と
し
て
襲
名
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
土
佐
太
夫
は

明
和
三
年
十
二
月
『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』
京
都
興
行
で
、「
房
太
夫
」
へ
改
名
す
る
。【
写

真
2
】
の
座
組
の
最
下
限
は
、
十
二
月
の
房
太
夫
改
名
時
で
あ
る
。

　
【
写
真
2
】
の
座
組
に
一
致
す
る
興
行
（
と
そ
の
番
付
の
所
在
）
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て

い
な
い
が
、
明
和
三
年
二
月
刊
の
浄
瑠
璃
評
判
記
『
評
判
三
国
志
』
に
掲
げ
ら
れ
た
、「
京

都
」
の
一
座
太
夫
十
一
名
と
、
全
員
が
一
致
す
る
。【
写
真
2
】
の
座
組
は
、
明
和
三
年

二
月
こ
ろ
、
京
都
で
活
動
し
た
一
座
と
断
定
し
て
よ
か
ろ
う
。

　

上
演
年
次
の
最
上
限
は
、
大
坂
で
の
初
演
興
行
以
後
、
と
な
る
。
な
お
当
該
時
期
の
竹

本
座
で
は
同
一
の
作
品
を
、
ま
ず
大
坂
で
初
演
し
、
遅
れ
て
京
都
で
再
演
す
る
こ
と
を
行

な
っ
て
い
て
、
前
出
の
『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』
の
場
合
、
十
月
に
大
坂
で
初
演
、
十
二
月

で
京
都
で
再
演
さ
れ
て
い
た
。
同
様
の
時
間
差
（
二
ヶ
月
後
）
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
新

出
の
京
都
再
演
興
行
は
、
明
和
三
年
三
月
こ
ろ
か
と
推
定
す
る
。

　

以
上
、
包
紙
二
板
の
存
在
か
ら
、
明
和
三
年
の
正
月
大
坂
初
演
興
行
の
ほ
か
、
三
月
頃

（
推
定
）
京
都
興
行
の
存
在
を
考
証
す
る
。
二
つ
の
興
行
を
想
定
し
た
上
で
、
従
来
知
ら
れ

て
い
た
絵
尽
二
板
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
興
行
に
対
応
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
次
節
に
述
べ
る
。

二
、
絵
尽
二
板

　

絵
尽
に
つ
い
て
は
、
浦
部
幹
資
氏
「
浄
瑠
璃
絵
尽
所
在
目
録３
」
が
最
大
の
研
究
成
果
で

あ
る
。
浦
部
氏
は
、
明
和
三
年
『
本
朝
廿
四
孝
』
に
つ
い
て
、
板
心
に
「
本
」
と
記
す
板

と
、「
廿
四
孝
」
と
記
す
板
と
の
、
二
板
が
存
在
す
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
⑻
頁
以

下
に
、
上
階
に
「
廿
四
孝
」
板
、
下
階
に
「
本
」
板
に
、
図
版
と
し
て
掲
載
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
名
著
全
集
『
浄
瑠
璃
名
作
集　

下
』
に
図
版
で
紹
介
さ
れ
て
、
ひ
ろ
く

知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
下
階
「
本
」
板
で
あ
る
が
、
筆
者
は
そ
の
作
成
時
期
を
、
前
節
に

述
べ
る
京
都
再
演
興
行
時
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
従
来
未
紹
介
の
、
上
階
「
廿
四
孝
」

板
の
作
成
時
期
を
こ
そ
、
大
坂
初
演
興
行
時
と
推
定
す
る
。

　
『
本
朝
廿
四
孝
』
の
大
坂
初
演
興
行
で
は
、
四
段
目
ノ
切
の
大
詰
「
道
三
最
期
」
の
場

面
で
の
、
大
道
具
の
「
せ
り
上
げ
」
の
趣
向
を
売
り
物
と
し
た
ら
し
い
。

　

随
筆
『
明
和
雑
記
』
の
伝
え
る
次
の
逸
話
を
、『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
は
『
本
朝

廿
四
孝
』
初
演
興
行
へ
の
言
及
と
推
定
し
た
。
以
下
に
引
用
す
る
（
句
読
点
を
わ
た
く
し
に

補
っ
た
）。

当
春
筑
後
芝
居
に
古
今
の
大
道
具
立
を
い
た
し
け
る
。
其
お
も
む
き
は
、
見
物
の
場

を
舞
台
の
前
よ
り
六
間
目
迄
、
見
物
を
置
な
が
ら
場
の
真
中
を
左
右
へ
引
わ
け
、
舞

台
も
楽
屋
の
方
へ
引
こ
み
、
よ
つ
て
撞
木
な
り
に
壱
間
余
明
た
る
所
へ
、
東
西
の
方

へ
は
見
事
な
る
御
殿
を
せ
り
上
、
南
北
へ
は
楼
下
を
せ
り
上
る
。
少
し
も
音
せ
ず
、

楽
屋
に
て
万
力
を
以
て
あ
や
つ
り
し
也

　

大
坂
道
頓
堀
の
劇
場
（
岡
側
）
は
、
北
に
入
り
口
・
客
席
を
設
け
、
舞
台
を
南
側
に
設

置
す
る
。
そ
の
客
席
の
舞
台
寄
り
「
六
間
目
」
約
十
一
メ
ー
ト
ル
の
中
央
部
分
を
、
観
客

を
乗
せ
た
ま
ま
「
左
右
」（
東
西
）
に
移
動
さ
せ
、
同
時
に
舞
台
上
の
大
道
具
も
楽
屋
の
方

へ
、
舞
台
の
奥
側
に
後
退
さ
せ
る
と
、「
壱
間
余
」
約
二
メ
ー
ト
ル
幅
の
「
撞
木
な
り
」

Ｔ
字
状
の
空
間
が
出
来
る
。
そ
こ
へ
、「
東
西
の
方
」（
舞
台
部
分
）
に
は
「
見
事
な
る
御
殿
」、

「
南
北
」（
客
席
中
央
部
分
）
に
は
「
楼
下
」
を
せ
り
上
げ
た
、
と
い
う
。

　
「
廿
四
孝
」
板
の
該
当
箇
所
【
写
真
14
】
の
左
頁
を
み
る
と
、
Ｔ
字
状
の
廊
下
を
描
き
、

頁
の
中
央
部
分
・
女
性
の
生
首
を
持
っ
た
人
物
の
下
あ
た
り
に
、
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此
所
・
場
中
一
め
ん
（
面
）
に
ひ
き
わ
け
・
せ
り
上
ご
て
ん
（
御
殿
）
長
ら
う
か
（
廊
下
）

古
今
の
大
し
ゆ
か
う
（
趣
向
）

と
記
す
。『
明
和
雑
記
』
の
伝
え
る
、「
古
今
の
大
道
具
立
」
の
様
子
に
一
致
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、「
本
」
板
の
【
写
真
15
】
右
頁
上
部
に
は
舞
台
の
そ
れ
と
直
角
に
交
わ

る
欄
間
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
Ｔ
字
状
の
造
形
物
が
あ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
が
、
左
頁
の
障
子
あ
た
り
に
は

此
所
古
今
大
道
具
大
で
き
〳
〵

と
具
体
性
の
無
い
、
一
般
的
な
褒
め
詞
を
掲
げ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
『
明
和
雑
記
』
の
伝
え
る
よ
う
な
、
客
席
部
分
ま
で
移
動
し
、
そ
こ
で
「
せ
り
上
げ
」

を
行
な
う
と
な
れ
ば
、
通
常
の
舞
台
部
分
ば
か
り
で
な
く
、
客
席
の
地
下
を
も
掘
り
下
げ
、

機
械
を
装
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
劇
場
・
興
行
主
の
仕
込
み
・
経
費
負

担
は
小
さ
く
は
な
か
っ
た
は
ず
で
、
そ
こ
ま
で
時
間
と
手
間
と
お
金
を
か
け
た
仕
事
を
喧

伝
す
る
に
、「
廿
四
孝
」
板
は
素
直
で
あ
り
、「
本
」
板
は
控
え
目
に
過
ぎ
よ
う
。
こ
の
点

か
ら
筆
者
は
、「
廿
四
孝
」
板
を
大
坂
初
演
興
行
時
の
作
成
で
あ
り
、「
本
」
板
は
そ
れ
以

外
│
│
お
そ
ら
く
は
せ
り
上
げ
の
機
構
を
持
た
な
い
、
別
の
劇
場
│
│
で
の
再
演
興
行
時

の
作
成
と
考
え
る
。

　

で
は
「
本
」
板
を
初
演
で
な
く
、
再
演
興
行
時
の
作
成
で
あ
る
と
し
て
、
い
つ
の
機
会

と
推
定
す
る
か
。
大
坂
・
京
都
で
の
初
演
作
品
の
絵
尽
を
刊
行
す
る
板
元
は
、
京
都
の
五

軒
草
紙
屋
（
菊
屋
七
郎
兵
衛
・
正
本
屋
九
兵
衛
・
鶴
屋
喜
右
衛
門
・
八
文
字
屋
八
左
衛
門
・
菱
屋
治
兵

衛
）
で
あ
る
。
絵
尽
を
出
板
す
る
権
利
は
、
通
し
本
（
浄
瑠
璃
本
・
七
行
本
）
を
出
板
す
る

大
坂
の
板
元
か
ら
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
浄
瑠
璃
本
の
利
益
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
カ
ル

テ
ル
・
企
業
連
合
間
で
の
便
宜
供
与
の
一
環
と
意
味
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
拙
稿
「
浄
瑠

璃
本
の
種
類
と
性
格４
」
に
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
廿
四
孝
」
板
は
鶴
屋
の
刊
行
で
あ
る
が
、「
本
」
板
は
未
詳
で
あ
る
（
演
劇
博
物
館
本
の

書
き
入
れ
に
「
八
文
字
屋
板
」
と
）。
鶴
屋
を
除
く
、
残
り
の
四
軒
が
目
の
前
で
行
な
わ
れ
る
、

明
和
三
年
三
月
頃
の
京
都
再
演
興
行
を
看
過
し
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

「
本
」
板
を
、
京
都
再
演
興
行
の
刊
行
と
推
定
す
る
所
以
で
あ
る
。

　

次
に
絵
尽
二
板
の
作
成
・
刊
行
時
期
が
異
な
る
こ
と
、
か
つ
初
演
時
／
再
演
時
と
区
分

し
て
考
え
る
こ
と
の
妥
当
性
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
た
め
絵
尽
二
板
の
描
く
内
容

│
│
物
語
の
段
・
場
面
構
成
が
、
絵
尽
の
ど
の
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
か
│
│
に
つ
い
て
把

握
で
き
る
よ
う
に
、
左
頁
の
表
「
絵
尽
に
お
け
る
『
本
朝
廿
四
孝
』
場
面
配
置
」
を
作
成

し
た
。
同
じ
物
語
を
、
同
じ
丁
数
・
頁
数
（
六
丁
十
八
頁
）
に
描
き
な
が
ら
、
序
切
後
半
以

後
の
配
置
に
異
同
が
あ
る
こ
と
が
一
見
し
て
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

絵
尽
二
板
の
最
大
の
相
違
点
は
最
終
場
面
に
あ
る
。
⒀
頁
に
示
す
よ
う
に
、
上
階
「
廿

四
孝
」
板
は
四
段
目
ノ
切
の
大
詰
「
道
三
最
期
」
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
下

階
「
本
」
板
は
五
段
目
ま
で
を
描
く
。

　

明
和
期
の
初
演
作
品
に
は
、
五
段
続
で
あ
り
な
が
ら
四
段
目
ま
で
し
か
上
演
し
な
い
例

が
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
岸
本
直
子
氏
「
明
和
・
安
永
頃
の
浄
瑠
璃
上
演
形
態
の
特
色
に
つ

い
て５
」
が
早
く
指
摘
さ
れ
、
筆
者
も
拙
稿
「『
奥
州
秀
衡
・
跡
目
争
論
／
伽
羅
先
代
萩
』

の
初
演
興
行
に
つ
い
て６
」
に
お
い
て
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

五
段
続
が
初
演
興
行
時
、
四
段
目
ま
で
し
か
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
根
拠
は
、

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
刊
『
穴
意
探
』
の
作
中
、
近
松
門
左
衛
門
の
詞
、

近
年
は
五
段
続
を
端
に
し
て
四
段
で
仕
ま
い
、
サ
ア
本
が
出
ル
と
い
へ
ば
と
ち
り

廻
つ
て
去
状
と
取
違
へ
る
様
に
三
行
半
位
に
や
り
ば
な
す
。

で
あ
る
。
門
左
衛
門
の
詞
は
、

①
初
演
興
行
の
際
、
最
終
段
を
上
演
し
な
い

②
通
し
本
出
板
の
際
、
申
し
訳
程
度
に
最
終
段
を
加
え
る

と
解
釈
で
き
る
が
、『
穴
意
探
』
の
作
者
は
、
浄
瑠
璃
作
者
・
松
田
ば
く
と
近
松
東
南
で

あ
り
、
劇
界
内
部
の
貴
重
な
証
言
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

注（
6
）の
拙
稿
で
は
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）『
奥
州
安
達
原
』、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）

『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
と
並
べ
て
、『
本
朝
廿
四
孝
』
を
初
演
興
行
時
に
最
終
段
を
上
演
し

な
か
っ
た
作
品
と
推
定
し
た
が
、
絵
尽
「
廿
四
孝
」
板
は
ま
さ
し
く
四
段
目
大
詰
ま
で
で

終
結
し
て
い
る
。
絵
尽
「
廿
四
孝
」
板
を
根
拠
と
し
て
、「『
本
朝
廿
四
孝
』
を
初
演
興
行

時
に
最
終
段
を
上
演
し
な
か
っ
た
作
品
」、
少
な
く
と
も
絵
尽
作
成
時
に
五
段
目
の
構
想

も
本
文
も
無
か
っ
た
と
断
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
翻
っ
て
、「
本
」
板
に
五
段
目
ま
で
が

描
か
れ
る
理
由
は
、
浄
瑠
璃
本
が
刊
行
さ
れ
た
あ
と
の
作
成
だ
か
ら
、
と
考
え
る
。

　

筆
者
は
以
前
、
明
和
五
年
初
演
『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』
を
例
と
し
て
、

・
人
形
浄
瑠
璃
の
絵
尽
が
、
浄
瑠
璃
本
と
齟
齬
す
る
場
合
の
あ
る
こ
と
、
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・
齟
齬
が
生
じ
る
理
由
は
、
絵
尽
が
予
定
稿
の
段
階
・
あ
ら
す
じ
を
反
映
す
る
た
め

で
、　

浄
瑠
璃
本
は
決
定
稿
を
記
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の

と
推
定
し
た
こ
と
が
あ
る７
。

　

序
中
に
注
目
す
る
と
、「
廿
四
孝
」
板
の
場
合
、【
写
真
4
】
左
頁
を
屋
外
（
漠
然
と
し

た
外
出
先
）
と
し
て
描
く
だ
け
だ
が
、「
本
」
板
は
【
写
真
5
】
左
頁
・
塀
の
あ
た
り
に
「
み

や
こ
せ
い
ぐ
は
ん
じ
の
所
」
と
明
記
す
る
。
地
名
が
漠
然
と
す
る
こ
と
や
、
五
段
目
を
描

か
な
い
（
描
け
な
い
）
点
な
ど
は
、「
廿
四
孝
」
板
が
「
予
定
稿
の
段
階
・
あ
ら
す
じ
を
反
映
」

し
た
こ
と
の
証
拠
と
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

人
形
浄
瑠
璃
の
絵
尽
に
つ
い
て
理
解
す
る
、
あ
る
い
は
資
料
と
し
て
活
用
す
る
際
の
留

意
点
の
第
一
に
、
こ
れ
が
興
行
に
対
し
て
の
予
告
出
版
物
、
予
定
の
内
容
を
記
し
た
も
の

で
あ
る
点
を
本
稿
で
も
繰
り
返
し
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

【
写
真
3
】
絵
尽
「
廿
四
孝
」
板
の
包
紙

　

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
（
ロ18-23-17A

）

表　

絵
尽
に
お
け
る
『
本
朝
廿
四
孝
』
場
面
配
置

段

場
面
構
成

「
廿
四
孝
」
板

「
本
」
板

初
段

大
序

足
利
御
所

八
ウ

八
ウ

初
段

序
中

誓
願
寺

三
オ

三
オ

初
段

切　

前
半

狙
撃
以
前

三
ウ

三
ウ
上

初
段

切　

後
半

狙
撃
以
後

四
オ

三
ウ
下

二
段

口　

前
半

諏
訪
明
神

　

勝
頼
登
場
場
面

（
な
し
）

四
オ
上

二
段

口　

後
半
　

勘
助
登
場
場
面

四
ウ

四
オ
下

二
段

切

信
玄
館

五
オ

四
ウ

三
段

口

桔
梗
原

五
ウ

五
オ
上

三
段

中

景
勝
下
駄

（
な
し
）

五
オ
下

三
段

切

勘
助
住
家

　

筍
掘
以
前

（
な
し
）

五
ウ
六
オ
の
下

三
段

切

　

筍
掘
以
後

六
オ

五
ウ

四
段

道
行

六
ウ
下

六
オ
下

四
段

口

村
上
屋
敷

六
ウ
七
オ
の
上

六
オ
上
・
六
ウ

四
段

中

鉄
砲
渡
し

七
オ

六
ウ
左

四
段

切　

前
半

十
種
香

（
な
し
）

七
オ
上

四
段

切　

後
半

狐
火

七
ウ

七
オ
下

四
段

切　

大
詰

道
三
最
期

八
オ

七
ウ

五
段

（
な
し
）

八
オ
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で
は
絵
尽
を
予
告
出
版
物
で
あ
る
と
見
定
め
た
場
合
に
、
そ
の
資
料
的
価
値
は
減
ず
る

だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
資
料
と
し
て
ど
う
扱
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。

　

浄
瑠
璃
絵
尽
の
作
成
者
が
誰
で
あ
る
か
は
確
か
で
な
い
。
た
だ
し
歌
舞
伎
の
場
合
、
作

者
た
ち
が
草
稿
を
ま
と
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
人
形
浄
瑠
璃
の
場
合

も
お
そ
ら
く
は
作
者
（
ま
だ
地
位
の
高
く
な
い
、
修
行
中
の
作
者
た
ち
）
の
手
に
な
っ
た
も
の

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
推
定
に
基
づ
け
ば
、
浄
瑠
璃
本
完
成
以
前
の
、

あ
ら
す
じ
・
予
定
稿
段
階
の
作
品
構
想
を
理
解
す
る
手
段
と
し
て
、
絵
尽
は
有
効
な
資
料

で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

絵
尽
「
廿
四
孝
」
板
（『
本
朝
廿
四
孝
』
初
演
興
行
時
と
推
定
す
る
）
は
、
途
中
、
二
段
目
ノ

口
「
諏
訪
明
神
」
の
前
半
（
勝
頼
登
場
場
面
）、
三
段
目
ノ
中
「
景
勝
下
駄
」、
三
段
目
ノ
切

「
勘
助
住
家
」
の
前
半
（
唐
織
来
訪
場
面
）、
四
段
目
ノ
切
「
十
種
香
」
の
前
半
（
い
わ
ゆ
る
「
十

種
香
」
の
み
）
の
、
四
場
面
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
一
方
の
「
本
」
板
は
、

す
べ
て
の
場
面
を
描
い
て
い
る
。

　

ま
た
⑼
頁
に
示
す
よ
う
に
、「
廿
四
孝
」
板
は
、「
序
切
」
を
見
開
き
一
面
（
左
右
二
頁
）

を
使
っ
て
描
く
の
に
対
し
、「
本
」
板
は
、
右
の
一
頁
に
集
約
し
て
い
る
。
上
階
「
廿
四
孝
」

板
の
左
頁
に
あ
る
「
序
切
」
の
後
半
、
中
央
の
「
た
を
や
め
御
ぜ
ん
」
に
対
し
て
、
武
田

信
玄
と
長
尾
謙
信
が
嫡
男
の
命
を
差
し
出
す
と
宣
言
し
て
、
将
軍
暗
殺
に
関
す
る
潔
白
を

表
明
す
る
場
面
│
│
二
段
目
の
勝
頼
、
三
段
目
の
景
勝
の
生
命
の
危
機
の
大
前
提
│
│

が
、
下
階
「
本
」
板
右
頁
は
こ
れ
を
省
略
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
二
板
の
異
同
を
み
る
に
、「
廿
四
孝
」
板
に
は
プ
ロ
ッ
ト
の
要
点
を
把
握
す
る

利
点
が
あ
り
、「
本
」
板
は
物
語
を
漫
然
と
要
約
し
た
印
象
が
残
る
。

　

絵
尽
は
多
く
の
場
合
、
初
演
興
行
時
に
作
成
さ
れ
る
一
板
が
残
る
。
そ
れ
ら
の
性
格
は
、

「
廿
四
孝
」
板
同
様
に
、
浄
瑠
璃
本
の
あ
ら
す
じ
・
予
定
稿
を
反
映
し
た
も
の
と
推
定
す

べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
推
定
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
結
論
と
し
て
は
、
人
形
浄
瑠
璃
の
初
演
興

行
を
想
定
す
る
、
あ
る
い
は
作
品
論
を
試
み
る
に
際
し
て
は
、
決
定
稿
で
あ
る
浄
瑠
璃
本

と
、
予
定
稿
の
反
映
で
あ
る
絵
尽
と
を
総
合
し
て
捉
え
る
こ
と
も
有
効
な
作
業
で
あ
ろ
う

こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ま
と
め

　

本
稿
で
は
、『
本
朝
廿
四
孝
』
浄
瑠
璃
本
の
「
包
紙
」
と
、「
絵
尽
」
に
そ
れ
ぞ
れ
二
種

あ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
が
大
坂
で
の
初
演
興
行
、
京
都
で
の
再
演
興
行
時
の
刊
行

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

本
稿
で
指
摘
し
た
点
を
、『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
に
補
う
と
す
れ
ば
、
次
の
よ
う

に
な
る
。

　

ま
ず
大
坂
初
演
興
行
に
つ
い
て
は
、
第
一
巻
三
七
一
頁
下
階
『
明
和
雑
記
』
引
用
項
の

次
に
、○

絵
尽
の
「
道
三
最
期
」
の
件
に
、「
此
所
場
中
一
め
ん
に
引
わ
け
せ
り
上
ご
て
ん

長
ら
う
か
古
今
の
大
し
ゆ
こ
う
」
と
あ
る
。

同
巻
三
七
二
頁
上
階
四
行
目
の
次
に
、

○
包
紙
（
吉
川
宗
兵
衛
板
）
の
太
夫
連
名
は
、
別
番
付
Ｂ
に
一
致
す
る
。

を
追
加
す
る
。

　

続
い
て
京
都
再
演
興
行
に
つ
い
て
は
、
三
七
二
頁
上
階
、
大
坂
初
演
興
行
の
次
の
位
置

に
、
次
の
十
行
を
追
加
す
る
。

三
月
頃
ヵ　

竹
本
座　

京
都
（
包
紙
）

　
武た

け

田た

信し
ん

玄げ
ん

長な
が

尾を

謙け
ん

信し
ん

本ほ
ん

朝て
う

廿
に
じ
う

四し

孝か
う

○
包
紙
（
大
坂
船
町
加
島
屋
清
助
板
）
に
、「
竹
本
義
太
夫　

竹
本
大
和
」
と
あ
る
。

○
春
太
夫
・
君
太
夫
・
絹
太
夫
・
八
尾
太
夫
・
久
太
夫
・
土
佐
太
夫
・
家
太
夫
・
筆

太
夫
・
袖
太
夫
・
元
太
夫
・
音
太
夫　

出
演
（
包
紙
の
太
夫
連
名
）。

○
明
和
三
年
二
月
刊
の
浄
瑠
璃
評
判
記
『
評
判
三
国
志
』
の
「
京
都
」
座
の
太
夫
と
、

十
一
人
全
員
が
一
致
す
る
。

○
同
年
十
月
大
坂
初
演
『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』
の
京
都
再
演
は
、
二
ヶ
月
後
の
十
二

月
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
従
い
、
当
該
再
演
興
行
を
三
月
頃
と
推
定
し
た
。

○
絵
尽
の
「
道
三
最
期
」
の
件
に
、「
此
所
古
今
大
道
具
大
で
き
〳
〵
」
と
あ
る
。

　

ほ
か
に
触
れ
る
べ
き
点
と
し
て
は
、
竹
本
春
太
夫
の
動
向
で
、
同
人
は
『
増
補
浄
瑠
璃

大
系
図
』
の
記
述
な
ど
か
ら
、
明
和
二
年
末
に
出
発
し
て
、
明
和
三
・
四
年
の
こ
ろ
は
江

戸
に
居
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
明
和
三
年
三
月
の
京
都
再
演
興
行
へ
の
出
演
と
の
整
合
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考
証
・
明
和
三
年
『
武
田
信
玄
・
長
尾
謙
信
／
本
朝
廿
四
孝
』
京
都
興
行

（7）

性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
│
│
出
発
が
明
和
三
年
春
以
降
な
の
か
、
あ
る
い
は
頻
繁
に

行
き
来
し
た
の
か
│
│
は
、
更
な
る
資
料
の
新
出
を
俟
っ
て
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　

な
お
最
後
に
付
言
し
て
お
き
た
い
。
拙
稿
「『
本
朝
廿
四
孝
』
第
三
ノ
切
「
勘
助
住
家

の
段
」」
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
勘
助
住
家
」
の
現
行
本
文
は
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

七
月
、
大
坂
い
な
り
境
内
で
の
、
文
楽
の
芝
居
ま
で
遡
る
。

　

二
〇
一
〇
年
十
二
月
国
立
小
劇
場
で
の
文
楽
公
演
で
は
『
本
朝
廿
四
孝
』
三
段
目
を
上

演
し
た
が
、
三
ノ
切
「
勘
助
住
家
」
の
現
行
本
文
を
弄
っ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
老
母

が
勘
助
に
切
腹
を
勧
め
る
件
と
、
勘
助
の
物
語
に
続
く
部
分
の
省
略
箇
所
に
つ
い
て
、
前

者
は
通
し
本
の
語
順
に
改
め
、
後
者
は
通
し
本
か
ら
補
う
、
と
い
う
手
を
入
れ
た
。

　

右
の
拙
稿
で
は
、
作
品
解
釈
的
に
は
問
題
が
あ
る
と
は
認
め
な
が
ら
、

し
か
し
こ
れ
は
、
文
楽
の
伝
統
的
本
文
で
あ
る
こ
と
も
、
間
違
い
な
い
。
人
形
浄
瑠

璃
文
楽
を
今
後
も
「
伝
統
演
劇
」
と
し
て
あ
ら
し
め
た
い
と
願
う
の
な
ら
ば
、
現
行

本
文
に
手
を
入
れ
る
│
│
音
楽
的
伝
承
を
伴
わ
な
い
、
原
作
の
本
文
を
継
ぎ
足
す

│
│
こ
と
は
、
厳
に
戒
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
指
摘
し
て
お
い
た
。
そ
の
、
継
ぎ
足
し
が
、
誰
の
責
任
に
よ
る
も
の
か
も
明
示
さ
れ
ぬ

ま
ま
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

国
立
劇
場
（
の
文
楽
制
作
を
預
か
る
ひ
と
び
と
）
に
は
む
し
ろ
、
原
作
の
物
語
展
開
を
無
視

／
破
壊
す
る
「
一
・
三
、
二
・
四
方
式
」
を
捨
て
、
原
作
通
り
の
順
序
で
、「
通
し
」
で

上
演
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
敢
え
て
三
段
目
だ
け
の
上
演
で
、

し
か
も
無
責
任
な
継
ぎ
足
し
│
│
二
箇
所
以
外
の
天
保
五
年
改
訂
本
文
は
残
存
│
│
に

は
、
ま
っ
た
く
賛
成
で
き
な
い
。
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
上
演
史
に
、
無
用
の
本
文
伝
承
を

流
し
込
ま
な
い
で
貰
い
た
い
。
太
夫
・
三
味
線
弾
き
に
も
、
こ
れ
を
断
る
見
識
を
持
っ
て

い
て
貰
い
た
か
っ
た
と
甚
だ
残
念
に
思
わ
れ
た
。

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
人
形
浄
瑠
璃

文
楽
の
近
世
期
上
演
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
活
用
・
公
開
に
関
す
る
基
礎
的
研

究
」（
研
究
課
題
番
号
：22320054

。
研
究
代
表
者
・
神
津
武
男
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

註（1
）　

拙
著
『
浄
瑠
璃
本
史
研
究
』（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
刊
）
の
、
第
四
部
「
作
品
研
究
」
第

二
章
参
照
。

（
2
）　

国
内
所
在
分
。
海
外
で
は
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ー
ス
ト
ル
先
生
と
ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
図
書
館
に

七
行
本
、
台
湾
大
学
図
書
館
に
十
行
本
。
い
ず
れ
も
一
点
ず
つ
。

（
3
）　
『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』〈
索
引
篇
〉（
八
木
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
所
収
。

　
　
　

な
お
浄
瑠
璃
絵
尽
に
つ
い
て
は
、
演
劇
博
物
館
で
の
整
理
が
進
む
内
、
そ
の
後
に
出
現
し
た
資

料
も
多
い
。『
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵 

特
別
資
料
目
録
4
芝
居
番
付
近
世
篇
（
四
）』（
早

稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
一
九
九
四
年
）
所
収
、「
浄
瑠
璃
絵
尽
」
目
録
も
併
せ
て
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
　
　

ま
た
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
（
早
稲
田
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
演
劇
の
総
合
的
研
究
と
演
劇
学
の
確
立
」）
購
入
資
料
に
も
、
新
出
の
絵
尽
が
あ
る
が
、
未

紹
介
。

（
4
）　

註
（
1
）
前
掲
書
第
一
部
第
一
章
参
照
。

（
5
）　
『
文
学
史
研
究
』
第
十
六
号
、
大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
文
学
史
研
究
会
、
一
九
七

五
年
所
収
。

（
6
）　

註
（
1
）
前
掲
書
第
三
部
第
一
章
参
照
。

（
7
）　

拙
稿
「
翻
刻
・
お
ど
け
浄
瑠
璃
『
海
上
魚
の
鳴
戸　

寿
芸
歌
ノ
段
』
│
『
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』

第
八
「
順
礼
歌
」
現
行
本
文
の
成
立
時
期
を
考
え
る
資
料
と
し
て
│
」（
松
茂
町
歴
史
民
俗
資
料

館
、『
歴
史
の
里
』
第
八
号
、
二
〇
〇
六
年
所
収
）
参
照
。

　
　
　

次
頁
以
下
の
絵
尽
の
、「
廿
四
孝
」
板
は
、
請
求
番
号ロ

18-00023-17A

。「
本
」
板
は
、
請

求
番
号ニ

24-00001

。
い
ず
れ
も
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
の
所
蔵
。
図
版
掲
載
の
許
可
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
3
号

（8）

（
大
序
）

【
写
真
4
】
絵
尽
・
板
心
「
廿
四
孝
」
板　

八
ウ
・
三
オ

（
序
中
）

（
大
序
）

【
写
真
5
】
絵
尽
・
板
心
「
本
」
板　

八
ウ
・
三
オ

（
序
中
）
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考
証
・
明
和
三
年
『
武
田
信
玄
・
長
尾
謙
信
／
本
朝
廿
四
孝
』
京
都
興
行

（9）

（
序
切
前
半
）

【
写
真
6
】
絵
尽
・
板
心
「
廿
四
孝
」
板　

三
ウ
・
四
オ

（
序
切
後
半
）

（
序
切
）

【
写
真
7
】
絵
尽
・
板
心
「
本
」
板　

三
ウ
・
四
オ

（
二
ノ
口
）
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
3
号

（10）

（
二
ノ
口
）

【
写
真
8
】
絵
尽
・
板
心
「
廿
四
孝
」
板　

四
ウ
・
五
オ

（
二
ノ
切
）

（
二
ノ
切
）

【
写
真
9
】
絵
尽
・
板
心
「
本
」
板　

四
ウ
・
五
オ

（
三
ノ
口
・
三
ノ
中
）
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考
証
・
明
和
三
年
『
武
田
信
玄
・
長
尾
謙
信
／
本
朝
廿
四
孝
』
京
都
興
行

（11）

（
三
ノ
口
）

【
写
真
10
】
絵
尽
・
板
心
「
廿
四
孝
」
板　

五
ウ
・
六
オ

（
三
ノ
切
）

（
三
ノ
切
）

【
写
真
11
】
絵
尽
・
板
心
「
本
」
板　

五
ウ
・
六
オ

（
四
ノ
口
・
道
行
）
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早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
3
号

（12）

（
四
ノ
口
・
道
行
）

【
写
真
12
】
絵
尽
・
板
心
「
廿
四
孝
」
板　

六
ウ
・
七
オ

（
四
ノ
口
・
四
ノ
中
）

（
四
ノ
口
）

【
写
真
13
】
絵
尽
・
板
心
「
本
」
板　

六
ウ
・
七
オ

（
四
ノ
中
・
四
ノ
切
）
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考
証
・
明
和
三
年
『
武
田
信
玄
・
長
尾
謙
信
／
本
朝
廿
四
孝
』
京
都
興
行

（13）

（
四
ノ
切
）

【
写
真
14
】
絵
尽
・
板
心
「
廿
四
孝
」
板　

七
ウ
・
八
オ

（
四
ノ
切
大
詰
）

（
四
ノ
切
大
詰
）

【
写
真
15
】
絵
尽
・
板
心
「
本
」
板　

七
ウ
・
八
オ

（
五
段
目
）
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